
 

 

 

  

企画総務部 

シティプロモーション推進室 

成果と課題
丹波市創生シティプロモーション

確 定 版 

（一部：令和 2年 3月末見込み） 



【 目 次 】 

１．シティプロモーションとは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

  

２．シティプロモーションに取り組む意義（現況と課題）・・・・・・・・・・・・・・・・  2 

 

３．丹波市創生シティプロモーションの取り組み方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  3 

 

４．丹波市創生シティプロモーションの取り組み事業統括表・・・・・・・・・・・・・  4 

 

５．成果まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ８ 

 

６．特徴的な取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １８ 

 

７．交流産業型経済の提案・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３１ 

 

８．今後の課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３２ 

 

９．取り組み個表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３６ 

 

10．最初に読んでいただきたいあとがき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８６ 



 

「シティプロモーション」の定義 

地域を持続的に発展させるために地域の魅力を発掘し、地域内外に効果的に訴求

し、それにより人材、物財、資金、情報などの資源を地域内部で活用可能とするこ

と。（東海大学教授 河井孝仁氏）  

 

 

 

シティプロモーション 

 

 

 

 

 

 

※ 都道府県では、東京都・埼玉県・神奈川県・千葉県・愛知県・福岡県・大阪府・滋賀県の 8 都府県。基礎自治体では 479 市町

村で、全市町村の 27.9％。 

 

元来、シティプロモーションは地域の観

光資源を掘り起こして PRする「シティ

セールス」から派生したもの。そのた

め、地方ではシティプロモーション＝観

光振興という位置づけが強く、まちの観

光資源を掘り起こし、観光人口の増加を

起爆剤として、地域経済の発展や定住人

口の増加へとつなげることが特徴。 

10 歳代後半から 20歳代前半を中心とした

若年層が大きく転入超過になっている自

治体※では、まちへの愛着・誇りといった

指標が低いため、継続移住意向も低い。

本格的な人口減少社会を迎え、愛着・誇

りの向上を図ることで、生産年齢人口の

維持・増加をめざして、転入者の定住化

を促すことが目的。 

１．シティプロモーションとは 

派生 

都市型 地方型 

シティプロモーション 
シティ 

セールス 

丹波市地方創生シティプロモーション 

【目標】人口減少下においても、丹波市ブランドの価値と認知度を高め、長期 

的視点で持続可能な経済、文化的発展につなげる。 

【推進３原則】 1.事業を行う 2.外に向かう 3.実働プレイヤーの確保 

【取組みの柱】 

 （１）クリエイティブな気運醸成・外部人材の活用と交流 

（２）地域資源の活用・磨き上げ 

 （３）交流・連携による地域活性 

（４）情報発信力の強化 

 （５）市への愛着と誇りの共有 

•  
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救急救命センターや映画館などの娯楽施設を含めた幅広く、高度な市民サー

ビスは人口 30 万人で可能といわれており、人口 50 万人がもっとも効率的とい

われている。2015－2017 年の３ヵ年で人口増加率が高かった自治体上位に、東

京都を始め大都市近郊の都市が並ぶのは、上述の理由によるものと推察できる。 

しかし、丹波市がこのような人口増加自治体を目指すことはない。 

現在、丹波市は人口減少を辿ってはいるが、これは丹波市に住む定住人口が減

っているのであって、丹波市を訪れたり、学んだりする交流人口が減っているわ

けではない。「強み」×「機会」から丹波市に訪れる「みどころ」を戦略的に構

築して、多面的な取り組みで交流人口、関係人口を増加させれば、まちの活力は

失われない。これがシティプロモーションに取り組む意義である。

強み［Strength］ 

○恵まれた顧客確保環境 

京阪神から 90 分に位置し、「現場」

近接 

○人間関係の良さが魅力資源とし

て認識 

(1)景観や自然環境（60.4％） 

(2)祭りや伝統行事（46.4％） 

(3)人間関係（26.8％） 

(3)食文化や特産品（26.8％）  

（平成 20 年度丹波市『丹波市の明日を考える調査』 

弱み［Weakness］ 

○観光特Ａ級、Ａ級資源のなさ 

特Ａ級資源（世界に強く誇れる資

源・55 件）・Ａ級資源（日本を代表

する資源・396 件）の多くは、全ての

人が素晴らしいと感じ、その資源と

対峙した時に大きな感動を覚えるも

の。認知度向上、ブランド化に大き

な役割を果たすが、市内にはＢ級資

源（その地方を代表するもの）が一

つしかない。 

２．シティプロモーションに取り組む意義（現況と課題） 

機会［Opportunity］ 

○ニューメディアの台頭 

オールドメディアは巨大であるもの

の、ニューメディアの台頭によって、

企業ではなく友人が薦めるものが信頼

され、購入する傾向が近年高まってい

る。発信者も、10 年前とは比較になら

ないほど低コストで幅広い消費者にリ

ーチすることが可能になった。 

 

脅威［Threat］ 

○関心経済（アテンションエコノミー） 

インターネットに代表される情報発

信媒体（メディア）が増えたこと

で、情報過多の状態が起こってお

り、そうした世界では、大量の情報

の中からいかに人々の「アテンショ

ン（＝関心・注目）」を集めるかが

問われるようになった。 
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信者

協働者

鼓吹者

支持者
(Supporter)

依頼者（Client）

リピート顧客

(Repeat Customer)
新規顧客

(First-time Customer)

見込み客(Prospect)

【取組み方針】 【取組みの柱】 【取組みの目標】 

①多くの人に丹波市の存在を知ってもらう。

②丹波市を愛し、何度も訪ねてきてくれるよ

うなリピーターを増やす。（２割の顧客か

ら、８割の売り上げが上がっている。）

市への愛着と誇り
の共有

交流・連携による

地域活性

地域資源の活用・

磨き上げ

クリエイティブな
気運醸成・外部人
材の活用と交流

情報発信力の強化

能動的なまちづくりの推進 

自分が働きかけることができる、能動的になれ

るまちは魅力的である。 

流動性を高める 

市域を越えて人や金、モノ、情報が動くことに

より新しい需要が生まれ、活力が増進する。  

資源の６次活用による交流産業型経済へのアプ

ローチ 

物産品等の域内での開発、製造・調達により経

済が循環し、所得が高まる。 

長期的視点での経済・文化的発展 

既存のモノを組み合わせることによって、新し

いモノを生む。（新結合） 

市外への意味情報の発信（AISAS) 

形式情報でない、話題性、ストーリー性を全面

に出した情報の発信。 
① 

②

移住者レベル 
（Believer） 

仲間レベル 
（Partner) 

（Advocate) 

他人に商品を吹

聴、宣伝してくれ

るレベル 

お客さん 

レベル 

出典：『新しい観光と地域社会』古今書院 

３．丹波市創生シティプロモーションの取り組み方針 
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日帰り 宿泊

計

7,308,287 0

2,329,000 1,163

287,726 0 0

0 399

1,425,359 155 155

397,000 486

0 0

0 84

60,000 0

0 0

942,909 0

0 16

2,897,899 24 24

0 50

91,542 0

0 318

0

0

0

0

0 0

0 98

21,600 0 0

0 167

10,401,833 0

0 135

2,725,866 0

0 4,096

897,503 0

0 210

27,060,524 179 155 0 24

2,726,000 7,222

SE

Q
事 業 名

計
国内者

外国人

（下段：国県等の

補助金）

CP効果人数（下段）

算出根拠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

［注解］赤字は概報対象外、白抜SEQは経済効果試算対象事業

取り

組み

体系

取り組み

担当

部署
取り組みの概要

事業費

（円）
成　果 今後の課題

集客人数（上段）

・「このまちと ともに～丹波市の歌～」のさらな

る活用
歌詞全国公募の応募者

数、市音楽祭参加者数

2 市民憲章の制定

・作家玉岡かおる氏を委員長に、市民憲章検討委員会を設

置する。

・ふるさと丹波市の”いいね”を募集するとともに、市民憲章タウ

ンミーティングを実施する。

・市制15周年記念式典での市民憲章の発表・朗読

①ふるさと丹波市の”いいね”を市内各所で募集し、350枚集

まり関心が深まった。

②市内全中学校・市内全高等学校の生徒や市内外の一般

人など、49名でタウンミーティングを実施し、「未来の丹波市に

贈りたい言葉」を導き出した。

③丹波市の風土や文化が持つ良さを再認識できた。

・定着・普及機会の創出

”いいね”応募者数

タウンミーティング参加者数

①

市

へ

の

愛

着

と

誇

り

の

共

有

1
「このまちと ともに～丹波

市の歌～」の制定

・千住明氏の作曲をもとに、歌詞を全国公募し、丹波市の歌

を制作する。

・歌をきっかけとした丹波市への愛着や誇りを醸成する。

・公開審査会の開催と平成31年成人式での披露

①著名な作曲家である千住明氏の作曲をもとに、歌詞を全

国公募し、563点の応募があり、丹波市の認知度が上がっ

た。

②小学校卒業式での合唱（1校）や行事等で使用され、定

着しつつある。

③市音楽祭での合唱、防災行政無線の定時放送のメロディ

として令和２年４月１日から採用が決定。

3 ふるさと住民登録制度

・市外の丹波市ファンが丹波市に関わる仕組みとして、ふるさと

住民登録制度を設ける。

・ふるさと住民の市への来訪を喚起するため、市内事業所で使

用できるふるさと住民クーポンを発行する。

・ふるさと住民に対し、観光パンフレット等を毎月送付する。

①目標400人に対し、486人の登録があった。

②まごころ応援団のクーポン利用が155名あった。

③ふるさと住民へのアンケートによって、様々な関わりを持つ人

（関係人口）の登録が確認できた。

④体験イベントを告知した結果、イベントに参加した登録者が

あった。

・登録制度のPR

・来訪機会を増やす取組

登録者数

②

交

流

・

連

携

に

よ

る

地

域

活

性

11

自治

体連

携

三市連携（福知山

市・朝来市）

薬草交流（宇陀

市）

地域交流（東京都

文京区）

・人口減少と高齢化が進む中で、複数の自治体による強みを

さらに活かす取り組み

・福知山市・朝来市との三市連携による地方創生

・宇陀市との薬草を通じた交流

・春日局をゆかりとした文京区との交流

①各自治体と、それぞれの強みを活かす互恵関係づくりが

徐々に広がっている。

②三市連携推進連絡会議の設置（丹波市、福知山市、朝

来市）

③三市の自治協議会交流会に84名が参加し、情報交換が

行われた。

・自治体同士のニーズのすり合わせ

・自治体連携を形にする事業化

恐竜を題材とした

小学生の「竜学」

（むかわ町・御船

町・丹波篠山市・

神流町）

学校教

育課

・「丹波竜」を活用したふるさと教育の実施（全小学校で行う

学習）

・恐竜と震災について意見交流するため丹波市こども恐竜大

使を任命し、北海道むかわ町と熊本県御船町へ小学生16名

を派遣。丹波竜フェスタで学習成果を市民に向けて発表

①児童が主体的に丹波竜について学習し、丹波竜が丹波市

の宝であることを自覚した。

②他市との交流学習により、丹波市をアピールすることができ

た。

③児童に、新しいことにチャレンジする精神や積極性が育った。

・交流する市町との連絡調整。

・他市町と持続可能な交流の在り方を模索す

る必要がある。

・児童が一堂に会する機会となるフォーラムの

開催の検討

・地域活性化包括連携の市民生活への活

用、普及啓発

・子ども、青少年の育成及び高齢者等の見守

り活動

中外製薬（株）

健康課

・中外製薬株式会社との健康づくり推進プロジェクトに関する

連携協定（平成30年12月19日）
0

①最新がん治療についての研修会の開催【1回・保健師対

象】20名

②疾患予防のための啓発資材の提供

・地域活性化包括連携の市民生活への活

用、普及啓発

・健康づくり事業とのコラボレーション

19 関西大学
住まいづ

くり課

・大学の特つ知的資源や人的、物的資源を活用し、地域課

題解決に向けた取組みを展開し、地域活性化を図る。

①空き家活用グループCHATTAによる空き店舗活用のワークショッ

プを開催したことで、地域住民の空き家利活用の意欲向上につな

がった。

②災害復興ワークキャンプに参加し、建築に関する専門的知識を

活かして、被災地域の公民館に「かまどベンチ」を設置した。

③空き家を活用して子供遊びや食の提供を行った。具体的な展開

につながった。

竜学参加人数

交流事業参加者数

12

にっぽ

ん恐

竜協

議会

連携協定事業

（むかわ町・御船

町・丹波篠山市・

神流町）

恐竜課

・恐竜化石を活用した相互交流

・竜学等人材育成、学校教育における相互交流

・地域の魅力情報の相互発信

①自治体連携基本協定書の締結（H29）

②規約の制定（H30)、ロゴマークの決定（R1）

③丹波竜フェスタでの相互交流（H29～R1）

④恐竜議連へ出席して本協議会の認知度を高めた。

⑤恐竜「竜学」の実施（H30：むかわ町、R1：御船町）

・新規加入市町の調整

・広域のため会議等全体での相互連絡手段

の確保

・相互連携による新たな取組

13

経済交流事業者、親善大

使派遣数

15

企業

連携

大塚製薬（株）
文化・ス

ポーツ課

・丹波市スポーツ協会主催の研修会の講師として社員を派遣

いただき、企業が持つ知識やノウハウを活かした講演会を開

催。

・市共催のスポーツイベント（三ッ塚マラソン大会・もみじマラソ

ン大会・女子硬式野球大会）において、企業広報を兼ねた

飲料や物資の提供を受けた。

①運営主体、参加者側のニーズと企業のＣＳＲ活動シーズ

とのマッチングにより、コストをかけずに、スポーツ団体研修を行う

ことができた。年１回／熱中症予防対策研修　参加者

H29:110名　H30:100名　R１:108名

②提供物資を参加者に還元することで、コストをかけずに大会

運営の一環で企業連携のＰＲを行うことができた。

・企業の専門的ノウハウの市還元と、持続的

なWin-Win連携方法の検討

・企業連携の効果的なＰＲ方法の検討

講演会参加人数

16

14
国際姉妹都市提携（米

国ケント市・オーバン市）

総合政

策課

・旧町からの国際交流を礎に、二市と姉妹都市提携を結ぶ。

・産業・文化・教育など様々な分野で交流を促進する。

・姉妹都市提携記念石碑を設置

①50年の歴史がある米国ケント市・オーバン市と姉妹都市提

携を締結できた。（平成30年8月10日）

②若き親善大使の相互交流の実施。（H29～R1 来丹者

24名）

・市民レベルでの交流促進

・姉妹都市交流をもとにした経済交流の促進

セブンイレブン・Ｈ

Ｄ

・（株）セブン-イレブン・ジャパンとの地域活性化包括連携協

定(平成31年2月25日）
0

①介護サービス事業所連絡会での講習会（料理・栄養）の

開催【1回】

②丹波市クリーン作戦等、地域内清掃活動への協力

17

大学

連携

武庫川女子大学

・トレーニングカードを使った体つくり運動出前講座

・校歌ダンス出前レッスン

・元気アップチャレンジシートの活用

・新体力テスト分析ソフトの活用

①出前講座を受けた小学校2学年の女子において、有意に

新体力テストの総合評価結果が向上した。

②教科書のない体育授業の中で、トレーニングカードがあること

により、運動領域にあった体つくり運動を進めることができた。

③教室の中でも行える体つくり運動について提示してもらうこと

で、運動の日常化と運動意欲の向上につながった。

・取組の継続と日常化、意識化を図っていくこ

と。

・新体力テスト分析ソフトを活用した児童生

徒の実態把握

・指定校３校（和田小、東小、氷上中）で

の取組啓発 事業参加学生数

18 福知山公立大学

学校教

育課

【小計①】

総合政

策課

災害復興ボランティア学生

数、田植園児数

21 関西国際大学
復興推

進室

・丹波市豪雨災害からの復興推進を前提とした豊かな地域づ

くりと、大学の教育研究機能の向上に資することを目的に協

定。森林整備、あじさい栽培を中心とした取り組みを実施。

・取り組み過程において、丹波市産農産物に高い評価をいた

だき、系列保育園も含めて米、根菜類の産直購入や田植

え、稲刈などの農業体験・交流の実施。

①復旧復興に131名参加、森林整備面積2ha、あじさい栽

培6ａの整備が進んだ。

②毎月20袋（＠30kg）の米の産直。令和元年度農作業

体験に79名参加、協定最終年度に都市部と農村交流を基

軸に発展中。

持続性のある都市と農村交流に相応しい取り

組みメニューの開発

・空き家活用グループCHATTAによる空き家

の活用に向けた具体的な展開
空き家活用グループワーク

ショップ参加者数

20 関西学院大学
新産業

創造課

・柏原地域のまちづくり調査研究、および報告会

・地元イベントへの参画（丹波柏原雛めぐり、100円笑店

街、かいばらライトアップ、柏原藩織田まつり、ふるさと柏原夏ま

つり）

①かいばらライトアップ事業、おさんぽマップ、柏原情報誌作

成、フォトコンテストに若い世代、市外の視点反映

②大学生発案のイベントにより新たな集客効果がみられた。

③卒業後も自主研究グループとして継続的な取り組みを実

施。（柏原駅の利活用提案やかいばらライトアップ事業の考

察など）

まちづくり提案の活用方策

事業参加学生数、事業参

加者数

総合政

策課

・持続可能な地域社会の発展及び教育研究の向上を目的

に、福知山公立大学と包括連携協定を締結した。

①包括連携協定の締結ができた。（平成31年1月25日）

②TAMBAシニアカレッジなどの講師として教授、大学生を招聘

し、SNS講座を開催

③「若者がＵＩターンしたくなる地域づくり」事業として学生を対象

にしたふるさと再発見ツアーを実施。10名の参加があった。

・協定をもとにした事業化
特講、講演会参加者、SNS

講座参加者数、ツアー参加

者

４．丹波市創生シティプロモーションの取り組み事業統括表１／３ （平成29年度～令和元年度）
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2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日帰り 宿泊

計

2,185,481 8,842 8,842

0 0

2,971,013 12,700 12,700

0 0

69,390,894 25 25

48,495,000 112

- 44 24 20

- 0

6,431,000 33,275

1,916,000 0

9,381,000 219 209 10

9,381,000 327

84,129,648 0

11,787,000 57

0

30

2,863,858 0

0 42

0 0

0 10

観光課 17,842,569 762 762

文化財

課
7,124,000 514

6,700,000 22,650 22,650

0 0

総務課

360,442 140 140

CP推進

室 0 286

202,255,905 78,657 45,352 10 20

78,703,000 1,378

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

［注解］赤字は概報対象外、白抜SEQは経済効果試算対象事業

取り

組み

体系

取り組み

担当

部署
取り組みの概要

事業費

（円）
成　果 今後の課題

集客人数（上段）

SE

Q
事 業 名

計
国内者

外国人

（下段：国県等の

補助金）

CP効果人数（下段）

算出根拠

体験ツアー、ワークショップ参

加者数

市民プラザ登録団体数

進出事業者、問合事業者

数

ボランティア数

フォーラム、ブレストミーティン

グ参加者数

参加者数、応募者数

応募者数、説明会参加者

数

（友の会入会者数）

【小計②】

③

地

域

資

源

の

活

用

・

磨

き

上

げ

43

市制施行15周年記念事

業

NHK番組「新兵庫史を歩

く」

・令和２年３月７日にＮＨＫ神戸放送局紀行番組「新兵

庫史を歩く」を開催。

・ＮＨＫ大河ドラマ「麒麟がくる」の放送にあわせ、春日町黒

井をメインに戦国時代を駆け抜けた武将と歴史背景を歴史家

田辺眞人氏の解説を聞きながら学ぶ。

①約９割が市外からの応募であった。

②歴史に関心のある若年層からの応募者があった。

①参加チーム数が増加　H12:８→Ｈ29:26→H30:28→R1:32

②観客数が増加　H29:2,400→H30:4,400→R1:15,850

③ネット動画中継のページビューがH30:約6万件、R1:約8万件と

なった。

④地元学童野球チームによる始球式が定着し、スポーツを通じた交流

の機会を創出した。

・ネット中継という新たなツールを活用した丹波

市の発信方法の検討

・今後も持続的に大会運営を支えていける組

織体制の強化

・競技、観戦環境の向上

氷上回廊水分れフィールド

ミュージアム拠点整備

文化財

課

農業振

興課

42
全国高等学校女子硬式

野球選手権大会

文化・ス

ポーツ課

・硬式野球に打ち込む女子高校生の全国大会を、地元有志

の実行委員会と共同で開催。

・平成30年大会から、朝日放送によるネット動画中継が開始

され、大会と併せて丹波市の発信に努めた。

・地元学童女子野球チームを始球式に招待し、来場者に丹

波市のPＲを行った。

41
大河ドラマ「麒麟がくる」推

進事業

・パンフレット「丹波戦国名将伝」のリニューアル製作・配付

・近郊都市部におけるフルラッピングバスの運行、黒井城跡紹

介映像の制作

・黒井城跡地域活性化委員会でのファシリテート業務の実施

・「黒井城を語る」フォーラムの開催、特別展「つわものどもが夢

の跡　～黒井城と直正～」の開催

①黒井城跡地域活性化委員会がオンラインブレストミーティン

グを実施。504件のアイデアが集まり、いくつかの実現に向けて

活動している。（参加者：丹波市40名、東京会場14名、

オンライン10名）

②「黒井城を語る」フォーラムの入場者数　450人。

③特別展入館者数が762人（R2.2.16現在）となり、大

河ドラマを通じて関心度が高い。

・黒井城跡地域活性化委員会の取組をさら

に支援し、他地域でも活性化に向けた取組を

広げていく必要がある。

・要点を絞った歴史講演会の開催

・歴史研究会等への情報提供

①寄贈元の青垣小学校で、ミャンマー連邦共和国についての

特別授業

②ヒンタダ地区小学校と、青垣小学校間でビデオレターの交換

による国際交流

③外務省開発協力白書に先進的な取り組みとして掲載予

定。

40
ミャンマーへの学校

家具寄贈事業

廃校

利活

用

CP推進

室

・ミャンマー連邦共和国ヒンタダ地区に建設される小学校兼防

災シェルターに、廃棄予定の机･椅子セット100組、旧遠阪小

学校の黒板５脚を寄贈

・平成26年８月豪雨災害の被災地として、同地区での防災

教育推進の一助となることを期待

39

旧芦田小学校

旧神楽小学校

旧遠阪小学校

行政経

営課

・廃校舎への民間事業者等の誘致

・誘致のための訪問、出展、情報の周知活動（市HP、文部

科学省HP、企業訪問、企業誘致イベントへの出展、金融機

関・商工会等への情報提供）

・廃校３校に４事業者の進出が決定した。

旧芦田小：（一社）SSKTによる「えがお芦田」開設（Ｈ30.4）　リ

ングロー（株）による「芦田集学校」開設予定（Ｒ2～）

旧神楽小：（株）木栄による「フォレストドアしぐら」開設（Ｒ1.5）

旧遠阪小：（株）リボーンズ北近畿による「VIVA！とおざか」開設予

定（Ｒ２～）

氷上回廊をテーマに水分れの地勢と生態系の豊かさやヒト・モ

ノ・コトの南北交流、環境面の特性を発信できる施設にリ

ニューアルする。（令和2年度完成予定）

38

37

丹波市市民プラザ（市民

活動支援センター・男女

共同参画センター）整備

市民活

動課

・丹波市市民プラザ基本計画及び丹波市市民活動支援セン

ター基本計画の策定

・丹波市市民プラザ設置箇所の決定

・丹波市市民活動中間支援人材育成事業の実施

・丹波市市民活動支援センター開設準備及び運営業務受

託者の決定（R1.10～R3.3）

①商業施設内に設置することにより、市民活動や地域づくりの

活動が多くの市民の目に触れ、活動への参加・参画が期待で

きる。

②市民活動支援センターや男女共同参画センター、子育て

学習センターを併設することにより、連携した団体活動の支援

が行える。

③市民が主体となったまちづくり活動の総合的な支援拠点とな

る。

・R3.4からの指定管理事業者の選定

・テーマ型活動と地縁型活動の有機的な連

携調整

・魅力ある空間づくり（市民プラザ）

・運営委員会の開催

・ボランティアスタッフの養成

①農泊体験ツアー５回　10人（Ｈ30）

②交流イベント6回　209名（Ｒ1）

③滞在型施設整備プランの策定に向けたワークショップを３回

開催　108人（Ｈ29）

・魅力ある農泊ツアーの企画と関心層への情

報発信

・収益性がある継続可能な事業への成長

・農泊を担う人材の確保・育成

36 農泊推進事業
住まいづ

くり課

・丹波市において、農泊を推進するため、パイロットモデル地区の

検討も含めた「古民家等を活用した滞在型施設整備プラン」を

策定

・農泊事業の取組みに向けた体制づくり（大路地区、柏原城

下町）

・体験プログラム（収穫体験など）、交流イベントの企画・実施

35 観光拠点整備

観光拠

点整備

室

・丹波おばあちゃんの里　重点「道の駅」選定に向けた提案書

の作成・提出

・丹波おばあちゃんの里　情報発信コーナーリニューアルオープン

（R元年7月20日オープン）

・丹波おばあちゃんの里　再整備計画策定

①丹波おばあちゃんの里　重点「道の駅」候補  選定

（H31.1.31）

②丹波おばあちゃんの里　情報発信コーナーリニューアルオープ

ン　7月20日～2月21日までの入込客数　33,275人

③重点「道の駅」に選定（R2.1.24）

・丹波おばあちゃんの里再整備に向けた調整

・卒業後の就農・定住に係る支援体制の構

築

・卒業生の丹波市での就農・定住

・第2期生以降の受講生の募集・確保

・農の学校運営体制の確立

33 農の学校
農業振

興課

・栽培技術・農業経営・農村文化等を学び実践できる研修

施設である「農の学校」の開校

・農業の担い手となり得る人材の育成

・修了生が将来の丹波市農業・農村の担い手となり、定住す

る仕組みの構築

①第1期生として東京都・千葉県・富山県・大阪府・京都府

など全国より15名が入学。第2期生として10名が入学を希望

②自己保全となっていた周辺農地（約1.3ha）を活用

③第1期生のうち8名が卒業後に丹波市で就農予定

34
Doたんば　～丹波市を見

る、知る、体験する～

ＣＰ推

進室

・キャンペーン2019プロモーション事業の一環として、食・伝統

文化・歴史など地域資源を活用した体験型ワークショップを開

催

・体験型ワークショップを通じて丹波市ファンの増加つなげる

・ＳＮＳでの情報発信を参加要件とし、ＳＮＳを活用した情

報拡散を図る。

①丹波大納言小豆の認知度向上につながった。

②物見観光ではなく、体験型観光が参加者の満足度向上や

ファンの獲得につながることが再確認できた。

・新しくイベントを作るのではなく、既存の体験

型ワークショップの情報発信を強化し、物見観

光から体験する観光に注力することが必要で

ある。

・体験型ワークショップの情報発信のしくみづく

り。

31
丹波三宝スイーツ

フェステイバル

32

丹波

三宝

など

特産

振興
丹波大納言小豆

ぜんざいフェア

・市内飲食店で丹波大納言小豆を使ったぜんざいを提供し、

市内外へ丹波大納言小豆をPR

・市内の飲食業者へ利用促進を図り、丹波大納言小豆の産

地であることの誇りを醸成する。

・丹波大納言小豆の特長と生産の歴史を市民が認知し、味

わえる機会を増やす。

①初年度以降、市外からの来場者の割合は60～65％を占

めており、認知度は定着している。

②販売総食数は7,024食となり、平成29年度と比較し食

数・売上ともに向上している。（令和元年度は、未確定）

③「来年も訪れたい」という回答が77％に達している。

・各店舗の参加意欲の維持及び向上

・新規店舗の参加

・情報発信の強化による新規来場者の獲得

・30代～40代の来場者の獲得

観光課・

・丹波三宝を中心に生菓子と焼き菓子の展示販売の実施

・参加型イベントとして「丹波栗ようかん手作り体験」を実施

・スイーツフェスティバル参加店舗を紹介するパンフレットを作

成・配付

①【平成30年度】参加店舗：19、来場者数：4,242人、

販売個数：4,545個　販売額　平均単価@400＊4,545

個＝1,818,000円

②【令和元年度】参加店舗：17、来場者数：4,600人、

販売個数：5,908個　販売額　平均単価@400＊5,908

個＝2,363,200円

・開催時期、開催場所の検討

・他イベントとの同時開催のメリット・デメリットを

整理する必要がある。

４．丹波市創生シティプロモーションの取り組み事業統括表２／３ （平成29年度～令和元年度）
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日帰り 宿泊

計

1,189,915 0

594,000 353

397,860 0

198,000 403

0 0

0 32

1,044,986 310 310

515,000 0

100,000 0

50,000 456

1,823,896 629 521 65 43

911,420 800

0 40 40

0 1,702

2,164,151 298 298

1,082,000 836

15,861,809 33,200 33,200

1,900,000 235

1,230,000 19 19

615,000 34

970,000 590 590

485,000 1,180

1,350,641 197 197

1,294,000 232

14,023,000 39,075 38,810 265

7,011,000 12,840

19,408,680 102 102

9,704,340 150,997

59,564,938 74,460 74,047 105 308

24,359,760 170,100

288,881,367 153,296 119,554 115 352

105,788,760 178,700

アクセス数

SNS講座申込数、WS参加

者数

事業参加者数、サイトアクセ

ス12,140件、チラシ700枚

サイトアクセス数、フリーペー

パー配布数

51
シティプロモーション推進協

議会事業

【　合　計（小計①＋②＋③）】

53

ドローン、IT活用に

よる農業分野の地

域活性

（SAgri㈱ ）

児童発達支援セン

ターえがお芦田の

運営(一社

SSKT）

①ツアー開催32回、参加者629人。

②地元産材を利用した満足度の高い昼食とプロジェクト会メン

バーの人柄に魅了され、リピート者が増加。

③受入れ団体である丹波復興女性プロジェクト会「ぽんぽ好」

は、コミュニティビジネスとして自立化。

･ニューメディアを活用した告知、集客

モデルロケット活用

による教育分野の

地域活性

（㈱ うちゅう　）

・小学生を対象とした宇宙教室、モデルロケット作製と打ち上

げ体験教室の実施。

・地域、学校へのドローン、モデルロケットを通じた体験学習の

実施。

・教育委員会主催のチャレンジフェス（旧遠阪小学校）に宇

宙プログラムを提供。

①ロケット教室の開催（3回）、親子123組の参加・チャレンジ

フェス40名

②小学校のドローン、ロケット出前講座７校、プログラミング教

室８校

③宇宙教室やロケット体験、プログラミング教室を通じて科学技

術に興味をもつ子どもが現れ、子どもたちに夢を与えることができ

た。

・民間活動からの教室実施や講師の要請を

増やす。

・自立できる事業展開を創り出す。

【小計③】

・春日町を起点に戦略的意味がある水分れ、

八日市、十市、宿と街道続きの市島町、また

宿場町青垣とつなげることで、古地図アプリの

グレードがさらに高まるが、古地図が入手でき

ない状況。

・ガイドの育成、増員

・サイトの記事のコンセプト維持

・体験型ワークショップの実施主体者の育成、

確保

・高齢者のニューメディア活用意欲が非常に高

く、情報発信者を面的に広げるためにもSNS

習得講座は継続的に必要

・障がい者スポーツ選手の育成、掘り起こしと

練習環境の充実

・通所施設の更なる認知度向上

①数々のメディア出演によりSagriシステムの知名度が上がる

ことで、丹波市が注目を受けた。

②丹波大空の会と連携することで市内導入に道筋をつけた。

③若手農業者や新規就農者が農業ICTに関心をもつきっか

けづくりとなった。

・実証実験に伴う市内農業者へのサポート

・Sagriシステムの市内普及に対する市の後

方支援

・Sagriシステムのビジネスモデル化

56

復興･防災スタディ

ツアー

（NPO法人

SEEDS　Asia）

①丹大納言小豆を代表格に据え、農産物の価値の向上とブラン

ド化に市全体で取組むことを決めた。

②農産物の価値の高さと自然、伝統、体験を伝える味覚フェアに

構成団体が参画することで、来場者の満足度を高めることができ

た。

③戦略委員の玉岡かおる氏、服部幸應氏の講演会　参加者

353名

54

戦略委員の活動参加者

味覚フェア実施が主となるため、構成団体を

絞って、味覚フェア実行委員会に再編成し、

継続して参画することが必要である。
講演会参加者数

丹波大空の会会員、コンサ

ル・メーカー関係者

障がい者スポーツ、講演会

参加者数

ツアー受入者と参加者数

・会場を柏原市街地と春日おばあちゃんの里

周辺での開催を検討する。

・市民参加型イベントとして実行委員会組織

の強化。

・収穫・加工体験や生産者と来場者の交流

手段の充実。

58

ソフト

バン

ク・イ

ンター

ンシッ

プ事

業

廃校利活用フェア

2018inたんば

CITY

・「ソフトバンク地方創生インターンシップ」５課題のうちの１課

題となる課題解決事業

・廃校舎を抱える自治体と廃校舎の活用を考える企業とをマッ

チングさせる商談会イベント

・廃校舎の図書室をリノベーションしたカフェのデモ展示を実施

①企業関係者52社（74名）、行政関係者41名、一般来

場者183名の来場。

②開催後、２校舎に２事業者の進出につながった。

③企業における廃校舎ニーズが把握できると共に、廃校舎を

抱える自治体間のネットワークが構築できた。

57

地方創生インター

ンシップ丹波市

Project

・丹波市における５課題をテーマに７日間（うち２日は現地

外講座、研修）のインターンシップ（40名参加 ）。ソフトバ

ンク社インターン29名、メンター20名が参加。

・情報テクノロジーを活用し、人口減少社会での地方創生課

題の解決を図る。

・インターンからの提案は実行を前提としたもので、熟度、精度

の高いものは実現化。

①プレゼンテーションには一般参加者を含め202名が参加。

②提案の内、「廃校利活用フェア2018 in たんば」が実現す

る。

③コミュニティビジネス支援として、SNS講座を2回開催。43人

が受講。

④話題性が高く、SB社のHPや全国、県下レベルでのメディア

に掲載された。

ロハスフェスタ出張たんばル

シェでのアンケート回答者

・人工衛星やドローンのリモートセンシング技術を活用して、農

業のICT化を推進する農業管理アプリケーション「Sagriシステ

ム」の開発と実証実験。

・実証実験は、丹波市内の農業者と連携して行い、市内農

業者への導入を図る。

・ICT導入により、最適な土壌づくりに焦点をあて、生産管理

の省力化と経費節減をめざす。

丹波

デザイ

ンプロ

ジェク

ト

（関

西大

学）

古地図アプリコンテ

ンツ構築事業

・2020年NHK大河ドラマ「麒麟がくる」にあわせ、春日町黒

井へのまち歩きを誘導するための観光ガイドアプリコンテンツの

構築。

・現代地図の上に江戸時代中期の古地図をのせ、各地点で

のガイド機能を付加。観光客だけでの古地図を活用したまち

歩きを可能にする。

①当アプリアクセス数は、1,180件（R2.2.21現在）

②観光客がQRコード読み取り等も含め、古地図散歩をして

いる姿がよく見受けられる。

③コンテンツ構築にあわせ作成した紙媒体の古地図マップ

4000部も希望者が多く、ほぼ完配。

全国

公募

パート

ナー

シップ

事業

④

ク

リ

エ

イ

テ

ィ

ブ

な

気

運

醸

成

・

外

部

人

材

の

活

用

と

交

流

63
シティプロモーション支援事

業

・市民活動団体等による本市の認知度及び好感度の向上に

繋がる取組みを支援し、交流人口の拡大と本市に対する愛

着と誇りの醸成

・事業者間の横連携による関係性、発展性の構築

・市民活動団体等の自立的な活動の支援

①全事業者による集客累計39,075名。（R2.2.21時

点）

②本事業の活用により新たに５団体が設立された。

③相互連携した事業者が16団体あり、事業間での連携が加

速している。

①講座、ワークショップ等開催16回、参加者延べ197人。

（SNS講習43人含む）

②１団体がグリーンツーリズムの農林漁家民宿を開業。

③43人がSNS（Facebook、Twitter、Instagram)の操

作を習得。

・各種団体の参画で、市の地域資源を活用して、市内外へ

魅力発信と市の認知度を高める。

・2019年度をターゲットにキャンペーンの啓発と気運醸成及び

事業実施する。

・各構成団体が味覚フェアに参画し、農産物のブランド力を高

め、丹波市ファンを獲得する。

シティプロモーション戦略委

員活動

・シティプロモーションを戦略的、効果的に進めるため、外部有

識者からアドバイスや実践活動を受ける。

・全国公募パートナーシップ事業など専門的見地から審査を

受ける。

①天野正治氏　有機農業フォーラム講演  200名参加

②徳山美津恵氏　福知山公立大開学記念講演会76名参

加。関西大学デザイン・プロジェクト、古地図アプリ開発　関係

学生34名

③杉本淳氏　がんばる地域応援事業 93名参加　農泊開業

④玉岡かおる氏　市民憲章策定委員会委員長就任　５回

の委員会開催

52

復

興

推

進

室

･市島町前山地区をフィールドに、防災と復興をテーマに「学

ぶ」ツアーの実施

･コンテンツは砂防えん堤、治山ダムなどの防災対策工と、アジ

サイ栽培、自治会森林整備等復興の取組み、現地の人々と

の相互交流。

･地元有機食材をフル活用した昼食の提供

55

シ

テ

ィ

プ

ロ

モ

ー

シ

ョ

ン

推

進

室

・廃校を活用して発達障害や知的障害のある方への運動支

援及び運動療育

・障がい者スポーツの振興及び競技者の育成

・障がい者スポーツ啓発のための講演事業、大会審判派遣

①卓球・フライングディスク・陸上の３種目の指導を開始し、の

じぎくスポーツ大会のフライングディスクの部で金メダルを獲得

（令和元年５月）。

②発達支援の講演会を開催し、438名が参加した。講演会

の開催によって、幼少時の親の支援の重要性を理解し、通所

施設利用者が12名増加。

③障がい者スポーツの振興により、参加する障がい者が増加

（６名）。

⑤

情

報

発

信

力

の

強

化

71
丹波市キャンペーン2019

プロモーション業務

・プロモーションサイト「SATURDAY　TAMBA」により情報発

信し、共感形成を図る。

・プロモーションロゴを作成し、SATURDAY　TAMBAのブラン

ド化を図る。

・体験型ワークショップを通じて、資源・人の魅力を発信しファン

を獲得

・初訪、来訪をめざしての近郊都市部にフリーペーパーを配布

シ

テ

ィ

プ

ロ

モ

ー

シ

ョ

ン

推

進

室

・事業者との連絡調整を担当する行政部署

の調整。

・支援が必要な事業者が存在するため、運営

体制や補助金紹介等、市民活動センター利

用の斡旋。

・クラウドファンディングや企業協賛金など、補

助金以外の事業収入を得るための方策検

討。

①サイトアクセス数　30,997件（R2.2.21現在）

②サイト訪問者の５割がターゲットとする25歳から44歳までで

あった。

③大阪市・神戸市・京都市のユーザーからのアクセス数が全体

の４割を占めた。

④フリーペーパーを見て丹波市を訪れた人が102人あった。

59
丹の里活性化推進事業

「味覚フェア」

・旬の農産物の魅力を活かした飲食、物販を通じて丹波市の

農産物ファンを獲得する。

・生産者、加工業者と来場者が直に交流し、マッチングによる

販路拡大をめざす。

・農産物を育む気候風土、自然、文化、歴史の融合や収

穫、加工体験通じて丹波市の魅力を伝える。

①平成30年度、令和元年度で６回開催し、33,200人の

来場を得た。

②集客力の弱い冬でも、天候次第で大きな集客を得ることが

でき（3000人）、かつ市外からの集客も約半分を占めた。

③和菓子づくり、小豆ごはん、いちご狩りなど体験プランが盛況

だった。

④来場者の満足度は９割を超え、出店者の満足度も8点／

10点と高かった。

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ応募者数、ﾌﾟﾚ

ｾﾞﾝ参加者数

メディア掲載、SNSによるエン

ゲージメント数（FB、

google adwords等）

参加学生、報告会参加者

数

60
丹波デザインプロ

ジェクト

・丹波市が持つ可能性を伸ばし、地域として貨幣価値を生み

出すことを目標に、その手段としての商品開発をめざす。

①古地図散歩アプリの開発と利用につながった。

②有機野菜を用いたオーガニックベビーフード、学生向けの市

内周遊ドライブマップの制作など、第１子出産者や学生をター

ゲットにした提案

62
地方創生に向けてがんば

る地域応援事業

・シニア人材のシティプロモーション支援事業への参加促進が

目的。

・持続的な取り組みをねらい、適正な利益を獲得するコミュニ

ティビジネス化を進める。

・事業の構成は住宅宿泊化、商品化、ニューメディアの３プロ

ジェクト。

61

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

［注解］赤字は概報対象外、白抜SEQは経済効果試算対象事業

取り

組み

体系

取り組み

担当

部署
取り組みの概要

事業費

（円）
成　果 今後の課題

集客人数（上段）

SE

Q
事 業 名

計
国内者

外国人

（下段：国県

等の補助金）

CP効果人数（下段）

算出根拠

４．丹波市創生シティプロモーションの取り組み事業統括表３／３ （平成29年度～令和元年度）
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№ 事　業　名
①

人件費（円）

②

事業費

③

集客人数

④

効果人数

⑤

従事率

⑥

従事率に対する人件費

（人件費*従事率）

⑦

集客及び効果人数１人当

たりに対する費用額

34 Doたんば　～丹波市を見る、知る、体験する～ 0 40 0 2.5% 1,827,000 45,675

40 ミャンマーへの学校家具寄贈事業 0 0 10 0.8% 609,000 60,900

43 NHK番組「新兵庫史を歩く」 360,442 104 286 5.8% 4,263,000 11,855

51 シティプロモーション推進協議会事業 1,189,915 0 556 13.3% 9,744,000 19,665

52 シティプロモーション戦略委員活動 397,860 0 403 2.5% 1,827,000 5,521

53 ドローン、IT活用による農業分野の地域活性 0 0 22 2.9% 2,131,500 96,886

54 モデルロケット活用による教育分野の地域活性 1,044,986 310 0 3.3% 2,436,000 11,229

55 児童発達支援センターえがお芦田の運営 100,000 0 456 4.6% 3,349,500 7,565

56 復興・防災スタディツアー 1,823,896 629 800 5.4% 3,958,500 4,046

57 地方創生インターンシップ丹波市Project 0 40 1,702 4.6% 3,349,500 1,923

58 廃校利活用フェア2018inたんばCITY 2,164,151 298 836 2.5% 1,827,000 3,520

59 丹の里活性化推進事業「味覚フェア」 3,988,281 1,028 0 10.8% 7,917,000 11,581

60 丹波デザインプロジェクト 1,230,000 19 34 1.7% 1,218,000 46,189

61 古地図アプリコンテンツ構築事業 970,000 1,180 0 4.6% 3,349,500 3,661

62 地方創生に向けてがんばる地域応援事業 1,350,641 197 232 2.5% 1,827,000 7,407

63 シティプロモーション支援事業 14,023,000 39,075 12,840 22.1% 16,138,500 581

71 丹波市キャンペーン2019プロモーション事業 19,408,680 102 150,997 10.0% 7,308,000 177

73,080,000 48,051,852 43,022 169,174 100.0% 73,080,000 571

※ 事業は、シティプロモーション推進室関連の事業を抽出

※ 人件費は、Ｈ29～R1におけるシティプロモーション推進室（４人分）の人件費（支給額ベース）

※ 事業費は、H29～R1における各事業費の総額

シティプロモーション推進室関連事業の集客及び効果人数１人当たりに対する費用額

73,080,000

合　　　　計
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①ベーシックな成長、発展 

 人は関心のないところへは行かないし、興味のないものは買わないことを考

えると、シティプロモーションの第一義的ねらいは、丹波市を知ってもらい、来

てもらうことである。全 78 事業（支援事業 37 を含む）について積極的なメディ

アプロモーションに取り組み、全国、近畿地方、県下領域でのマスメディア登場

件数は 35 件（テレビ 11 件、ラジオ 6 件、新聞・他メディア 18 件）であった。 

 
初の統一プロモーション「SATURDAY TAMBA」の HP アクセス数 30,997 件（4月

～2月）、サイト訪問者の年齢は、ターゲットとする 25 歳から 44 歳までが 50％

を占めており、男女別では概ね半々であった（Google Analytics）。 

特に、ターゲット地の一つである神戸地区の新聞掲載、テレビ放映以降、照会、 

区分 SEQ 話題 メディア名

1 たんばJUNちゃん農園 朝日放送「人生の楽園」(H30.10.13)

SunTV「４時キャッチ」(H31.4.8)

NHK「Live Loveひょうご」(H31.4.8)

3 農業生産管理システムSAgri SunTV「賢者の選択」(R1.7.1)

4 SATURDAY TAMBA NHK「Live Loveひょうご」(R1.10.3)

5 黒井城 NHK「日本最強の城スペシャル」(R2.1.4）

NHK「Live Loveひょうご」(R1.11.25）

NHK「ぐるっと関西お昼前」(R1.11.26）

NHKBS4K「CYCLE AROUND JAPAN」（R2.1.26）

7 春日町黒井、氷上町石生他 NHK神戸「新兵庫史を歩く」(R2.４予定）

8 農業の魅力「農業体感施設○」 関西テレビ「よ～い・ドン」（Ｒ1.12.23）

1 ぜんざいフェア ラジオ関西「サンデーライブ　ゴエでSHOW！」（H30.1.28)

2 丹波能楽振興会 ラジオ関西(H31.3.17)

NHKラジオ第１「上方演芸会」(R1.6.15)

NHK国際放送(R1.6.22)

4 白雪大納言小豆 ラジオ関西「時間です！林編集長」(R1.6.14)

5 丹波市 ラジオ関西「田辺眞人のまっことラジオ」(R1.9.15)

1 ソフトバンク地方創生インターシップ 神戸新聞県下版（２回）

2 廃校利活用フェア in Tamba 2018
Glocal Mission Times／建築保全センター機関誌「Re」199

号／全国市長会「市政」vol.68）

3 農の学校 復興副大臣視察／日本農業新聞／農業協同組合新聞

4 SATURDAY TAMBA 神戸新聞神戸版

5 丹波市を見る・知る・体験する「ＤＯたんば」 月刊ガバナンス（2020.2月号）

6 ミャンマー廃校家具寄贈事業 外務省開発協力白書／神戸新聞神戸版

7 農業生産管理システムSAgri 日本経済新聞

9 丹波サイクリング協会 webｻｲﾄ TABIRIN

10 ㈱ゆめの樹野上野 COOPステーション

11 Sense of wonder 秋ぴあ関西版／カジカジ8月号／InRED10月号

8 TABI－LABO丹波市特集

認知度向上［マスメディア登場件数］

※丹波地域領域、SunTVニュースは除く

姫ボタル、黒さや大納言、酵素風呂、丹波竜

ちーたんの館、ベルピーマンハンバーガーなど

ラジオ

新聞

他メディア

2 農の学校

丹波市ネタ3

丹波大納言小豆の魅力6

テレビ

５．成果のまとめ 
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問合せが急増した。「SATURDAY TAMBA」は、共感を覚えた人を市観光協会サイト

へ誘導するランディングページでもあり、平成 31 年４月開設後、市観光協会 HP

の月別アクセス数は毎月、過去６年間での最高値を記録している。 

また、インスタグラムへの「丹波」投稿件数が５万件と、「淡路」80 万件に対

して低調であったため、情報発信量の増加をねらい、最も人数が多く、最も発信

者が少ないシニア人材に対し、ニューメディア講座を開催し、43 名の SNS 

（Instagram、Twitter、Facebook）習得者を生んだ。これらの丹波市の露出度を

高める取り組みにより、丹波市についての認知者、あるいは興味者を表すプロ

モ ーション効果人数は 178,700 人、シティプロモーションによる丹波市への誘

客数は 153,296 人である。 

丹波おばあちゃんの里レジ通過数と総売上額 

 

 

 

0 
2,683 

10,205 

21,491 

29,604 

19,329 

23,617 

18,278 

7,716 
8,898 

10,036 

13,857 18,699 

19,943 

16,131 

28,064 

29,729 31,309 

38,311 

24,056 

10,529 

10,883 

13,034 

18,310 

26,579 

27,404 

17,623 

32,505 

34,381 

29,053 

38,935 
33,919 

12,899 

11,607 

13,040 

20,347 

41,184 35,657 

21,159 

33,712 

27,566 
27,126 

42,394 
35,289 

13,092 
13,917 

15,252 

31,969 

42,277 

33,751 
28,273 

39,396 

43,631 

34,989 

53,707 

46,738 

14,196 

16,979 

20,105 
31,538 

52,882 

39,651 28,379 

39,747 

43,918 

35,892 

61,339 

50,288 

18,692 23,178 

0 0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2014年度

2015年度

2016年度

2017年度

2018年度

2019年度

丹波市観光協会 ホームページ 月次訪問者数の推移 

単

位

見込

目標

見込

目標

実績

見込

目標

実績

丹波おばあちゃんの里加
工及び販売施設　総売上
額

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度


千円
298,000 353,000 365,000 311,000 317,100 323,300

298,136 300,171 305,689 299,098 328,071

丹波おばあちゃんの里
レジ通過人数

人
298,700 349,000 352,000

345,908 342,272 338,942 328,749 366,268

346,000 352,900 359,000

　　　　　　　年度
項目
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うち丹波大納言小豆をトップブランドに、丹波三宝や丹波市の農産物、自然、

歴史、文化の融合をめざした「味覚フェア・たんばルシェ」の集客は 34,200 人

（出張たんばルシェ含む／開催実績は【別表１】の通り）、うち収穫、加工など

の体験事業、交流事業参加者は 1,028 人で、来場者、出展者満足度は以下の通りである。 

 

【来場者満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出店者満足度：2019 冬フェア】 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知度向上による来訪者の増加は新たな需要を生み出し、復興・防災スタディ

ツアーで農林漁家民宿が生まれ、さらに加速度的に進んだものでは、関西国際大

学（学校法人濱名学院）との産直事業に発展し、地域経済の活性化につながった。 

夏 秋Ⅰ 秋Ⅱ 冬 【合計】 構成割合

とても良かった 41 118 45 88 292 58%

まあまあ良かった 41 74 37 28 180 36%

［小計］ 82 192 82 116 472 93%

普通 3 8 4 8 23 5%

未回答 2 1 2 5 10 2%

【合計】 87 201 88 129 505 100%

夏 秋Ⅰ 秋Ⅱ 冬 【合計】 構成割合

とても良かった 70 64 134 66%

まあまあ良かった 26 30 56 28%

［小計］ 0 96 0 94 190 94%

普通 4 5 9 4%

未回答 2 1 3 1%

【合計】 0 102 0 100 202 100%

平成30年度

令和元年度
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【別表１ 味覚フェア開催実績】 

 

実施日 来場人数・天候 推進協企画・参加団体 会場 取組内容 参加者（実績／目標）

消費者協議会 関西学院スタジオ ブルーべリーソフト、ブルーベリージュース

丹波三宝推進協 関西学院スタジオ 冷やし小豆、丹波三宝和焼きどーなつ試食

ブルーべリー研究会 旧喜作食堂 ジャム加工、ヨーグルト、商品販売、苗木販売 BBジャム30人、ヨーグルト130人

収獲体験 谷口農園（柏原町見長） ブルーべリー収獲体験（大人800円、小人500円） 午前・午後　13組32人／40名

20000人 いずみ会 古市場公民館 丹波大納言小豆ごはん、小豆茶の試食 250名／200名

ゆめの樹野上野 古市場公民館 栗ようかんづくり体験（１組800円） 48名／80名

丹波大空の会 メイン会場 枝豆試食 120名

（天候：晴れ） 収獲体験 福田観光栗園 不作につき閉園（入場料1000円、400ｇお土産付） 36名・14組／24名

1700人 和菓子づくり体験（大人1000円、小人800円） 50名／60名

丹波大納言小豆ふの焼き実演（お茶セット）

丹波大納言小豆加工商品の展示・販売 13品目・販売65品／135品

茶華道連盟 古市場公民館 お茶席（一席300円） 122席／200席

花めぐり 円通寺 入山料無料 27名／定員40名

文化芸能ステージ 八幡神社大神宮 琴笙会、河合翔水、丹波國、上田敦史ほか 観衆60名程度／100名

3000人 消費者協議会 丹波新聞社駐車場 丹波三宝むしパン　～懐かしのロバのパン屋さん～ 300食完売

収獲体験 アグリ丹波 いちご摘み取り体験 30名／定員20名

（天候：晴れ） 体験ツアー 西山酒造場・山名酒造 奥丹波酒蔵めぐり 19名／定員20名

H31.4.29～5.1 丹波市有機農業研究会 有機野菜、商品、小豆茶等の販売・試飲

ロハスフェスタ 丹波三宝推進協 丹波三宝焼き菓子商品販売、実演販売

丹波布技術保存会 布商品展示・販売、糸繰り体験

（天候：3日間雨） 花工房フルール ブリザードフラワー　ハーバリウム体験

R1.10.14 5000人 消費者協議会 古市場公民館 丹波大納言小豆使用「白玉あんみつ作り」　200円／1人 60名／定員60名

秋フェア
※織田まつり同時

開催（天候：曇り）
ゆめの樹野上野 古市場公民館 栗ようかんづくり体験（１組880円） 15名

R2.1.12 2000人 いずみ会 山カフェ 小正月に食べたい『小豆粥』づくり／Doたんば企画 10名
冬フェア （天候：曇り） 稲畑どろんこ会 水耕栽培リーフレタス摘み取り体験

アグリ丹波 いちご摘み取り体験

た
ん
ば
ル
シ

ェ
２
０
１
８

※織田まつり同
時開催

1500人

（天候：曇りの
ち晴れ）

H30.7.28
夏フェア

H30.10.8
秋Ⅰフェア

H30.11.17
秋Ⅱフェア

丹波三宝推進協

（天候：曇りの
ち雨）

古市場公民館

（出張たんば
ルシェ）

H31.1.13
冬フェア

パンフレット詰
め合わせ
1000部配布

収獲体験 24名／定員20名

2
0
1
9

万博記念公園

※３日間出展
たんばルシェ来場PR
Saturday Tamba、観光パンフ、Do
たんばチラシ配布、アンケート調査
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②地域
シ テ ィ

ブランド化の進展 

丹波大納言小豆を主とした丹波三宝の認知度向上による地域ブランド化が進

んだ。特に、地域トップブランドとして位置づけた丹波大納言小豆の認知度は、

味覚フェアアンケート回答者において、30 年度夏の 48％から冬の 74％と 1.5 倍

に伸び、以降 60％後半を維持し、丹波市の魅力資源として認知されつつある。

また、特産物である丹波栗、丹波黒大豆は令和元年度冬フェアにおいて 80％、

82％と２年度間を通して高い値となり、認知度が高まってきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャンペーン 2019 では、丹波大納言小豆をトップブランドに豊かな農産物と

背景としての自然、文化、歴史の融合を標榜したが、歴史においては、時代的ア

イデンティティをどこに置けば強みが発揮できるのか不明であった。いろんな

スポットのアピールが行われてはいたものの、個々散発的な感は否めなかった。 

関西大学「丹波デザインプロジェクト」に取組む中で、黒井古地図散歩アプリ

の開発や、NHK「新兵庫史を歩く」において戦国期を時代アイデンティティに置

くことで、水分れとの一体性や市島・青垣とのつながりが生まれ、時代的統一イ

メージが高まったことは大きい。 

平成 16 年 10 月に OTC／たんばツーリズム研究会（(財)丹波の森協会）が伊丹空港で行

った「都市市民の丹波地域への旅行に関する意識調査」によると、「丹波」から連想するも

のでは「黒豆」と答えた人は全体の 79.4％になっており、丹波＝黒豆のイメージが強いよ

うです｡また、「城下町・篠山市・篠山城」と答えた人が 20.6％あり、“丹波”と“篠山”が

関連してイメージしていることがわかります。また、丹波地域は兵庫県と京都府にまたがっ

ていますが、兵庫県と京都府を区別して丹波地域を意識している人は 23.8％にすぎず、多

くの人が区別して認識していません｡ 

丹波市から離れた人から見ると、京都にあるのか兵庫にあるのかはっきりイメージがつ

かない状況にあり、同時に篠山市と黒豆がいっしょに連想されるのが、現在の「丹波市」で

あり、丹波市固有のイメージづくりをしていく必要があります。（第１次丹波市総合計画） 

 

夏 秋Ⅰ 秋Ⅱ 冬

37% 25% 36% 39%

38% 37%

48% 57% 62% 74%

66% 69%

65% 47% 74% 67%

71% 80%

67% 53% 70% 68%

75% 82%

特産物の認知度向上（味覚フェア「たんばルシェ」におけるアンケート調査／H30・R元年度）

項目

丹波三宝
認知度

（よく知っている）

上段：平成30年度

下段：令和元年度

丹波大納言小豆

丹波栗

丹波黒大豆
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③地域資源の６次活用化 

観光特Ａ級資源、Ａ級資源をもたないまちでは、土地・風景や食（１次資源） 

のみで勝負することは難しい。シティプロモーション推進協議会によって決定

された地域の売りを、市民参画の味覚フェア「たんばルシェ」、シティプロモー

ション支援事業、Do たんば等を通じて、体験（２次資源）、人・交流（３次資源）

を活用した取り組みが行われ、地域資源の６次活用化が進んだ。  

区分 資源 

１次資源（土地・食） 里山、風景、丹波市産農産物 もみじ、花 等 

２次資源（体験） 黒枝豆、ブルーベリー、水稲等の収穫体験、みそ、

ジャム、栗ようかん等の加工体験、酒蔵めぐり 等 

３次資源（人・交流） 交流会、撮影会、フレンチ料理、食事会 等 

 

特に、参加者の多くから３次資源である人・交流において、「丹波は人が優し

い」との感想を多く寄せていただいたことは、市民が魅力資源として共有してい

る「人間関係」に共感を得たものであり、今後の「人と人、人と自然の創造的交

流都市」（総合計画・将来像）の実態化を加速させた。 

今の時代は「売る」時代ではなく、「共感してもらう」時代といわれる。地域

ブランドとは特産品だけではないし、土地・風景だけでもない。人と人とのつな

がりによる共感が大切で、共感が生まれれば、再訪、継続的な交流につながり、

丹波市の体験や印象の積み重ねにつながる。 

 

④高いリピーター率の獲得 

一般に、着地型旅行では、最終的に５～６％程度がリピーターになると推測さ

れているが（国土交通省「着地型旅行の市場動向」）、シティプロモーション支援

事業におけるツーリズム系事業では、市外からの参加者は 2,433 人、うちリピ

ーター率は 37.0％と高い値となった。 

［シティプロモーション支援事業におけるツーリズム系事業］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業者名
事業への
参加者

市外からの
来訪

リピーター
（市外）

リピーター率

たんばJUNちゃん農園 700 700 200 28.5%

丹波サイクリング協会 380 370 150 40.5%

NPO法人　丹のたね 310 220 55 25.0%

ビーンズ㈱ 265 265 0 0.0%

㈱ゆめの樹野上野 204 194 37 19.0%

NPO法人 丹波コミュニティ
ネットワーク

70 24 0 0.0%

㈱丹波婦木農場 760 660 460 69.6%

計 2,689 2,433 902 37.0%
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また、ふるさと住民登録者（関係人口）は 486 人（R2.2）〔令和元年度目標 400

人〕に伸び、シティプロモーション事業参加による初来丹以降、年に数回の来訪

や連続して青垣八宿まつり、はだか祭に企画参加している例も見受けられる。 

リピーター行動は観光地、名所巡りの頻度が低く、地元の食を楽しんだり、直

売所や道の駅で買い物を楽しんだり、体験型、交流型の観光を楽しんでいること

が明らかになっている。そして、リピーター化の障壁としては認知度が低い、認

知されても興味が持てる内容でない、食・買い物レベルが低い等が挙げられるこ

とを考えると、一定、これら要件をクリアする可能性が潜在していると思われる。

今後、丹波市の魅力的な人との結びつきやなじみ等の関係性をさらに強化する

ことにより、トップレベルである安心院グリーンツーリズムの 40％に迫ること

で、地域産業としての成立可能性も高まる。 

 

⑤愛着と誇りの共有 

シティプロモーションの取り組みに内発性※の高いプレイヤーは必須であ 

る。活動プレイヤーは支援事業、全国公募を合わせて 39 団体、廃校進出事業

社４社である。シティプロモーションを機に新たに設立されたのは５団体（丹

波サイクリング協会、丹波能楽振興会、丹波うまいもん研究会、黒井城跡地域

活性化委員会、農林漁家民宿「ひなたぼっこ」）、シティプロモーション支援事

業実施団体 36 団体の内、６団体は女性代表者（もしくは共同代表者）であ

り、今後の事業の継続意思は約 90％にのぼっている。 

 新規性以上に力を注いだのが横連携であり、交流会等の開催により 16 団体

間の事業で相互連携が進み、丹波バーガーを食することのできる店案内を加え

たサイクリングマップや、ブルーベリービールなどが生まれた。また、旅行会

社との連携により、インバウンド観光が前年比 1.5 倍増になった酒造場もあ

る。 

さらに、市民アンケートによる「地域（まち）のために活動したい、働きた

いと思う市民の割合」は平成 29 年度 46.1％、30 年度 46.9％、令和元年度

44.8％と推移している。特筆すべきは、「そう思う」の 20 歳代の数値が、平成

29 年度は「0％」であったのに対し、平成 30 年度は「11.1％」、令和元年度で

は「14.0％」と高まってきている。若者が地域活動に参画できる機会を提供す

ることで、故郷に対する愛着と誇りを醸成し、流出人口の抑制につながること

を考えれば、シティプロモーション事業における補助事業などもその契機と考

えられる。 

 ※自然と内から湧いてくるような力やその方向、性質のこと。 
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⑥SAS（サス）の特性をいかした初の統一プロモーション「SATURDAY TAMBA」 

以前は簡単ではなかった情報の入手が、検索エンジンにより一瞬で可能にな

り、消費者が発信するクチコミ情報が消費者の意思決定に大きな影響を与える

ようになっている。「SATURDAY TAMBA」は、ネット普及後の消費行動モデルとい

われる AISAS（アイサス）の SAS（Search→Action→Share）の特性をいかし、 

(1)単なる観光情報・イベント情報を掲載したサイトではなく、取材者が実際に 

見て、聞いて、体験し、感じたことをブログ調に書き、第三者にも体験を促

す内容を記事化。共感を覚えた人は、さらに、観光協会のサイトで場所や幅

広い情報を検索して実際に誘客してもらうように設計した。 

(2)取上げる情報は、共感形成につながるバックグランド情報に特化。例えば、

「市島町市ノ貝のあじさい祭は、植物としての紫陽花の祭ではなく、豪雨災害

による被災農地を復旧させ、村づくりにつなげるための紫陽花の祭であるこ

とを記事にしている。」 

（3）「Do たんば～丹波市を見る、知る、体験する～」企画では、参加者が体験し

たことを、SNS を通じてフォロワーにクチコミ情報を発信してもらった。 

SAS の「Share」まで求める新たな企画を催した。 

なお、サイトのコンセプトやプロモーションワード「SATURDAY TAMBA」は、

商工会・観光協会の若手職員、地域おこし協力隊員、地域活性化伝道師等で構

成するサイト制作委員会において４回のワークショップを経て作成した。 

 

【ネット普及後の消費行動モデル「AISAS」】 
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⑦冷暖自知－戦略の落掌 

実際にシティプロモーションを仕掛けることで、見えたもの、得たものが大き

い。いわゆる推進のための一方的な計画ではなく、実際に成果を得るための戦略

である。以下にいくつか例を挙げる。 

(1)冬季の可能性 

味覚フェア「たんばルシェ」の 30 年度冬季開催は 3,000 人と予想以上の 

参加者を得て、冬季における可能性を広げた。特に、但馬･丹後方面への観

光客の７割は冬季であることから、但馬･丹後方面との積極的な連携で、冬

季における誘客がさらに進むものと考えられる。逆に、夏季は参加者が少な

く、人が来ないときにいくらプロモーションしても駄目であることを思い知

らされた。むしろ、夏の暑さを逆手にとった「スプラッシュたんば」の発想

は新鮮で、参加者 2,000 人（29 年度）、5,000 人（30 年度）、10,000 人（元

年度）と倍増となる高い誘客につながった。 

(2)組織ではなく、キャスターへ 

  メディアプロモーションでは、直接メディアに情報を投げかけてもほとん

ど効果がなかったが、「SATURDAY TAMBA」は一旦ターゲット地である神戸で話

題になることで、キャスターの注目を引き、テレビ局に取上げられた。 

組織から組織に直線的にメディアに訴えるよりも、ターゲット地で話題にな

り、キャスター個人の関心に届くことが効果的であることをつかんだ。 

(3)骨
コツ

の習得 

クラウドファンディングは実際にやってみることで、身近な知り合いのつ

ながりからの寄附が約 30％～50%を占めている実情や寄付が集まりやすいタ

イミングにメディア露出することの大切さなど、実施主体とともに骨を共有

できた。 

また、実際の風景をテーマにする取り組みにより、来丹者がどのような風

景に興味を持っているかが把握できたことや、自動車での来訪が多い現実か

らは、一般社団法人日本自動車連盟（JAF）の HP でのイベント紹介は認知度

を高める上では反応が高かった。 

 

  

【冷暖自知】〘仏〙 水の冷暖は自分で飲んでみて知るように、真の悟りは修行を

積み重ね、自分で会得するものであることのたとえ。刀鍛治は「冷暖自知」と言わ

れ、刀を作らなければ腕は上達しない。刀工自身の腕も、稽古打ちをしなければ鈍

る。 
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⑧経済効果 

経済直接効果は物販イベント売上げ額で 50,869,574 円、ツーリズム系で

28,777,461 円※１の計 79,647,035 円、ツーリズム系に限っての経済波及効果額※2

は 46,043,937 円であった。 
※１ 「観光産業の地域経済への波及効果分析手法の検討及び地域ストーリーづくりに関する調査」（平成

27 年３月／公益財団法人日本交通公社）における豊岡市ケーススタディの単価を使用 

※2  農林水産省が試算した多可町における直接効果額：波及効果額「1:1.6」の値を使用 

 
また、物販イベント以外においても、来訪機会に市産品や見どころのアピール

を心がけ、認知度向上が経済効果につながるように工夫したところである。 

販売

食数
額

販売

食数
額

販売

食数
額

販売

食数
額

21 大学連携 関西国際大学 - 371,500 - 2,980,800 0 3,352,300 イベント、文化祭,産直等

31
丹波三宝スイーツフェス

ティバル
4,545 1,818,000 5,908 2,363,200 10,453 4,181,200 Av 400円

32
丹波大納言小豆ぜんざい

フェア
6,745 4,448,671 7,024 4,681,860 13,769 9,130,531 実績額

59 - 14,713,500 - 16,704,000 - 31,417,500 売上げ額

63 - 1,880,199 - 907,844 - 2,788,043 販売収入額

6,745 4,448,671 11,569 23,465,059 5,908 22,955,844 24,222 50,869,574

6,301 円）

27,819 円）

参加

人数
額

参加

人数
30年度

参加

人数
元年度

参加

人数
【計】

44 277,244 44 277,244

0 0 0 0

0 0 209 1,316,909 209 1,316,909

10 278,190 0 0 10 278,190

140 882,140 140 882,140

0 0 0 0

291 1,833,591 148 932,548 125 787,625 564 3,553,764

21 584,199 6 166,914 38 1,057,122 65 1,808,235

0 0 590 3,717,590 590 3,717,590

0 0 0 0 0 0

749 4,719,449 1,940 12,223,940 2,689 16,943,389

0 0 0 0

291 1,833,591 897 5,651,997 3,048 19,205,448 4,236 26,691,036

21 584,199 16 445,104 38 1,057,122 75 2,086,425

元年度

直接効果額　（上段：日帰り消費単価

　　　　　　　　　　　　　　　　（下段：宿泊消費単価

【物産イベント】

【ツーリズム】

説明

丹の里活性化推進事業「味覚フェア」

【計】

丹波三宝な

ど特産振興

29年度 30年度
事業名SEQ

シティプロモーション支援事業

売上げ額

【計】

集計中のため未確定

説明元年度

34

SEQ 事業名 29年度 【計】30年度

43 NHK番組「新兵庫史を歩く」

43,218,414 79,647,035

Doたんば　～丹波市を見る、知る、

体験する～

36 農泊推進事業

6,866,461 29,562,160【総計】

28,777,461【計】

56 復興・防災スタディツアー

61

63
シティプロモーション支援事業

（ツーリズム系）

古地図アプリコンテンツ構築事業
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（１） ～主体的な市民活動で魅力発信～ 

丹波市の魅力を「カタチ」にする取り組みを支援 

  

 市民参加によるシティプロモーションを推進するため、市民活動団体等が主

体となって、本市の地域資源を活用した魅力発信を行う事業を支援する「シテ

ィプロモーション支援事業補助金」を創設した。 

全３次の募集で、応援タイプ 19 件、提案タイプ 18 件を採択し、平成 30 年

度から市内随所で趣向を凝らした事業が展開された。その中でも特徴的な事業

の成果を以下にあげる。 

 

① 快楽・楽農・楽食 農業体験 in 丹波 2018 ― 丹波 JUN ちゃん農園 ― 

【事業応援タイプ（第２次・第３次）】 

 

 生産者と都市の消費者の双方が、顔の見える関係づくりと相互理解を深めな

がら農業の活性化を図るため、農業体験を軸にした交流事業を実施した。 

 ジャガイモ、サツマイモをはじめ本市の特産品である黒枝豆の植え付けから

収穫、加工まで一年を通して体験してもらう企画を行った。 

会員制を導入することで、単発的な体験イベントではなく、何度も足を運ん

でもらえるための仕組みをつくり、年間を通じ季節に応じた農業体験を企画し

ている。このような取り組みとスタッフの人柄が、親密な関係性をつくり、農

園への再訪や地域内の農泊施設への滞在などの波及効果も生じてきている。 

 平成 30 年度だけでも 50 名の方が、複数 

回参加されており、このような小さな農園 

の取り組みが、丹波市のおもてなしの礎に 

なっている。将来的に他の農園のモデルと 

なるような事業といえる。 

 

 

 

 

 

 

   

６．特徴的な取り組み 

このような取り組みが朝日テレビ「人生の楽園」（H30.10 月放映）で紹介された。 
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② 新丹波猿楽創生プロジェクト  ― 丹波能楽振興会 ― 

【事業提案タイプ（第１次）】 

 

ユネスコ世界無形文化遺産「能楽」のルーツの一つ「丹波猿楽」を育んだ文

化と歴史のある丹波市で、「丹波猿楽」を現在に甦らせるためのプロジェクト

が始動した。 

 丹波市在住のプロ能楽師上田敦史氏が、本市の歴史上の人物を書き下ろした

新作能「直正」、子どもたちが能楽に親しめるよう新作狂言「ちーたんと丹波

竜」の脚本を完成させた。 

 地元の歴史や人物を詰め込んだ能狂言を、丹波市民が演舞することは、他の

自治体でも取り組んでいない初の試みとなり、市内外から注目を集めた。 

 また、新作狂言「ちーたんと丹波竜」では、市内外の小中学生から子供能楽

師を募集し、プロ能楽師による指導のもと 15 名が稽古に励んだ。 

この子どもたちの練度が高まれば、卒業生から日本文化の継承を担うプロの能

楽師が丹波市から誕生することも夢ではない。 

 平成 31 年３月 27 日にはプレイベントとなる「新丹波猿楽座始動式」を開催

し、一般の参加者 150 名、児童、保護者、関係者 50 名の多くの参加があった

ことは、丹波猿楽への期待や興味の表れであるといえる。 

 今後も新たな新作能狂言の台本制作及び子供能楽師の稽古を継続しながら、

事業の市内外への情報発信に努め、より多くの関心と興味を集めるとともに、

企業・飲食店・市民からの協賛を得て、事業を自立させていく。丹波猿楽発祥

の地として、名実ともに能楽が地域文化として次世代に根付くよう事業を展開

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  子ども狂言「ちーたんと丹波竜」の公演 上演に向けて稽古を積む子どもたち 
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③ 丹波サイクリングプロジェクト ―丹波サイクリング協会― 

【事業提案タイプ（第１次）】 

 

 豊かな自然・四季を肌で感じることができる自転車を活用し、食・文化・人

の魅力を市内外へ発信することを目的に、補助事業を機会に愛好家らで丹波サ

イクリング協会を設立した。ツール・ド・丹波の開催を大きな柱にサイクルラ

ックの設置、安心安全なルートを選定したサイクルマップの制作と配架、ソフ

トユーザーを誘うアテンドライドを実施した。 

これらの受入体制と SNS の情報発信が奏功し、市外から訪れるサイクリスト

を増加させていることは明らかである。ツール・ド・丹波を収益源に活動を継続

させ、飲食店や宿泊施設との連携など経済効果を生み出しつつ、北近畿の「サイ

クリストの聖地」の一役を担う取り組みを続ける。 

・ツール・ド・丹波 

 平成 30 年７月 22 日にプレイベントとなるツール・ド・丹波を開催した。38

名が３グループに分かれて市内約 100km を走り抜けた。第１回大会に向けて反

省や課題が明確となったため、本番に向けて調整を行った。 

 令和元年 11 月 17 日開催の第１回大会では、日本初となる、スマホアプリを

使用して、３人１組でクイズに答えながらライドを行う「サイクルクイズラリー」

に挑戦した。 

・サイクルラックの製作 

サイクリストが市内に立ち寄っても自転車を停めておく場所がないという最

大の課題を解決したことで、サイクリストに優しいまちをアピールした。 

［設置箇所］おばあちゃんの里、道の駅あおがき、コモーレ、元気村かみくげ 

・サイクリングマップの制作・配架（安心安全なルート選定） 

 市内の観光地や飲食店などの情報を載せた４コースを選定したサイクリング

マップを作成。マップは市内の飲食店や阪神間のサイクルショップ等にて設置

し、配布を行っている。 

・アテンドライド 

 丹波市の四季折々の観光名所を、協会員のアテンドのもと実施している。年に

３～４回程度開催し、毎回早期に定員に達する人気で、リピーターも増えている。 

 

 

 

 

 

 

ツール・ド・丹波プレイベント参加者 リピーターの多いアテンドライド 
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④ 特産品を使用した名物の開発及び PR 事業 ― 丹波うまいもん研究会 ― 

【事業提案タイプ（第 1次）】 

 

丹波市内の飲食店経営者、地域おこし協力隊や地元有志により補助事業を機

会に設立され、本市の特産品を使用した名物を開発することで、特産品のブラン

ディング化を図り、丹波市の知名度向上を目的としている。 

名物の開発を通じて、農商連携、障がい者施設への発注など地域内の経済循環

の仕組みを意識した取り組みを励行している。 

ハンバーガーの巨匠と呼ばれる会員の指導を受け、丹波市素材を組み込んだ

「丹波プルドポークバーガー」を開発し、レシピをオープンにし、市内の飲食店

で食べられるよう講習会の開催を行い、市内８店舗がバーガーを提供すること

になった。これは設立時から照準を合わせていた「とっとりバーガーフェスタ」

に出場して好成績をおさめることで、市の知名度向上と多くのバーガーファン

が丹波市に訪れることを目論んでのことであった。 

とっとりバーガーフェスタ 2018（H30.11.17～18・大山町）では、初出場なが

ら 1000 食以上を売り上げ総合６位、もっとも地域性が高いと評価されるバーガ

ーに与えられる「ベストローカリズムバーガー賞」を受賞したことは、地域の協

力体制、団結力の高さが認められた証である。 

 また、それ以外にも丹波ブルーべリー研究会と 

協力して「ブルーベリービール」の開発、猪・鹿 

・栗きん豚を使った串焼き「シシ・シカ・ブー」 

の開発など新たな商品を発売するとともに、県内 

外の出店を精力的に行い丹波市の存在をアピール 

した。さらには、サイクリング、能楽、スプラッシ 

ュたんば、ウエスタンリーグなど他の補助事業者と 

の連携の要となり、相乗効果を生み出している。 

 

 

 

  

とっとりバーガーフェスタの壮行会 

とっとりバーガーフェスタ 2018 出場 

商品化した丹波ブルーベリービール 
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⑤ ようこそ御茶の国丹波へ ― 黒井城跡地域活性化委員会 ― 

 【事業提案タイプ（第２次）】 

 

2020 年の NHK 大河ドラマが明智光秀の「麒麟がくる」に決定したことを受け、

明智光秀のゆかりの地である春日町黒井を取り上げてもらう誘致活動を目的に、

地元自治会、お福ちゃんガイド、地元有志等で黒井城跡地域活性化委員会を設立

した。 

大河ドラマをきっかけに地域資源の再発見と磨き上げ、地域住民の誇りの醸

成に主体的な活動を続けている。 

・プレイベント 

平成 30 年 10 月 27 日に、黒井城跡山頂本丸に赤井家家紋の陣幕を張り、武者

に扮した 13 名が、出陣前の野点や戦国武将が自らを鼓舞するために鑑賞したと

される、「能楽」をプロ能楽師が演舞した。イベントには 150 名が参加し、その

様子を空撮し、SNS で発信し注目を集めた。令和元年４月には、本イベントが盛

大に実施された。 

・歴史講話会 

構成員の郷土史家である村上正樹氏による黒井の歴史や人物についての歴史

講話を開催。春日地域限定の開催にも関わらず 100 名以上の参加者があったこ

とは、歴史を学び、地域の盛り上げに貢献したいという熱意の表れである。 

・オンラインブレスト会議 

東京会場と黒井会場において、市内外から 504 件のアイデアが提案され、そ

の取り組み自体に話題性があった。委員会内で実現可能なものについて検討を

進めている。（アイデア例：チャンバラ合戦、黒井城跡 LED ライトアップ、街な

かカフェ） 

・クラウドファンディングによる運営資金獲得と知名度向上 

獲得資金 350,720 円、トップ画面閲覧数 1,500PV を数え、所期の目的を十分

に達成した。資金調達に悩む多くの団体の参考事例となった。 

 大河ドラマ放映終了後も活動を継続し、 

黒井の歴史、黒井城跡を地域の宝として 

共有し、広域連携も視野に入れた集客に 

取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

平成 30年 10 月 27 日山頂プレイベント 

甲冑を纏い、参加を呼びかける
メンバー 
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（２） ～ 宇宙から大地へ 丹波市を舞台に大いなる挑戦 ～ 

衛星データを活用した土壌環境の最適化で農業支援 

― ㈱うちゅう・SAgri㈱ ― 

 丹波市創生シティプロモーション全国公募パートナーシップ事業において、 

ドローン・ロケットの科学技術、ソフトウェアなどを活用して教育分野、農業 

分野の地域活性の提案が、審査委員の高い評価を得て採択された。 

代表の坪井俊輔氏は、大学研究員として宇宙開発事業に関わっていた知見と 

専門知識を活かして衛星データから取得できる土壌の水分量や腐植含有量（有

機肥沃度）などの分析データを解析することで、土壌の最適化を図ることがで

きるソリューションを開発している。それらの土壌データと農地の作付管理、

栽培、収穫履歴を ICT 管理するアプリケーションと連動させ蓄積することで、

生産性の向上と農業のスマート化を実現する取り組みを行っている。 

 このアイデアが「第３回日本アントレプレナー大賞」や「ひょうごクリエイ 

ティブ起業創出コンテスト」など 10 を超えるビジネスコンテストで受賞し、

その度に活動拠点となる丹波市がメディアに露出し注目を受けた。さらにアク

セラレーター研修や海外派遣の機会を得て、事業の磨き上げと高度な人脈、人

材を得るとともに、投資家（VC）の関心を集め、実際に丹波市に訪れるなど資

金調達と人材確保を有利に進めている。 

この農業アプリケーションを市内の農業者に還元するため、「丹波大空の 

会」と実証実験に関する連携を行い、いち早く市内へ導入し、丹波市がスマー

ト農業化で新規就農者にとって魅力ある農業を展開していることを印象づける

ことができている。今後は、国のスマート農業加速化プロジェクトや衛星デー

タ Tellus（ﾃﾙｰｽ）利用促進実証事業（令和元年度採択）などの委託事業を通じ

て、丹波市を拠点に実益のある事業展開を行っていくこととしている。 

このような貴重な外部人材を獲得できたことは、シティプロモーション全国 

公募事業を行った大きな成果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
丹波大空の会と実証実験の連携協定締結 気象データを取得する装置 
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（３） ～収獲・加工体験のアクティビティによる交流～ 

市民参加の『丹の里・味覚フェア～たんばルシェ～』への新展開 

 

 丹波市創生シティプロモーション推進協議会を発足し、他に勝る本市の強み

を共有し、それに磨きをかけるべく実質的な事業への取り組みを検討した。 

合併前の旧町にはそれぞれ観光資源や特産があるが、市全体として市民が共

有できる統一感のある地域ブランドの確立が急務であった。 

会議を重ねる中で、本市の恵まれた気候風土と長年培われた生産者、加工者

の高い技術と伝統から丹波三宝をはじめ全国に誇れる特産地となっている。こ

れらの特産品の強み、優位性をさらに明確に打ち出し、生産加工の関係者、需

要を求める市内外の方々に丹波市ブランドの認知度向上と特産地の誇りと推奨

を高める取り組みを市民あげて行うことが重要であるとの意見一致を得た。 

そこで、平成 30 年度から「丹の里・味覚フェア」の存在意義をより明確に

効果的に打ち出すことと軌を一にし、推進協議会として旬の農産物の直売、飲

食を通じた市内外への魅力発信とともに、収獲・加工体験など来場者との交流

を通じた丹波市ファン獲得を目指して参画することとなった。年３回の単独実

施を通じて、6000 人以上の来場者に本市の農産物、加工品の質のよさ、味覚の

よさ、加工業者の知恵と技を伝えることで、新たなファンを掴みとることがで

きた。回を重ねるごとに来場者が増え、市外来場者が半数以上、９割の方がイ

ベントに満足している結果が得られたことは、丹波市を代表する農と食のイベ

ントに対する期待と価値の表れと言える。 

 多くの団体が関係する推進協議会において、丹波大納言小豆をトップに農産

物のブランド力を高めることに賛同し、味覚フェアに収穫・加工体験のアクテ

ィビティ、文化・歴史など情緒を加えることでさらに農産物の深い魅力を伝え

ることができる「丹の里・味覚フェア」に進展したことは、シティプロモーシ

ョンの取り組みが一助となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
丹波大納言小豆の魅力を伝える消費者協会員の取

り組み 丹波の素材をいかした和菓子づくりの体験教室 
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（４）外部有識者の活動によるシティプロモーションの推進 

～戦略委員の取り組み～ 

 

シティプロモーションの推進にあたって、戦略的かつ効果的に事業を進める

ため、農産物、コミュニティビジネス、マーケティングなどの分野から４名のア

ドバイザーを委嘱し、それぞれの事業に専門的な見地から実践を伴う助言や審

査を行っていただいた。 

 

■丹波市創生シティプロモーション戦略委員のメンバー 

 

 

■各委員の活動 

●天野 正治 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 氏　　　名 略　　歴 主な活動分野・内容

天野　正治　氏

杉本　淳　氏

徳山美津恵　氏

玉岡かおる　氏

1

農林水産省食料産業局輸出促進課調査官・輸出拡大

チーム長、地方創生コンシェルジュ（兵庫県担当）

【経歴】兵庫県総合農政課課長／農林水産省大臣官房

政策課食ビジョン推進室長／農林水産大臣秘書官／農

林水産大臣官房政策課調査官(TPP調整グループ長)／

〈現〉水産庁漁政部加工流通課長

全国公募パートナーシップ公募事業審査員、有

機農業フォーラム基調講演（H30.3.10）、農

産物の海外輸出アドバイス

2

株式会社暮人（くらびと）代表取締役／特定非営利活

動法人じゃばらむら理事長／特定非営利活動法人農商

工連携サポートセンター理事／総務省地域資源・事業化

アドバイザー／農林水産省農山漁村活性化支援人材バン

ク総合コーディネーター／６次産業化プランナー／丹波復

興女性プロジェクト会アドバイサー（平成28年度）

全国公募パートナーシップ公募事業審査員、シ

ティプロモーション支援事業審査員、キックオフ会

議、コミニュティビジネス・ツーリズムワークショップ

講師

3

関西大学総合情報学部教授、専門領域：マーケティン

グ、学部担当科目：マーケティング・リサーチ、所属学会：

日本消費者行動研究学会、日本商業学友会、文化経済

学会、地域連携プロジェクト：「オリックス・バッファローズ観

客動向調査2013,2016,2017」

全国公募パートナーシップ公募事業審査員、

キャンペーン2019プロモーション業務評価委員、

関西大学デザイン・プロジェクト、古地図アプリ制

作委託業務

4
作家・兵庫県教育委員・大阪芸術大学教授

外から見た丹波市の魅力を書き下した「丹波逍遥」著者

シティプロモーション推進協議会キックオフ講演会

「丹波の誇りを探す旅へ」（H29.10.4）、市

民憲章検討委員会委員長

丹波市の特徴的な農業である有機農業（環境

創造型農業）の推進に向けて、農業関係者、消

費者、行政関係者約 200 名を対象に「環境創造

型農業の可能性について」基調講演などをいた

だいた。環境への負担軽減に配慮しながら、安

心安全で高品質な農産物の生産を目指すこと

で販路拡大、儲かる農業につながることを考え

る契機となった。 
有機農業フォーラムで基調講演を行う

天野委員 
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●杉本 淳 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●徳山美津恵 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

●玉岡かおる 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご自身も丹波ブランドの農産物に関心が深く、「プレイス・ブランディング」から

見た丹波市の地域連携、新規就農のあり方などを示唆いただいた。また、学生たち

のワークショップを通じて、農業と食の課題整理や商品開発の提案をいただいた。 

福知山公立大開学記念講座「プレイス・

ブランディングによる地方創生」の登壇

だ 

 
関係者を集めた関西大学デザインプ

ロジェクトの報告会 

 

市民の行動指針となる市民憲章の策定

委員長をお引き受けいただき、外からの

目線で丹波市特有の地勢や人情味、未来

への願い、約束を言葉に託した文案と磨

き上げに卓越した手腕を発揮された。そ

の他、実際に丹波市を見聞されて、書き下

ろした「丹波逍遥」の著者として、CP 推

進協議会講演会で、地域資源の掘り起し

や市民が誇りをもって活用することの大

切さについて講話をいただいた。 

農山村のコミュニティビジネスや農商工連

携のアドバイザーの観点から、市民団体等が地

域資源を活用した魅力発信を行う支援事業補

助金の審査員をお願いした。採択団体の横連携

を強める必要性を説いていただき、キックオフ

会議の開催や団体間の連携を助長していただ

いた。また、住宅宿泊プロジェクトでは、ツー

リズムセミナーのコーディネート役を務めら

れ、農家民宿の開業に結び付けていただいた。 農家民泊の開業についてワークショッ

プを行う杉本委員と参加者 

市制 15 周年記念式典の席上で市民憲章

制定の経緯と思いを語る玉岡委員 
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（５） 共感してもらいたいターゲットのニーズに応じた情報発信 

  ～キャンペーン 2019 プロモーション業務～ 

 

 キャンペーン 2019 プロモーション業務では、市外からの認知度向上と新規来

訪者を増やすことを目的に、プロモーションサイトの構築、フリーペーパーの制

作及び体験型ワークショップの開催を行った。 

 

① ターゲットの決定 

 地域おこし協力隊、観光協会、商工会の市内関係団体や、地域活性化伝道師、

地域活性化モデルプランナーなど有識者を交えて制作委員会を立ち上げ、「発信

したい魅力」「発信していく対象」「発信によって達成したい目標」を検討した。

その結果、近郊都市部に住む 30 代から 40 代のオーガニックや自然を好む女性

をメインターゲットとし、プロモーションサイトやフリーペーパーのコンセプ

ト作りに取組んだ。その中で、ターゲットに訴求するためのプロモーションワー

ド「ＳＡＴＵＲＤＡＹ ＴＡＭＢＡ～土曜は丹波市に～」とプロモーションロゴ

が誕生した。自家用車で約 90 分圏内の近郊都市部に住む人々のニーズ「土曜は

どこかに行こうかな･･」に対して、「土曜は丹波市に来ませんか？」とメッセー

ジを投げかけ、週末の解放感や繰り返し訪れる週末のワクワク感に訴求するワ

ードとした。 

 

② プロモーションサイトの構築 

 市観光協会のポータルサイトが既に本市を認知している人を対象に市の観光

地やイベント情報を発信するものであるのに対し、プロモーションサイトは、本

市を知覚していない人々に情報を届け、認知してもらい、共感してもらい、訪れ

てもらうといったサイクルを確立するために、取材や体験を通じて見聞し、感じ

たことや生業に携わる人々の思いなど閲覧者が興味・関心をもつ情報をブログ

調に書き上げ、ＳＮＳも活用しながら情報発信している。アクセスユーザーは、

大阪・神戸の 25 歳から 44 歳までが５割を占めており、ターゲット層の関心度

が高い。現に、記事を見て本市を訪れた人もあった。 

 

③ フリーペーパーの制作 

 フリーペーパーは、ターゲットのトレンドに合わせた記事や情報を掲載し、春

夏号・秋冬号を各６万部発行。これまで本市では実績のない北摂エリア、阪神エ

リアの飲食店やスポーツジムなど計 333 箇所に各４万部を配置し、まずは本市

を認知してもらい、訪れてもらうことを目的とした。春夏号のフリーペーパーに

掲載した店舗へのアンケート調査によると、「フリーペーパーを見て丹波市内を
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周遊している。」「フリーペーパーを所持して来店した」などフリーペーパーを手

にして、初めて本市を訪れている人があった。 

秋冬号においては、「フリーペーパーをどこで手に入れて本市を訪れたか」な

ど、掲載店舗の協力を得て来訪者の行動履歴を把握した。その結果、117 人中 102

人が市外（主に京阪神エリア）から訪れており、特に 102 人中 82 人が女性であ

った。 

 フリーペーパーの発行によって、近郊都市部の人々に本市を認知してもらい、

来訪してもらうことができた。今後は、再訪してもらうためにターゲットのニー

ズに合わせたコンセプトで引き続き情報発信していくことが重要となる。 

 

  
            

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロモーションサイト「SATURDAY TAMBA」 プロモーションロゴ 

フリーペーパー「SATURDAY TAMBA」 

プロモーションポスター 
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（５） 丹波市を見る・知る・体験する「ＤＯたんば」でファン獲得 

 キャンペーン 2019 プロモーション事業の一環として、本市の伝統文化、特産

品を見る、購入するだけでなく、地元に住む「人」と交流しながら体験すること

によって、モノ・ヒトの魅力に触れてもらい、新しいファンを獲得するため、３

回シリーズで体験型ワークショップを開催した。このワークショップでは、自分

の体験を友人、知人にオススメするためＳＮＳを通じた発信を参加条件に行っ

た。 

 １回目は、紅葉の最盛期である令和元年 11 月 16 日、古刹「円通寺」におい

て、在日外国人を対象にした「和菓子作り・座禅・お茶席体験」に 20 名の参加

があった。丹波大納言小豆や苺を使った上生菓子作りでは、和菓子職人の見事な

手さばきを真似ながら真剣に作りあげていた。当日は、円通寺に所蔵されている

「涅槃図」が特別公開されており、地元観光ボランティアガイドの解説に参加者

たちは熱心に聴き入っていた。また、お茶席体験は、初めて体験する参加者が多

く、日本の伝統作法を教わりながらお茶を嗜んだ。紅葉の最盛期でもあったこと

から、ワークショップ終了後も境内を散策する参加者もあり、「非日常」を満喫

した。 

２回目は、小正月にあたる令和２年１月 12 日、味覚フェア「たんばルシェ」

と同日開催で「小正月に食べたい小豆粥」を題し、丹波市いずみ会の協力を得て、

小豆粥を炊くワークショップを開催した。10名が参加し、小豆粥の炊き方を学

んだ。塩味のみという素朴な小豆粥ではあるが、丹波大納言小豆の表皮の薄

さ・粒の大きさ・風味を実感することができ、参加者からは「小豆が美味し

い！」との声があがっていた。

当日は、たんばルシェ会場で丹波大納言小豆を購入する参加者もあり、丹波大

納言小豆の認知度及び好感度の向上につながった。 
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３回目は、バレンタイン直前の令和２年２月８日、地域資源活用拠点施設ゆめ

の樹野上野において、「あんこＤＥバレンタイン」を開催。市内外から小豆好き・

あんこ好き 14 名が参加し、“今年のバレンタインはあんこを炊いて大切な人に

贈ろう”を合言葉にプロの職人からあんこの炊き方を学んだ。 

「小豆の表情」を見ながら、火の加減や湯きりするタイミング、砂糖を入れる

タイミングを学び、炊き上がったあんこは、ハート型の最中に詰めて試食した。

アンケートでは、「このような体験型ワークショップがあれば、次回も参加した

い」「あんこの炊き方がわかり、自分で炊くのが楽しみ」など体験型イベントに

対する満足度が高かった。 
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経済波及効果を高めるには１次～３次波及において、域内製造・調達を高め

ることである。本市の場合、高いリピート率が確保できており、地域資源活用

事業などを通してのさらなる取り組みの強化が望まれる。 

 

７．交流産業型経済の提案 

１次資源 

土地・食 

２次資源 

体験 

３次資源 

人・交流

食 

地域資源の６次活用 

高いリピート率の獲得 

新たな需要 

（産直・再訪） 

人との関係の

発展強化 
域内産品の製造・調達 

外視点によるニューコンビネーション（新結合） 

高いリピート率は、産直・再訪という新しい需要を生む。 

新しい需要に対する製造・調達が域内で行われれば、まちに生まれた需要は

経済循環につながり、所得は高まる。 

高いリピート率による交流は、所得形成機会であるとともに双方の人間的成

長機会でもある。 

［凡例］ 

シアン：達成 

赤：未達成 

黄：今後の課題 

【安心院グリーンツーリズム】 

我が国のグリーンツーリズムにおける

トップランナー。ツーリズム事業参加

農家の高年収はツアー参加費や宿泊料

よりも特産物、農畜産物の販売である

ことがポイント。高いリピーター率に

よって生まれた需要を活用し、域内生

産品によって経済循環し、所得を高め

るという好例。 
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①広域ブランドのもとでの地域
シ テ ィ

ブランドの確立 

「ブランド」とは商品やサービスの銘柄からそのものの魅力や価値の総体をも

いい、その概念は広い。旧国である丹波は農業を産業の中心とし、消費地として

の大都市が近い立地条件と合わせて、その土壌や気候など自然的条件も生産を

支えてきた。大きいとはいえない農地を最大限に活かす努力や、同時に、「農」

以外の産業を独自の技術で発展させる努力も怠らず、その生きる知恵と技術は、

心打つ多くの名品を生み出しており、広域ブランドとして「丹波ブランド」は確

立している。 

「丹波」というワードの持つ力は大きい。しかし、イコール「丹波市」ではな

いことは、常に気を配る必要がある。広域ブランド「丹波」に属する自治体で、

京都府に属する５市町は「京」ブランドを意識して「京都丹波」を打ち出してい

る。丹波篠山市は日本遺産から生活領域を取り組んでのブランド化を進めてお

り、『丹波市の「丹波ブランド」については広域ブランドの「丹波ブランド」と

シティ・ブランドの「丹波ブランド」が重複している』（丹波篠山市議会事務局）

と指摘されている。本市においては、市民参画で決定した丹波大納言小豆をトッ

プブランドに豊かな農産物と背景にある自然、文化、歴史を融合させた地域ブラ

ンドを確立するため、さらなる体験や印象の積み重ねが必要である。 

 

②新たな需要への対応 

 シティプロモーションの取り組みにより、来丹者が増えたことに伴う新たな

需要は、地域の抱える構造的問題の解決の可能性をも含んでいる。しかしながら、

人手が足りない、エンジニアがいない、供給側が追い付かないと、要望に応えら

れない事例が生まれている。 

 短期的少量な人手不足では、横連携による対応、地域の人の雇用で乗り切れた

ケースもあったが、長期的、あるいは大量的な場合は、なかなか解決策が見出せ

ていないのが現状である。産直需要では、まず、需要に応えられる生産者がいな

いし、仮に量を確保できても、どれだけ頻繁に配送できるかも課題である。 

また、「土産物商品の製造は大半が丹波篠山市、福知山市、豊岡市であり、宿

もかなり少ないため、観光客が増えるような事態には、丹波市として対応できな

い可能性が高い」（関西大学・丹波デザインプロジェクト）との指摘もある。市

内に起こした新たな需要をいかすため、さらに関係者で協議を重ね、経済波及効

果を高めるための域内生産・調達の解決方法を見出したい。 

８．今後の課題 
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③交流人口の見える化 

現在、丹波市は人口減少を辿っている。併せて、超高齢社会である。全国的に

共通した社会情勢の中で、｢丹波市だけが爆発的に人口を増やすことによって元

気になることは非常に困難である｣という現状認識に立つと、交流人口の増大が

第一の選択肢である。人口減少は、定住人口が減っているのであって、丹波市を

訪れたり、学んだりする交流人口が減っているわけではない。 

「強み」×「機会」から丹波市に訪れる「みどころ」を戦略的に構築して、多

面的な取り組みで交流人口、関係人口を増加させれば、まちの活力は失われない。

これがシティプロモーションに取り組む意義であり、まちづくりの柱として広

く共有されるべきものである。そのためにも交流人口の把握と効果を押さえ、見

える化を進めなければならない。 

観光客の増加でお土産品販売が増えたが、その増えた額ほどにまちの所得が増え

ないケース→お土産用のクラフト製品、お菓子類、飲料の素材はどこのものか、ど

こで作られているのかということ。域外での製造・調達であれば、せっかくのまち

に生まれた需要も半減してしまう。 

問：中越大震災から５年、中山間地は本当に持続可能か？ 

答：まだ断言できない。人にせよ、企業にせよ、新規参入が極めて少ない。 

新規参入がない限り、中山間地の縮退は避けられない。 

 （伊藤滋 社団法人中越防災安全推進機構理事長／東京大学名誉教授） 

［1=7:22:77］ 

 

［出典］清水真一著「地域研究会資料：地域ぐるみによる観光まちづくり」2009 年 P4 
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④情報発信、PR 内容の工夫 

支援事業者の共通課題として多かった課題のひとつが情報発信である。こ

れは、今後のシティプロモーション事業共通の課題でもある。すべての広告メ

ッセージはメディア（media:媒体、手段。特にマスコミュニケーションの媒体）

を通じて伝達される。何らかのメディアを経由しないで、広告を直接に消費者

に届けることは不可能である。今後、オールドメディアからニューメディアへ

の展開や横連携による情報発信、フライヤーの設置場所の確保等、官民一体と

なった一回目のコンタクト（訪問、交流）を強化する工夫が必要である。 

また、形式情報にはほとんど価値はない。市のブランド価値に共感してくれ

る個人や企業、団体を増やし、それぞれの知人、友人や関係者に「共有」して

もらうことで、多様な情報発信から口コミでイメージが伝播していくことを

念頭に置いた「共感共有プロモーション」が重要となってくる。そのためには、

体験、交流事業において、参加者を引き付けてやまないほどの体験品質、わざ

わざ来てもらう動機付けが求められる。 

 

⑤マーケティングデータ 

そのためには、見込みのない者にもアナウンスするのではなく、見込み客を

定めるため、観光交流マーケティングを目的にデータ収集、分析が必要である。

関心がない層に関心を持たせて行動してもらうという遥かに難しいレベルは

放棄し、少しは関心のある層への積極的な働きかけである。今後、人口減少が

続く中では、全体の８割の購買にかかわるといわれる支持者、鼓吹者、協働者

等の関係性の重視が大切になってくる。 

マーケティングでは、行動消費実態を時期時間帯等、こと細かに把握し、次

のプロモーションに活用している「気仙沼クルーカード」などは理想的ではあ

る。しかし、「但馬ファンクラブ」のように会費徴収なしで、外への情報発信

は観光協会が担い、事業者は割引で応えるというツーウェイ方式でもデータ

収集は可能であり、効果的なマーケティングデータ落掌の一助になると考え

られる。 

 

⑥丹波市にマッチしたリーンスタートアップ（Lean startup）の推進 

  同じ兵庫丹波である丹波篠山市と比較すると、イベント、祭りでの集客人数 

は、開催回数とともに大きく遅れをとっており、また、交通インフラ、駐車場

等から大幅な集客数の増加はめざせない。リピーター化への離反率は同じで

あると仮定すると、集客数が大きいほど高リピート率につながるが、大幅な集

客数増加は難しいといわざるを得ない。 

  一方で、高リピート率獲得のために資源の６次活用をめざす本市としては、
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小さな取り組みを幅広く広げる「リーンスタートアップ」方式が妥当と考えら

れる。これは、迅速に最小規模の商品・サービス(MVP: Minimum Viable 

Product)を設計し、参加者の反応を見ては改善を施し、満足度が高まってきた

ところで事業を拡大していく方法であり、当初から多額の資金を必要とせず

に事業化していくことが可能である。今後の取り組みのために、支援事業のう

ちモデル的な事業の発表の場も必要である。 
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

0

② 日帰り

③ 宿泊

②

・

・

・

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 係長　荻野雅文

事業名 取組み体系

「このまちと ともに～丹波市の歌～」の制定
① 市への愛着と誇りの共有

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 7,308,287

丹波市［企画総務部総合政策課］ H29-R1 2,329,000

取組みの

概要

（箇条書き）

千住明氏の作曲をもとに、歌詞を全国公募し、丹波市の歌を制作する。

歌をきっかけとした丹波市への愛着や誇りを醸成する。

公開審査会の開催と平成31年成人式での披露

成果 集客人数（人）

著名な作曲家である千住明氏の作曲をもとに、歌詞を全国公募し、563

点の応募があり、丹波市の認知度が上がった。

　　　　　区分

項目
CP効果人数

［合計］ 1,163

国

内

者

外国人

［算出根拠］

歌詞全国公募の

応募者数、市音楽

祭参加者数

小学校卒業式での合唱（1校）や行事等で使用され、定着しつつある。

市音楽祭での合唱、防災行政無線の定時放送のメロディとして令和２年

４月１日から採用が決定。

成果に導いた要因 今後の課題

① ふるさとを離れて暮らす人々の応援歌として、市内

外からの興味関心の高さ

・ 「このまちと ともに～丹波市の歌～」のさらなる

活用

千住明氏作曲のインパクトの高さ

「このまちと ともに～丹波市の歌～」を活用し、引き続きふるさと丹波市への愛着や誇りを醸成する。

ふるさとを想う歌として定着させ、来訪者にも認知度を向上させるためＪＲ柏原駅舎内にメロディを流す。

写真１ 写真２

説明：丹波市の歌公開審査会の様子 説明：平成31年丹波市成人式での初披露

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

９．取り組み個表［SEQ  1］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

② 0

日帰り

宿泊

③

① ・

②

・

・

・

市民憲章を公共施設等に掲げ、市民のシンボルとして定着するよう普及啓発を図る。

市民総がかりの取組として、様々なPR方法で市民憲

章制定への関わりを呼びかけた。

市民憲章を普及するため、市発送用封筒に市民憲章を掲載

写真１ 写真２

説明：市民憲章タウンミーティング 説明：市民憲章検討委員会

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

成果に導いた要因 今後の課題

定着・普及機会の創出「市民憲章」という歴史的な出来事に、丹波市の未

来を担う若者に多く関わってもらったこと。

丹波市の風土や文化が持つ良さを再認識できた。 外国人

成果 集客人数（人）

ふるさと丹波市の”いいね”を市内各所で募集し、350枚集まり関心が深まった。
　　　　　区分

項目
CP効果人数

［合計］ 399

国

内

者

市内全中学校・市内全高等学校の生徒や市内外の一般人など、49名でタ

ウンミーティングを実施し、「未来の丹波市に贈りたい言葉」を導き出

した。

［算出根拠］

“いいね”の応募者

数、タウンミー

ティング参加者数

H30-R1 0

取組みの

概要

（箇条書き）

作家玉岡かおる氏を委員長に、市民憲章検討委員会を設置する。

ふるさと丹波市の”いいね”を募集するとともに、市民憲章タウンミーティングを実施する。

市制15周年記念式典での市民憲章の発表・朗読

丹波市［企画総務部総合政策課］

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 係長　荻野雅文

事業名 取組み体系

市民憲章の制定
① 市への愛着と誇りの共有

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 287,726

９．取り組み個表［SEQ  2］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

② 155

③ 日帰り 155

宿泊

④

① ・

② ・

③

・

・

丹波市に関心を持たせる様々な特典の付与

引き続き、制度普及に努め、丹波市に繋がりをもつ関係人口の拡大を図る。

写真１ 写真２

説明：ふるさと住民票交付式 説明：３種類のふるさと住民登録カード

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

今後の課題

同窓会等を活用した広報活動 登録制度のPR

著名人の登録1号記者会見などの広報活動 来訪機会を増やす取組

成果に導いた要因

体験イベントを告知した結果、イベントに参加した登録者があった。 外国人

成果 集客人数（人）

目標400人に対し、486人の登録があった。（R2.2.21現在）
　　　　　区分

項目
CP効果人数

［合計］ 486

国

内

者

ふるさと住民へのアンケートによって、様々な関わりを持つ人（関係人

口）の登録が確認できた。

まごころ応援団のクーポン利用が155名あった。（H30、R1）
［算出根拠］

集客数：クーポン利用者

累計　ＣＰ効果人数：登

録者数

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 係長　荻野雅文

事業名 取組み体系

ふるさと住民登録制度
① 市への愛着と誇りの共有

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 1,425,359

丹波市［企画総務部総合政策課］ H30-R1 397,000

取組みの

概要

（箇条書き）

市外の丹波市ファンが丹波市に関わる仕組みとして、ふるさと住民登録制度を設ける。

ふるさと住民に対し、観光パンフレット等を毎月送付する。

ふるさと住民の市への来訪を喚起するため、市内事業所で使用できるふるさと住民クーポン

を発行する。

９．取り組み個表［SEQ  3］
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円

内補助金 円

・

・

・

・

集客者

0

② 日帰り

③ 宿泊

① ・

② ・

・

・

つながりやゆかりによる交流が、共感・共鳴を生ん

だこと。

引き続き、スモールステップで互恵関係を築いていく。

写真１ 写真２

説明：三市連携推進連絡会議設置式 説明：三市の自治協議会が集まった交流発表会

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

定期的に交流機会を持ったこと。 自治体同士のニーズのすり合わせ

スモールステップで交流を進めたこと。 自治体連携を形にする事業化

③

三市連携推進連絡会議の設置（丹波市、福知山市、朝来市） 国

内

者三市の自治協議会交流会に84名が参加し、情報交換が行われた。

成果に導いた要因 今後の課題

［算出根拠］

自治協議会交流

事業参加者数

外国人

取組みの

概要

（箇条書き）

人口減少と高齢化が進む中で、複数の自治体による強みをさらに活かす取り組み

福知山市・朝来市との三市連携による地方創生

宇陀市との薬草を通じた交流

春日局をゆかりとした東京都文京区との交流

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 0

丹波市［企画総務部総合政策課］ H29-R1 0

事業名 取組み体系

三市連携、薬草交流、地域交流
② 交流・連携による地域活性

自治体連携

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 係長　荻野雅文

成果 集客人数（人）

① 各自治体と、それぞれの強みを活かす互恵関係づくりが徐々に広がって

いる。

　　　　　区分

項目
CP効果人数

［合計］ 84

９．取り組み個表［SEQ  11］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

② 0

③ 日帰り

④ 宿泊

⑤

① ・

・

・

・

・

相互連携による新たな取組

今後の課題

新規加入市町の調整

広域のため会議等全体での相互連絡手段の確保

これまでの自治体単独の取り組みを脱し、面的広が

りを持った施策の必要性の共通認識

恐竜「竜学」の実施（H30：むかわ町、R1：御船町） 外国人

［算出根拠］

成果に導いた要因

成果 集客人数（人）

CP効果人数

規約の制定（H30)、ロゴマークの決定（R1） ［合計］ 0

写真１ 写真２

説明：第1回総会（丹波市）、第2回総会（神流町） 説明:にっぽん恐竜協議会ロゴマーク

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

相互連携をさらに強固にして、連携事業の充実をめざす。

丹波竜フェスタでの相互交流（H29～R1）　 国

内

者恐竜議連へ出席して本協議会の認知度を高めた。

丹波市［産業経済部恐竜課］ H29-R1

自治体連携基本協定書の締結（H29）
　　　　　区分

項目

ー

取組みの

概要

（箇条書き）

恐竜化石を活用した相互交流

竜学等人材育成、学校教育における相互交流

地域の魅力情報の相互発信

連携協定事業（むかわ町・御船町・丹波篠山市・神流町）
② 交流・連携による地域活性

にっぽん恐竜協議会

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 60,000

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 係長　大森栄司

事業名 取組み体系

９．取り組み個表［SEQ  12］
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円

内補助金 円

・

・

① 集客者

0

② 日帰り

③ 宿泊

① ・

② ・

③

④ ・

⑤

・

・

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 係長兼指導主事　谷川知美

事業名 取組み体系

恐竜を題材とした小学生の「竜学」
② 交流・連携による地域活性

にっぽん恐竜協議会

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 942,909

丹波市教育委員会［教育部学校教育課］ H30-R1 0

取組みの

概要

（箇条書き）

「丹波竜」を活用したふるさと教育の実施（全小学校で行う学習）

恐竜と震災について意見交流するため丹波市こども恐竜大使を任命し、北海道むかわ町と熊

本県御船町へ小学生16名を派遣。丹波竜フェスタで学習成果を市民に向けて発表

外国人

成果 集客人数（人）
　　　　　区分

項目
CP効果人数

［合計］ 16

児童が主体的に丹波竜について学習し、丹波竜が丹波市の宝であること

を自覚した。

他市との交流学習により、丹波市をアピールすることができた。 国

内

者児童に、新しいことにチャレンジする精神や積極性が育った。

［算出根拠］

竜学参加人数

成果に導いた要因 今後の課題

従来からのふるさと教育が基礎になった。 交流する市町との連絡調整。

恐竜は児童にとって、興味深いものだった。

令和２年度の派遣先を検討中（案：群馬県神流町）

他市町と持続可能な交流の在り方を模索する必要

がある。

児童が一堂に会する機会となるフォーラムの開催

の検討

写真１ 写真２

説明：鵡川中央小学校との交流 説明：丹波竜フェスタでの発表

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

他市町の小学校と交流する機会があった。

平日の参加を出席扱いとした。

参加を作文選考とし、自分と向き合う時間があった。

９．取り組み個表［SEQ 13］
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円

内補助金 円

・

・

・

集客者

24

② 日帰り

宿泊

24

① ・

・

・

・

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 係長　荻野雅文

事業名 取組み体系

国際姉妹都市提携（米国ケント市・オーバン市）
② 交流・連携による地域活性

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 2,897,899

丹波市［企画総務部総合政策課］ H29-R1 0

取組みの

概要

（箇条書き）

旧町からの国際交流を礎に、二市と姉妹都市提携を結ぶ。

産業・文化・教育など様々な分野で交流を促進する。

姉妹都市提携記念石碑を設置

外国人

成果 集客人数（人）
　　　　　区分

項目
CP効果人数

［合計］ 50

50年の歴史がある米国ケント市・オーバン市と姉妹都市提携を締結でき

た。（平成30年8月10日）

①

若き親善大使の相互交流の実施。（H29-R1 来丹者24名） 国

内

者

［算出根拠］

経済交流派遣、親

善大使派遣

今後の課題

民間主体による積極的かつ継続的な交流 市民レベルでの交流促進

姉妹都市交流をもとにした経済交流の促進

成果に導いた要因

毎年度実施する若き親善大使（人権啓発センター所管）や、定期的な自治体交流を行う。

写真１ 写真２

説明：姉妹都市協定書にサイン 説明：丹波市姉妹都市提携訪問団

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

９．取り組み個表［SEQ  14］
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円

内補助金 円

・

・

① 集客者

0

日帰り

② 宿泊

① ・

② ・

・

・ 今後も、イベント等において、相乗効果につながる連携事業を展開していく。

写真１ 写真２

説明：大塚製薬（株）社員による熱中症研修会 説明：もみじマラソンの給水に大塚製薬製品を配布

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

運営主体、参加者側ニーズと企業シーズとのマッチ

ング

企業の専門的ノウハウの市還元と、持続的なWin-

Win連携方法の検討

企業側、主催者側双方のニーズがマッチしやすく、

相互連携に取り組みやすい組合せ。

企業連携の効果的なＰＲ方法の検討

成果に導いた要因 今後の課題

成果 集客人数（人）

運営主体、参加者側のニーズと企業のＣＳＲ活動シーズとのマッチング

により、コストをかけずに、スポーツ団体研修を行うことができた。年

１回／熱中症予防対策研修　参加者　H29:110　H30:100　R1:108

　　　　　区分

項目
CP効果人数

［合計］ 318

国

内

者提供物資を参加者に還元することで、コストをかけずに大会運営の一環

で企業連携のＰＲを行うことができた。 外国人

［算出根拠］

講演会参加人数

丹波市［まちづくり部文化・スポーツ課］ H29-R1 0

取組みの

概要

（箇条書き）

丹波市スポーツ協会主催の研修会の講師として社員を派遣いただき、企業が持つ知識やノウ

ハウを活かした講演会を開催。

市共催のスポーツイベント（三ッ塚マラソン大会・もみじマラソン大会・女子硬式野球大

会）において、企業広報を兼ねた飲料や物資の提供を受けた。

大塚製薬（株）
② 交流・連携による地域活性

企業連携

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 91,542

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 係長　岡本渡

事業名 取組み体系

９．取り組み個表［SEQ 15］
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円

内補助金 円

・

・

① 集客者

② 0

③ 日帰り

宿泊

④

① ・

② ・

・

・

・

・

連携強化を図り、市民の健康福祉の向上と企業のCSR活動をマッチングした事業実施をめざす。

令和２年度に医療関係者を対象とした慢性腎臓病の勉強会を開催（中外製薬）

説明：中外製薬（株）連携協定締結式 説明：（株）セブン-イレブン・ジャパン連携協定式

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

健康づくりに対する企業のノウハウ 健康づくり事業とのコラボレーション

子ども、青少年の育成及び高齢者等の見守り活動

地域に貢献したい企業の理念 地域活性化包括連携の市民生活への活用、普及啓発

［合計］ 0

最新がん治療についての研修会の開催(中外)【1回・保健師対象】20名

国

内

者

疾患予防のための啓発資材の提供（中外製薬）

丹波市クリーン作戦等、地域内清掃活動への協力（セブン・イレブン） 外国人

成果に導いた要因 今後の課題

介護サービス事業所連絡会での講習会（料理・栄養）の開催（セブン・

イレブン）【1回】

［算出根拠］

成果 集客人数（人）
　　　　　区分

項目
CP効果人数

丹波市［健康部健康課］ H30-R1 0

取組みの

概要

（箇条書き）

中外製薬（株）との健康づくり推進プロジェクトに関する連携協定（平成30年12月19日）

（株）セブン-イレブン・ジャパンとの地域活性化包括連携協定(平成31年2月25日）

中外製薬（株）・セブンイレブンHD
② 交流・連携による地域活性

企業連携

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 0

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 副課長　安達則子

事業名 取組み体系

９．取り組み個表［SEQ  16］

44



　　　　　　　　　　　　　　　　　

円

内補助金 円

・

・

・

・

① 集客者

0

② 日帰り

宿泊

③

① ・

・

②

・

・

・

・

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 指導主事　西垣雅文

事業名 取組み体系

武庫川女子大学
② 交流・連携による地域活性

大学連携

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 0

　丹波市教育委員会［教育部学校教育課］ H30-R1 0

取組みの

概要

（箇条書き）

トレーニングカードを使った体つくり運動出前講座

校歌ダンス出前レッスン

元気アップチャレンジシートの活用

新体力テスト分析ソフトの活用

成果 集客人数（人）

出前講座を受けた小学校2学年の女子において、有意に新体力テストの総

合評価結果が向上した。

　　　　　区分

項目
CP効果人数

［合計］ 98

教科書のない体育授業の中で、トレーニングカードがあることにより、

運動領域にあった体つくり運動を進めることができた。

国

内

者

教室の中でも行える体つくり運動について提示してもらうことで、運動

の日常化と運動意欲の向上につながった。

外国人

［算出根拠］

事業参加大学生

成果に導いた要因 今後の課題

体育科を専門的に学ぶ大学生により作られたカードと活

力ある出前講座によるモチベーション向上

出前講座で得た情報を、各校の担当者中心に学校独自の

取組として発展させることができた。

取組の継続と日常化、意識化を図っていくこと。

新体力テスト分析ソフトを活用した児童生徒の実

態把握

指定校３校（和田小、東小、氷上中）での取組啓発

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

指定校の取組を検証し、効果のあった運動をトレーニングカードにし、市内全校で活用する。

体幹強化を図るための体つくり運動に取り組む。

写真１ 写真２

説明：東小学校での体力アップ出前授業 説明：和田小学校での校歌ダンス出前授業

９．取り組み個表［SEQ 17］
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円

内補助金 円

① 集客者

② 0

日帰り

③ 宿泊

① ・

・

・

・

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 係長　荻野雅文

事業名 取組み体系

福知山公立大学
② 交流・連携による地域活性

大学連携

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 21,600

丹波市［企画総務部総合政策課］ H30-R1 0

取組みの

概要

（箇条書き）

持続可能な地域社会の発展及び教育研究の向上を目的に、福知山公立大学と包括連携協定を

締結した。

・

外国人

成果 集客人数（人）

包括連携協定の締結ができた。（平成31年1月25日）
　　　　　区分

項目
CP効果人数

［合計］ 167

国

内

者

［算出根拠］

グローカル特講、講演

会、SNS講座参加者数、

ツアー参加者

TAMBAシニアカレッジなどの講師として教授、大学生を招聘し、SNS講

座を開催

「若者がＵＩターンしたくなる地域づくり」事業として学生を対象にし

たふるさと再発見ツアーを実施。10名の参加があった。

今後の課題

三市連携を基盤とした連携体制があったこと 協定をもとにした事業化

成果に導いた要因

市内をフィールドとした課題研究や施策提案

卒業生の就労や定住につなげる

写真１ 写真２

説明：協定締結式 説明：TAMBAシニアカレッジ「情報ゼミ」学生講師

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

９．取り組み個表［SEQ 18］
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円

内補助金 円

・

① 集客者

0

② 日帰り

宿泊

③

① ・

②

③

・

・

・

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 副課長　松枝満

事業名 取組み体系

関西大学
② 交流・連携による地域活性

大学連携

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 10,401,833

丹波市［建設部住まいづくり課］ H29-R１ 0

取組みの

概要

（箇条書き）

大学の持つ知的資源や人的、物的資源を活用し、地域課題解決に向けた取組みを展開し、地

域活性化を図る。

空き家活用グループCHATTAによる空き店舗活用のワークショップを開

催したことで、地域住民の空き家利活用の意欲向上につながった。

成果 集客人数（人）
　　　　　区分

項目
CP効果人数

［合計］ 135

外国人

成果に導いた要因 今後の課題

国

内

者

［算出根拠］

空き家活用グルー

プワークショップ

参加者数

災害復興ワークキャンプに参加し、建築に関する専門的知識を活かし

て、被災地域の公民館に「かまどベンチ」を設置した。

空き家を活用して子供遊びや食の提供を行った。具体的な展開につながった。

地域活動に関心のある学生の参加

地域と連携した活動の取組み

大学の専門的知識の活用

空き家活用グループCHATTAによる空き家の活用

に向けた具体的な展開

成松・佐治地域のまちづくり、空き家利活用など地域課題の解決に向けた活動を進める。

学生が地域に関わり住民と地域活性化を推進するとともに、関係人口の増加につなげる。

写真１ 写真２

説明：CHATTAによる空き家利活用ワークショップ 説明：被災地域の公民館に設置された「かまどベンチ」

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

９．取り組み個表［SEQ 19］
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円

内補助金 円

・

・

① 集客者

0

② 日帰り

③ 宿泊

① ・

② 実施している主たる地元イベントが定着していたため

③

・

・ 関西学院大学も同事業には積極的であり、共通理解が図れている。

写真２

説明：大学生主催のイベント(かいばらライトアップ準備)

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

説明：大学生の研究報告会

調査期間1年間という期間設定とグループ制で取り組んだ

こと

CP効果人数
　　　　　区分

項目
かいばらライトアップ事業、おさんぽマップ、柏原情報誌作成、フォト

コンテストに若い世代、市外の視点反映

2,725,866

地元イベントへの参画（丹波柏原雛めぐり、100円笑店街、かいばらライトアップ、柏原藩

織田まつり、ふるさと柏原夏まつり）

成果

取組みの

概要

（箇条書き）

柏原地域のまちづくり調査研究、および報告会

集客人数（人）

②

H29-R1

事業年度

0

事業費

交流・連携による地域活性

事業名

関西学院大学

事業主体［担当部署］

大学連携

丹波市［産業経済部新産業創造課］

地元住民の協力体制が整っていること

［合計］

国

内

者

外国人

成果に導いた要因

4,096

今後の課題

まちづくり提案の活用方策

卒業後も自主研究グループとして継続的な取り組みを実施。（柏原駅の

利活用提案やかいばらライトアップ事業の考察など）

大学生発案のイベントにより新たな集客効果がみられた。 ［算出根拠］

事業参画学生数、

事業参加者数

課長　岡林勝則作成者職・氏名

作成日 令和2年2月21日

取組み体系

９．取り組み個表［SEQ 20］
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円

内補助金 円

・

・

① 集客者

0

② 日帰り

宿泊

① ・

②

③

・

・

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 係長　秋山晃二

事業名 取組み体系

関西国際大学
② 交流・連携による地域活性

大学連携

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 897,503

丹波市［まちづくり部復興推進室］ H29-R1 0

取組みの

概要

（箇条書き）

丹波市豪雨災害からの復興推進を前提とした豊かな地域づくりと、大学の教育研究機能の向

上に資することを目的に協定。森林整備、あじさい栽培を中心とした取り組みを実施。

取り組み過程において、丹波市産農産物に高い評価をいただき、系列保育園も含めて米、根

菜類の産直購入や田植え、稲刈などの農業体験・交流の実施。

成果 集客人数（人）

復旧復興に131名参加、森林整備面積2ha、あじさい栽培6ａの整備が進

んだ。

　　　　　区分

項目

［合計］ 210

CP効果人数

ゆめの樹野上野の積極進出な取り組み

被災地を何度も訪れ、地域と被災者と協調した復興

貢献活動

大学、保護者の市農産物への高い評価と、食を主に

した地方創生に向けた熱意とアイデア

国

内

者

外国人

［算出根拠］

災害復興ボラン

ティア学生数、

田植園児・学生数

毎月20袋（＠30kg）の米の産直。令和元年度農作業体験に79名参加、

協定最終年度に都市部と農村交流を基軸に発展中。

成果に導いた要因 今後の課題

持続性のある都市と農村交流に相応しい取り組み

メニューの開発

継続実施の有無　有　・　無

学校法人側は産直購入に留まらず、ストーリー性のある取り組みアイデアをお持ちで、ゆめの樹野上野がめ

ざす農地をいかす取り組みと農産物供給とマッチすればモデル的事業になる可能性を持っている。

写真１ 写真２

説明：北岡本森林整備 説明：田植え体験

今後の展望

９．取り組み個表［SEQ 21］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

8,842

② 日帰り 8,842

宿泊

① ・

・

②

・

・

外国人

GOGOフェスタ等と同日開催しているが、当イベントも大きな集客力を持ってきたので、丹波三宝スイーツ

のブランド力をさらに高めながら、令和２年度は単独で開催する。

成果に導いた要因 今後の課題

開催時期、開催場所の検討

他イベントとの同時開催のメリット・デメリット

を整理する必要がある。

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

写真１ 写真２

説明：会場俯瞰 説明：販売の様子

店舗が一堂に会した対面販売で、一度に各店舗を回

ることができたため。

チラシ配布、広告掲出など充実した広報の実施。

成果 集客人数（人）
　　　　　区分

項目
CP効果人数

［合計］ 0

【令和元年度】参加店舗：17、来場者数：4,600人、販売個数：5,908個 国

内

者販売額　平均単価@400＊5,908個＝2,363,200円

［算出根拠］

【平成30年度】参加店舗：19、来場者数：4,242人、販売個数：4,545個

販売額　平均単価@400＊4,545個＝1,818,000円

丹波三宝スイーツフェスティバル実行委員会［事務局：丹波市観光協会　担当部署：産業経済部観光課］ H30-R1 0

取組みの

概要

（箇条書き）

丹波三宝を中心に生菓子と焼き菓子の展示販売の実施

参加型イベントとして「丹波栗ようかん手作り体験」を実施

スイーツフェスティバル参加店舗を紹介するパンフレットを作成・配付

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 次長兼観光課長　細見秀和

事業名 取組み体系

丹波三宝スイーツフェスティバル
③ 地域資源の活用・磨き上げ

丹波三宝など特産振興

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 2,185,481

９．取り組み個表［SEQ 31］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

12,700

② 日帰り 12,700

宿泊

③

① ・

② ・

・

・

・

・

・

参加店舗に対して丹波大納言小豆の魅力を再認識してもらうとともに参加することのメリットを発信する。

インスタグラムなどSNSを活用して、共感をそそるようなフェアに転換し、新規来場者を増やす。

情報発信の強化による新規来場者の獲得

30代～40代の来場者の獲得

市広報に掲載された女の子二人

説明：ぜんざいフェアを楽しむ子供たち

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

写真１

説明：ぜんざいフェア2019　ポスター

丹波大納言小豆の特長と生産の歴史を市民が認知し、味わえる機会を増やす。

「来年も訪れたい」という回答が77％に達している。

成果

取組みの

概要

（箇条書き）

市内飲食店で丹波大納言小豆を使ったぜんざいを提供し、市内外へ丹波大納言小豆をPR。

集客人数（人）

CP効果人数
　　　　　区分

項目初年度以降、市外からの来場者の割合は60～65％を占めており、認知度

は定着している。

［算出根拠］

事業名

丹波大納言小豆ぜんざいフェア

事業主体［担当部署］

丹波三宝など特産振興

市内の飲食業者へ利用促進を図り、丹波大納言小豆の産地であることの誇りを醸成する。

丹波大納言小豆ブランド戦略会議［産業経済部農業振興課］

2,971,013

③

H29-R1

事業年度

0

事業費

地域資源の活用・磨き上げ

SNSや口コミによる情報発信

スタンプラリーによる周遊意欲の促進

［合計］

国

内

者

外国人

新規店舗の参加

成果に導いた要因

0

今後の課題

各店舗の参加意欲の維持及び向上

販売総食数は7,024食となり、平成29年度と比較し食数・売上ともに向

上している。（令和元年度実績は、現在集計中のため未確定）

係長　若狭光正作成者職・氏名

作成日 令和2年2月21日

取組み体系

９．取り組み個表［SEQ  32］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

25

② 日帰り 25

③ 宿泊

① ・

② ・

③ ・

④ ・

・

・

・

準備業務委託業者（指定管理者）のノウハウ

卒業生による、新規就農者の増加及び作付面積の増加

市内外で開催されるマルシェに出店し、「農の学校」の農産物や取組の周知活動を強化

第2期生以降の受講生の募集・確保

農の学校運営体制の確立

写真２

説明：講義風景

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

写真１

説明：農の学校開校式

カリキュラムを通じて地域の農業者とのネットワー

クの確立やマスター制度の導入

修了生が将来の丹波市農業・農村の担い手となり、定住する仕組みの構築

自己保全となっていた周辺農地（約1.3ha）を活用

第1期生のうち8名が卒業後に丹波市で就農予定

成果

取組みの

概要

（箇条書き）

栽培技術・農業経営・農村文化等を学び実践できる研修施設である「農の学校」の開校

集客人数（人）

CP効果人数
　　　　　区分

項目
第1期生として東京都・千葉県・富山県・大阪府・京都府など全国より

15名が入学。第2期生として10名が入学を希望

事業名

農の学校

事業主体［担当部署］

農業の担い手となり得る人材の育成

丹波市［産業経済部農業振興課］

69,390,894

③

H30-R1

事業年度

48,495,000

事業費

地域資源の活用・磨き上げ

フェアへの出展や現地説明会の定期的な実施

受講及び卒業後における入校や住宅支援策の整備

［合計］

国

内

者

外国人

卒業生の丹波市での就農・定住

成果に導いた要因

112

今後の課題

卒業後の就農・定住に係る支援体制の構築

［算出根拠］

応募者及び説明会

参加者

主事　寺内みなみ作成者職・氏名

作成日 令和2年2月21日

取組み体系

９．取り組み個表［SEQ  33］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

② 44

日帰り 24

宿泊

20

① ・

②

・

③

・

・

継続実施の有無　有　・　無

写真１

説明：在日外国人を対象とした日本文化体験

フリーペーパーやＳＮＳを活用したこと。

旬に合わせ、女性の関心を惹きつける企画であった

こと。 体験型ワークショップの情報発信のしくみづくり。

説明：あんこDEバレンタイン

今後の展望

キャンペーン2019プロモーション事業において発行したフリーペーパーの掲載店舗のアンケートでは、「おもしろい・めずらし

い体験」を訪問者は求めていることが確認できている。体験型観光の集約とHP「SATURDAY TAMBA」等からの情報発信が必要

である。

体験型ワークショップを通じて丹波市ファンの増加につなげる。

成果

丹波大納言小豆の認知度向上につながった。

取組みの

概要

（箇条書き）
ＳＮＳでの情報発信を参加要件とし、ＳＮＳを活用した情報拡散を図る。

集客人数（人）

CP効果人数
　　　　　区分

項目

［合計］
国

内

者

外国人

成果に導いた要因

0

キャンペーン2019プロモーション事業の一環として、食・伝統文化・歴史など地域資源を活

用した体験型ワークショップを開催

事業名

Ｄｏたんば～丹波市を見る・知る・体験する～

事業主体［担当部署］

丹波市［企画総務部シティプロモーション推進室］

-

③

H30-R1

事業年度

-

事業費

地域資源の活用・磨き上げ

係長　山内佐由美作成者職・氏名

作成日 令和2年2月21日

取組み体系

今後の課題

物見観光ではなく、体験型ワークショップであった

ことが参加者の関心を惹きつけた。

新しくイベントを作るのではなく、既存の体験型

ワークショップの情報発信を強化し、物見観光か

ら体験する観光に注力することが必要である。

物見観光ではなく、体験型観光が参加者の満足度向上やファンの獲得に

つながることが再確認できた。

９．取り組み個表［SEQ  34］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

② 33,275

日帰り 33,275

③ 宿泊

① ・

②

・

・

・

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 室長　宮野真理

事業名 取組み体系

観光拠点整備
③ 地域資源の活用・磨き上げ

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 6,431,000

［合計］ 0

丹波市［産業経済部観光拠点整備室］ H30-R1 1,916,000

取組みの

概要

（箇条書き）

丹波おばあちゃんの里　重点「道の駅」選定に向けた提案書の作成・提出

丹波おばあちゃんの里　情報発信コーナーリニューアルオープン（R元年7月20日オープン）

丹波おばあちゃんの里　再整備計画策定（令和元年度末に策定）

成果 集客人数（人）

丹波おばあちゃんの里　重点「道の駅」候補  選定 （H31.1.30）
　　　　　区分

項目
CP効果人数

国

内

者重点「道の駅」に選定（R2.1.24)

外国人

今後の課題

(情報発信コーナーの管理者である)兵庫県の協力 丹波おばあちゃんの里再整備に向けた調整

タイムリーなリニューアル

情報発信コーナーは、令和３年３月31日まで運営。

丹波おばあちゃんの里再整備　設計（R2年度）、工事（R3、4年度）の予定。

丹波おばあちゃんの里　情報発信コーナーリニューアルオープン　7月

20日から２月21日までの入込客数　33,275人

写真１ 写真２

説明：情報発信コーナー正面 説明：情報発信コーナー　展示内容

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

成果に導いた要因

［算出根拠］

９．取り組み個表［SEQ 35］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

② 219

③ 日帰り 209

宿泊 10

-

① ・

・

② ・

・

・

継続実施の有無　有　・　無

農泊を担う人材の確保・育成自分たちが住んでいる地域の素晴らしさや現状を見

つめ直すとともに、地域に対する愛着と誇りの醸成

写真１ 写真２

丹波市［建設部住まいづくり課］ H29-R1 9,381,000

今後の展望

住民の参画意欲を喚起し、農泊事業を具体的な取組

みに進展させる先導役の存在

交流イベント６回　209名（R1) ［合計］ 327

取組みの

概要

（箇条書き）
農泊事業の取組みに向けた体制づくり（大路地区、柏原城下町）

体験プログラム（収穫体験など）、交流イベントの企画・実施

丹波市において、農泊を推進するため、パイロットモデル地区の検討も含めた「古民家等を

活用した滞在型施設整備プラン」を策定

農泊推進事業
③ 地域資源の活用・磨き上げ

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 9,381,000

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 係長　義積祥明

事業名 取組み体系

農泊事業の中核を担う法人と住民が、その地域でしか味わえない暮らしや景観など魅力ある資源を活用し、

ツアーの企画や住民との交流・体験事業を展開し、関係・交流人口の増加につなげる。

成果 集客人数（人）

農泊体験ツアー５回　10人（H30）
　　　　　区分

項目
CP効果人数

今後の課題

魅力ある農泊ツアーの企画と関心層への情報発信

収益性がある継続可能な事業への成長

国

内

者

外国人

滞在型施設整備プランの策定に向けたワークショップを３回開催　108

名（H29）

成果に導いた要因

［算出根拠］

体験ツアー、

ワークショップ

参加者数

説明：大路地区で開催されたワークショップの様子 説明：農泊体験ツアー(竹籠づくり＆里山暮らし見学ツアー)

９．取り組み個表［SEQ 36］
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円

内補助金 円

・

・

・

・

① 集客者

0

② 日帰り

宿泊

③

① ・

② ・

③ ・

④ ・

⑤ ・

・

・

副課長兼係長　小畠崇史作成者職・氏名

作成日 令和2年2月21日

取組み体系事業名

丹波市市民プラザ整備

事業主体［担当部署］

丹波市市民プラザ設置箇所の決定

丹波市［まちづくり部市民活動課］

84,129,648

③

H29-R1

事業年度

11,787,000

事業費

地域資源の活用・磨き上げ

設置環境を最大限活かし、子育て世代や若者、シニアなど全世代を対象とした縦軸交流と、地縁や幅広い活

動テーマの横軸交流など多様な交流拠点を目指す。

丹波市市民活動中間支援人材育成事業の実施

市民が主体となったまちづくり活動の総合的な支援拠点となる。

成果

取組みの

概要

（箇条書き）

丹波市市民プラザ基本計画及び丹波市市民活動支援センター基本計画の策定

丹波市市民活動支援センター開設準備及び運営業務受託者の決定（R1.10～R3.3）

集客人数（人）

CP効果人数
　　　　　区分

項目

［合計］

国

内

者

外国人

57

説明：オープニング事業（R1.10.20）

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

写真１

説明：市民プラザオープンスペース

（株）タンバンベルグの協力

魅力ある空間づくり（市民プラザ）

運営委員会の開催

ボランティアスタッフの養成

写真２

中間支援人材を担おうと考える市民の存在

商業施設内に設置することにより、市民活動や地域づくりの活動が多く

の市民の目に触れ、活動への参加・参画が期待できる。

市民活動支援センターや男女共同参画センター、子育て学習センターを

併設することにより、連携した団体活動の支援が行える。

県内中間支援組織の運営協力

プラザ基本計画策定懇話会委員からの提言

運営受託者の識見と運営ノウハウ テーマ型活動と地縁型活動の有機的な連携調整

成果に導いた要因 今後の課題

R3.4からの指定管理事業者の選定

［算出根拠］

市民プラザ登録団

体数

９．取り組み個表［SEQ 37］
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円

内補助金 円

・

・

① 集客者

0

日帰り

宿泊

①

②

・

・

成果に導いた要因

旧遠阪小学校への事業者の進出は決定したが、旧芦田小学校の一部（特別教室棟２階等）は今後も民間事業

者等の誘致を継続する。

写真２

説明：フォレストドアしぐら

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

写真１

説明：えがお芦田の運動療育の様子

「全国公募パートナーシップ事業」「廃校利活用フェア

2018 in たんばCITY」によって幅広く廃校情報を発信し

た。

文部科学省の「みんなの廃校プロジェクト」に廃校情報

を掲載したことにより、広範囲に情報発信した。

今後の課題

・旧神楽小：（株）木栄による「フォレストドアしぐら」開設（Ｒ1.5）

・旧遠阪小：（株）リボーンズ北近畿による「VIVA！とおざか」開設予定（Ｒ２～）

成果

廃校３校に４事業者の進出が決定した。

取組みの

概要

（箇条書き）

集客人数（人）

CP効果人数
　　　　　区分

項目

［合計］

国

内

者

外国人

42

誘致のための訪問、出展、情報の周知活動（市HP、文部科学省HP、企業訪問、企業誘致イ

ベントへの出展、金融機関・商工会等への情報提供）

・旧芦田小：（一社）SSKTによる「えがお芦田」開設（Ｈ30.4）、リングロー（株）

による「芦田集学校」開設予定（Ｒ2～） ［算出根拠］

進出事業者及び

問合事業者数

事業名

旧芦田小学校・旧神楽小学校・旧遠阪小学校の利活用

事業主体［担当部署］

廃校利活用

丹波市［企画総務部行政経営課］

副課長　伊賀真作成者職・氏名

作成日 令和2年2月21日

取組み体系

廃校舎への民間事業者等の誘致

2,863,858

③

H29-R1

事業年度

0

事業費

地域資源の活用・磨き上げ

９．取り組み個表［SEQ  39］
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円

内補助金 円

・

・

① 集客者

② 0

日帰り

③ 宿泊

①

・

・

係長　山内佐由美作成者職・氏名

作成日 令和2年2月21日

取組み体系

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

写真１

説明：青垣小学校での特別授業

写真２

説明：寄贈式後のビデオレター

10

今後の課題

外務省開発協力白書に先進的な取り組みとして掲載予定。

成果に導いた要因

搬出に携わっていただいたボランティア、企業CSR

活動による輸送協力

［算出根拠］

ボランティア数

［合計］

国

内

者

外国人

ヒンタダ地区小学校と、青垣小学校間でビデオレターの交換による国際

交流

寄贈元の青垣小学校で、ミャンマー連邦共和国についての特別授業

取組みの

概要

（箇条書き）

集客人数（人）

CP効果人数
　　　　　区分

項目

平成26年８月豪雨災害の被災地として、同地区での防災教育推進の一助となることを期待

新たに小学校兼防災シェルターの建設計画があるので、廃棄予定の机・椅子を有効活用し、防災教育の向

上を支援する。

事業名

ミャンマーへの学校家具寄贈事業

事業主体［担当部署］

廃校利活用

ミャンマー連邦共和国ヒンタダ地区に建設される小学校兼防災シェルターに、廃棄予定の

机・椅子セット100組、旧遠阪小学校の黒板５脚を寄贈

NPO法人SEEDS Asia［企画総務部シティプロモーション推進室］

（注釈）事業費は30年度末

0

③

H30

事業年度

0

事業費

地域資源の活用・磨き上げ

成果

９．取り組み個表［SEQ  40］
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円

内補助金 円

・

・

・

・

① 集客者

762

日帰り 762

② 宿泊

③

① ・

②

③

・

・

・

・

・

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 次長兼観光課長　細見秀和・文化財課長　長奥喜和

事業名 取組み体系

大河ドラマ「麒麟がくる」推進事業
③ 地域資源の活用・磨き上げ

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 17,842,569

丹波市・丹波市教育委員会［産業経済部観光課・教育部文化財課］ H30-R1 7,124,000

取組みの

概要

（箇条書き）

パンフレット「丹波戦国名将伝」のリニューアル製作・配付

近郊都市部におけるフルラッピングバスの運行、黒井城跡紹介映像の制作

黒井城跡地域活性化委員会でのファシリテート業務の実施

「黒井城を語る」フォーラムの開催、特別展「つわものどもが夢の跡　～黒井城と直正～」の開催

成果 集客人数（人）

黒井城跡地域活性化委員会がオンラインブレストミーティングを実施。

504件のアイデアが集まり、いくつか実現に向けて活動している。

（参加者：丹波市40名、東京会場14名、オンライン10名）

　　　　　区分

項目
CP効果人数

［合計］ 514

国

内

者「黒井城を語る」フォーラムの入場者数　450人。

［算出根拠］

フォーラム、

ブレストミーティ

ング参加者数特別展入館者数が762人（Ｒ2.2.16現在）となり、関心度が高い。 外国人

成果に導いた要因 今後の課題

地域活性化に対する地元の熱意や意識が高い。 黒井城跡地域活性化委員会の取組をさらに支援

し、他地域でも活性化に向けた取組を広げていく

必要がある。

関心度が高い内容の講演会等の実施

市内外へのチラシ等の配布（他府県を含めて）

要点を絞った歴史講演会の開催

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

ＮＨＫ京都放送局と連携したパネル展示や、ドラマの撮影セットをＶＲ体験できるイベントの開催

黒井城跡の大型看板の設置や映像制作、歴史講演会の開催によって情報発信を行い、誘客を促進する。

歴史研究会等への情報提供

写真１ 写真２

説明：オンラインブレストミーティングの様子 説明：「黒井城を語る」フォーラム（9月28日開催）

９．取り組み個表［SEQ 41］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

② 22,650

③ 日帰り 22,650

④ 宿泊

① ・

② ・

・

・

・

集客人数（人）

CP効果人数
　　　　　区分

項目

丹波市［まちづくり部文化・スポーツ課］ H29-R1 0

取組みの

概要

（箇条書き）

硬式野球に打ち込む女子高校生の全国大会を、地元有志の実行委員会と共同で開催。

地元学童女子野球チームを始球式に招待し、来場者に丹波市のPRを行った。

平成30年大会から、朝日放送によるネット動画中継が開始され、大会と併せて丹波市の発信

に努めた。

成果

参加チーム数が増加　H12:８→H29:26→H30:28→R1:32

作成日 令和2年2月21日

取組み体系

事業主体［担当部署］ 6,700,000

③

事業年度 事業費

地域資源の活用・磨き上げ

事業名

全国高等学校女子硬式野球選手権大会

係長　岡本渡作成者職・氏名

［合計］

国

内

者

女子野球の裾野拡大のため、20年にわたり大会運営

を支え続けてきた地元有志団体の存在と努力

ネット中継という新たなツールを活用した丹波市

の発信方法の検討

外国人

成果に導いた要因

0観客数が増加　H29:2,400→H30:4,400→R1:15,850

ネット動画中継のページビューがH30:約6万件、Ｒ1：約8万件となった。

地元学童野球チームによる始球式が定着し、スポーツを通じた交流の機

会を創出した。

今後の課題

［算出根拠］

参加校増加に伴い、「女子の甲子園」として大会の

注目度が向上

今後も持続的に大会運営を支えていける組織体制

の強化

参加校は今後も増加していく見込みであり、さらに注目度が高まっていくこととなる。運営組織体制の強化

が必要。

競技、観戦環境の向上

写真２

説明：試合（決勝戦）の様子

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

写真１

説明：開会式での選手宣誓

９．取り組み個表［SEQ 42］
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円

内補助金 円

・

・

① 集客者

② 140

日帰り 140

宿泊

① ・

・

②

・

成果に導いた要因

286

今後の課題

大河ドラマの放送開始直後の開催であったことから

話題性を呼んだ。

［算出根拠］

応募者数

歴史に関心のある若年層からの応募者があった。 ［合計］
国

内

者

外国人

係長　山内佐由美作成者職・氏名

作成日 令和2年2月21日

取組み体系

360,442

③

Ｒ1

事業年度

0

事業費

地域資源の活用・磨き上げ

事業名

市制施行15周年記念事業ＮＨＫ番組「新兵庫史を歩く」

事業主体［担当部署］

ＮＨＫ神戸放送局・丹波市［総務課・シティプロモーション推進室］

成果

約９割が市外からの応募であった。

取組みの

概要

（箇条書き）

令和２年３月７日にＮＨＫ神戸放送局紀行番組「新兵庫史を歩く」を開催。

集客人数（人）

CP効果人数
　　　　　区分

項目

ＮＨＫ大河ドラマ「麒麟がくる」の放送にあわせ、春日町黒井をメインに戦国時代を駆け抜

けた武将と歴史背景を歴史家田辺眞人氏の解説を聞きながら学ぶ。

この事業を契機に口コミなどによって新規来訪者の増加が期待できる。

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

根強い人気のある紀行番組に採用された。

説明：新兵庫史を歩く　リーフレット

９．取り組み個表［SEQ  43］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

0

② 日帰り

宿泊

③

① ・

・

・ 味覚フェアの実行委員会に関係する団体が継続的にフェアに参画する。

写真１ 写真２

説明：プロモーションコンセプト、事業PRポスター 説明：推進協議会総会の様子

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

農産物の生産や加工、食育に直接関わる団体が味覚

フェアに参画したこと。

外国人戦略委員の玉岡かおる氏、服部幸應氏の講演会、参加者353名

成果に導いた要因 今後の課題

味覚フェア実施が主となるため、構成団体を絞っ

て、味覚フェア実行委員会に再編成し、継続して

参画することが必要である。

［算出根拠］

講演会参加者数

国

内

者

農産物の価値の高さと自然、伝統、体験を伝える味覚フェアに構成団体

が参画することで、来場者の満足度を高めることができた。

成果 集客人数（人）
　　　　　区分

項目
CP効果人数

［合計］ 353

丹波大納言小豆を代表格に据え、農産物の価値の向上とブランド化に市

全体で取組むことを決めた。

取組みの

概要

（箇条書き）

各種団体の参画で、市の地域資源を活用して、市内外へ魅力発信と市の認知度を高める。

2019年度をターゲットにキャンペーンの啓発と気運醸成及び事業実施する。

各構成団体が味覚フェアに参画し、農産物のブランド力を高め、丹波市ファンを獲得する。

令和2年2月22日

作成者職・氏名 室長　福井誠

事業名 取組み体系

作成日

丹波市［企画総務部シティプロモーション推進室］ H29-R1 594,000

シティプロモーション推進協議会事業
④

クリエイティブな気運醸成・外部人材の活用と交

流

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 1,189,915

９．取り組み個表［SEQ  51］
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【課題】
氷上郡６町時には「文化」、「水と社のさと」、「健康」、「福祉」な

どそれぞれの売り出しがあったが、丹波市発足以降、広い参画を得て決定
されたものはなかった。
どこのまちにも観光資源や特産が必ずあるが、住民は住民、観光は観光、

農業は農業、商工は商工とバラバラに考え、それらをバラバラに売り込む
と、顧客が感じるインパクトが弱くなる。
まちの長期ビジョンにそって、まちの「売り」を考え、まちのブランド

やイメージづくりをし、総合力で市場へアピールしなければならなかった。

シティプロモーション推進協議会による
キャンペーン２０１９の取り組み

市内各分野39団体による推進協議会の発足

決める 実施する 広げる

地域トップブランド

丹波大納言小豆

自然、文化、風景、花、伝統、歴史、
情緒 等

丹波市の特産品

（丹波栗、丹波黒大豆、有機野菜、日本酒 等）

食事、宿泊、体験、祭り、交通、おもてなし

展開

丹波市の農林産物の旬の魅力を最大限いかし、その魅力を来丹者に伝え、
丹波市の農林業と商工・観光の振興、歴史・文化の融合をはかる
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丹波市創生シティプロモーション推進協議会 会員名簿（敬称略） 
№ 役職 団体名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

1 会長 商工会 大地 伹 大地 伹 大地 伹 

2  旅館料理飲食組合 太矢 信昭 太矢 信昭 太矢 信昭 

3 監事 消費者協議会 中道 知代子 中道 知代子 中道 知代子 

4 理事 青年会議所 木村 裕輝 杉本 達也 池田 和人 

5  ４リジョン１ゾーンライオンズクラブ 堀 公二 堀 公二 村上 昇 

6  ボランティア協会 下田 新二郎 下田 新二郎 下田 新二郎 

7 副会長 観光協会 柳川 拓三 柳川 拓三 柳川 拓三 

8 理事 社会福祉協議会 長井 克己 長井 克己 長井 克己 

9 監事 民生委員児童委員連合会 芦田 晶治郎 芦田 晶治郎 芦田 晶治郎 

10  社会福祉法人連絡協議会 澤村 安由里 澤村 安由里 澤村 安由里 

11  身体障害者福祉協議会 中村 辰雄 中村 辰雄 塩谷 泰久 

12  丹波ひかみ JA 女性会 能勢 信子 能勢 信子 能勢 信子 

13  老人クラブ連合会 中辻 剛 中辻 剛 中辻 剛 

14  シルバー人材センター 藤本 幹雄 藤本 幹雄 藤本 幹雄 

15 理事 ＰＴＡ連合会 婦木 道博 岡田 綾香 小高 麻理 

16 理事 スポーツ協会 酒井 美孝 酒井 美孝 酒井 美孝 

17 理事 文化協会 角 悟 角 悟 角 悟 

18  郷土民踊保存協会 足立 一郎 足立 一郎 足立 一郎 

19  音楽協会 植木 確郎 植木 確郎 植木 確郎 

20  茶華道連盟 八尾 博司 八尾 博司 八尾 博司 

21 理事 国際交流協会 山口 直樹 山口 直樹 山口 直樹 

22 副会長 自治会長会 大野 亮祐 大野 亮祐 大野 亮祐 

23 理事 中兵庫信用金庫 足立 厚郎 足立 厚郎 足立 厚郎 

24  保健衛生推進協議会 足立 篤夫 足立 篤夫 足立 篤夫 

25  愛育会 臼井 里佳 臼井 里佳 臼井 里佳 

26 理事 いずみ会 稲富 昌代 植木 淳子 植木 淳子 

27 理事 丹波ひかみ農業協同組合 荻野 友喜 荻野 友喜 大畠 良樹 

28  認定農業者会 小橋 季敏 小橋 季敏 小橋 季敏 

29  有機の里づくり推進協議会 小橋 季敏 小橋 季敏 小橋 季敏 

30  丹波大空の会 三井 優生 三井 優生 宮垣 良一 

31  工業会 細見 博美 細見 博美 細見 博美 

32  集落営農組織連絡会 芦田 淺己 芦田 淺己 芦田 淺己 

33  黒大豆生産組合 古倉 一郎 古倉 一郎 古倉 一郎 

34 理事 丹波三宝推進協議会 畑 道雄 畑 道雄 畑 道雄 

35  俳句協会 足立 頼昌 足立 頼昌 由良 裕樹 

36  まちづくり指導員連絡会 畑田 久祐 畑田 久祐 畑田 久祐 

37  地域おこし協力隊連絡会    

38  丹波県民局 福本 豊 福本 豊 飯塚 功一 

39  丹波市 谷口 進一 谷口 進一 谷口 進一 

 

64



　　　　　　　　　　　　　　　　　

円

内補助金 円

・

・

① 集客者

② 0

日帰り

③ 宿泊

④

①

・

写真１ 写真２

説明：全国公募審査委員 説明：コミュニティビジネス講師（杉本淳氏）

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

成果に導いた要因 今後の課題

各分野で実践活動をされている専門家を招聘するこ

とができた。

玉岡かおる氏　市民憲章策定委員会委員長就任　５回の委員会開催 外国人

成果 集客人数（人）

天野正治氏　有機農業フォーラム講演  200名参加
　　　　　区分

項目
CP効果人数

［合計］ 403

国

内

者杉本淳氏　がんばる地域応援事業 93名参加　農泊開業

［算出根拠］

戦略委員の活動

参加者

徳山美津恵氏　福知山公立大開学記念講演会76名参加。関西大学デザイ

ン・プロジェクト、古地図アプリ開発　関係学生34名

H29-R1 198,000

取組みの

概要

（箇条書き）
全国公募パートナーシップ事業など専門的見地から審査を受ける。

シティプロモーションを戦略的、効果的に進めるため、外部有識者からアドバイスや実践活

動を受ける。

丹波市［企画総務部シティプロモーション推進室］

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 室長　福井誠

事業名 取組み体系

シティプロモーション戦略委員活動
④

クリエイティブな気運醸成・外部人材の活用と交

流

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 397,860

９．取り組み個表［SEQ 52］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

0

② 日帰り

③ 宿泊

① ・

② ・

・

③

・

・

・

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 室長　福井誠

事業名 取組み体系

ドローン、IT活用による農業分野の地域活性化
④

クリエイティブな気運醸成・外部人材の活用と交

流全国公募パートナーシップ事業

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 0

SAgri株式会社［企画総務部シティプロモーション推進室］ H29-R1 0

取組みの

概要

（箇条書き）
実証実験は、丹波市内の農業者と連携して行い、市内農業者への導入を図る。

ICT導入により、最適な土壌づくりに焦点をあて、生産管理の省力化と経費節減をめざす。

人工衛星やドローンのリモートセンシング技術を活用して、農業のICT化を推進する農業管

理アプリケーション「Sagriシステム」の開発と実証実験。

成果 集客人数（人）

実証実験に伴う市内農業者へのサポート

外国人

［合計］ 32

国

内

者

数々のメディア出演によりSAgriシステムの知名度が上がることで、丹波

市が注目を受けた。

丹波大空の会と連携することで市内導入の道筋をつけた。

農業のICTに関心ある若手農業後継者の存在

若手農業者や新規就農者が農業ICTに関心をもつきっかけづくりとなっ

た。

成果に導いた要因 今後の課題

［算出根拠］

丹波大空の会会

員、コンサル・

メーカー関係者

　　　　　区分

項目
CP効果人数

コンテスト等の好成績で事業与信度が高まり、人材

確保、資金調達が順調に進んだ。

SAgriシステムの市内普及に対する市の後方支援

SAgriシステムのビジネスモデル化

SAgriシステムを日本だけでなく、発展途上国など世界に向けて展開していく。

写真１ 写真２

説明：市内農業者への事業説明 説明：丹波大空の会との連携協定

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

SAgriシステムの実用化を図り、収益モデルにつなげ、市内に先端技術を還元する。

Tellus利用促進実証事業の採択やスマート農業補助金申請

を通じて、地元農業者との連携強化を図った。

９．取組み個表［SEQ  53］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

② 310

③ 日帰り 310

宿泊

① ・

・

・

・

・

民間活動及びコミュニティ活動からも教室開催が得られるよう機会の創出を図る。

ＴーKIDS大阪スクール（平成31年４月開設）のキャンプ地として丹波事務所を活用する。

写真１ 写真２

説明：ロケット教室 説明：ドローン、ロケット、プログラミング出前講座

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

子ども向けに独自開発した教育プログラムであり、

地方では触れる機会の少ない体験プログラムであっ

たため。

成果に導いた要因 今後の課題

民間活動からの教室実施や講師の要請を増やす。

自立できる事業展開を創り出す。

成果 集客人数（人）

ロケット教室の開催（3回）親子123組の参加・チャレンジフェス40名
　　　　　区分

項目
CP効果人数

小学校のドローン・ロケット出前講座７校、プログラミング教室８校 ［合計］ 0

国

内

者

宇宙教室やロケット体験、プログラミング教室を通じて科学技術に興味

をもつ子どもが現れ、子どもたちに夢を与えることができた。

［算出根拠］

外国人

株式会社うちゅう［企画総務部シティプロモーション推進室］ H29-R1 515,000

取組みの

概要

（箇条書き）

小学生を対象とした宇宙教室、モデルロケット作製と打ち上げ体験教室の実施。

地域、学校へのドローン、モデルロケットを通じた体験学習の実施。

教育委員会主催のチャレンジフェス（旧遠阪小学校）に宇宙プログラムを提供。

モデルロケット活用による教育分野の地域活性
④

クリエイティブな気運醸成・外部人材の活用と交

流全国公募パートナーシップ事業

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 1,044,986

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 室長　福井誠

事業名 取組み体系

９．取組み個表［SEQ  54］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

0

② 日帰り

宿泊

③

① ・

② ・

③

・

・

・

子育て中の保護者にターゲットを絞り、主体的な広

報活動の実施。

（一社）SSKTの積極的な関わりにより、市内で障が

い者スポーツ活動が活発化。

選手団の結成により、強固な団結力の構築。

障がい者スポーツ選手の育成、掘り起こしと練習

環境の充実

通所施設の更なる認知度向上

新たに運動療法教室としてバスケットボールやバトミントンスポーツの開催

パラリンピック選手の輩出

写真２

説明：身体障害者対象運動療法の様子

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

写真１

説明：知的障がい者対象運動教室の様子

障がい者スポーツ啓発のための講演事業、大会審判派遣

障がい者スポーツの振興により、参加する障がい者が増加（６名）。

成果

取組みの

概要

（箇条書き）

廃校を活用して発達障害や知的障害のある方への運動支援及び運動療育

集客人数（人）

CP効果人数
　　　　　区分

項目卓球・フライングディスク・陸上の３種目の指導を開始し、のじぎくス

ポーツ大会のフライングディスクの部で金メダルを獲得（R元年５月）。 ［合計］

国

内

者

外国人

［算出根拠］

障害者スポーツ18

名、講演会参加者

438名

100,000

④

H29-R1

事業年度

50,000

事業費

クリエイティブな気運醸成・外部人材の活用と交

流

作成日 令和2年2月21日

取組み体系

成果に導いた要因

456

今後の課題

発達支援の講演会を開催し、438名が参加した。講演会の開催によっ

て、幼少時の親の支援の重要性を理解し、通所施設利用者が12名増加。

主事　荒木裕介作成者職・氏名

事業名

児童発達支援センターえがお芦田の運営

事業主体［担当部署］

全国公募パートナーシップ事業

障がい者スポーツの振興及び競技者の育成

一般社団法人SSKT［企画総務部シティプロモーション推進室］

９．取り組み個表［SEQ  55］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

② 629

日帰り 521

③ 宿泊 65

43

① ・

②

③

・

・

SNS教室、料理レッスン等の後方支援事業への参加

によるスキルアップ。

ぽんぽ好、北岡本自治会等受入れ側の人材の活用。

成果に導いた要因

NPO法人SEEDS Asiaによる効果的な情報発信の実

施。特に、外国人参加者の獲得は突出。

事業名

復興・防災スタディツアー

事業主体［担当部署］

全国公募パートナーシップ事業

［合計］

国

内

者

外国人

NPO法人SEEDS Asia［まちづくり部復興推進室］

地元産材を利用した満足度の高い昼食とプロジェクト会メンバーの人柄

に魅了され、リピート者が増加。

成果

ツアー開催32回、参加者629人。

取組みの

概要

（箇条書き）

市島町前山地区をフィールドに、防災と復興をテーマに「学ぶ」ツアーの実施

コンテンツは砂防えん堤、治山ダムなどの防災対策工と、アジサイ栽培、自治会森林整備等

復興の取組み、現地の人々との相互交流

地元有機食材をフル活用した昼食の提供

人数（人）

CP効果人数
　　　　　区分

項目

800

今後の課題

ニューメディアを活用した告知、集客

受入れ団体である丹波復興女性プロジェクト会「ぽんぽ好」は、コミュ

ニティビジネスとして自立化。

［算出根拠］

ツアー受入者と参

加者の合計

写真２

説明：アジア防災センター

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

丹波復興女性プロジェクトのメンバーがグリーンツーリズム農林漁家民宿「ひなたぼっこ」を開業。旅行業

法、道路運送法の規制緩和措置により、今後、スタディツアーの持続的な運営が期待される。

写真１

説明：フィリピン共和国教育省

係長　秋山晃二作成者職・氏名

作成日 令和2年2月21日

取組み体系

1,823,896

④

H29-R1

事業年度

911,420

事業費

クリエイティブな気運醸成・外部人材の活用と交

流

９．取り組み個表［SEQ  56］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

② 40

日帰り

③ 宿泊 40

④

①

②

・

プレゼンテーションには一般参加者を含め202名が参加。

単にアイデア提案ではなく、「主語のある課題解決

プログラム」を一貫してインプットしたことによ

り、他課題においても具体性が高まった。

ヒアリング地の方々の協力。

提案の内、「廃校利活用フェア2018 in たんば」が実現する。26校の廃

校情報、52事業者を含め298名が参加。神楽小ほかに事業者が進出。

今後の課題

話題性が高く、SB社のHPや全国、県下レベルでのメディアに掲載された。

コミュニティビジネス支援として、SNS講座を２回開催。43人が受講。

集客人数（人）

CP効果人数
　　　　　区分

項目

1,702

［算出根拠］

インターンシップ

応募者1500、プ

レゼン参加者202

成果

事業名

地方創生インターンシップ 丹波市Project

事業主体［担当部署］

ソフトバンク・インターンシップ事業

丹波市における５課題をテーマに７日間（うち２日は現地外講座、研修）のインターンシッ

プ（40名参加）。ソフトバンク社インターン29名、メンター20名が参加。

ソフトバンク社［企画総務部シティプロモーション推進室］

0

④

H29

事業年度

0

事業費

クリエイティブな気運醸成・外部人材の活用と交

流

取組みの

概要

（箇条書き）
インターンからの提案は実行を前提としたもので、熟度、精度の高いものは実現化。

継続実施の有無　有　・　無

写真１

説明：プレゼンテーション

写真２

説明：プレゼンテーション（廃校利活用の提案）

今後の展望

成果に導いた要因

情報テクノロジーを活用し、人口減少社会での地方創生課題の解決を図る。

［合計］

国

内

者

外国人

理事　余田一幸作成者職・氏名

作成日 令和2年2月21日

取組み体系

９．取り組み個表［SEQ  57］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

② 298

日帰り 298

宿泊 0

0

①

②

・

写真２

説明：自治体と企業の商談会風景

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

写真１

説明：廃校利活用フェアオープニングセレモニー

自治体と企業が抱えるそれぞれの課題をあらかじめ

把握したうえで最も最適な解決策として、マッチン

グイベントを開催することとしたこと。

成果

取組みの

概要

（箇条書き）

集客人数（人）

CP効果人数
　　　　　区分

項目

「ソフトバンク地方創生インターンシップ」５課題のうちの１課題となる課題解決事業

廃校舎を抱える自治体と廃校舎の活用を考える企業とをマッチングさせる商談会イベント

企業関係者52社（74名）、行政関係者41名、一般来場者183名の来場。

事業名

廃校利活用フェア2018inたんばCITY

事業主体［担当部署］

ソフトバンク・インターンシップ事業

丹波市［企画総務部行政経営課・シティプロモーション推進室］

2,164,151

④

H29

事業年度

1,082,000

事業費

クリエイティブな気運醸成・外部人材の活用と交

流

廃校舎の図書室をリノベーションしたカフェのデモ展示を実施

SNSを活用した情報発信

［合計］

国

内

者

外国人

成果に導いた要因

836

今後の課題

［算出根拠］

メディア掲載4、

SNSによるｴﾝｹﾞｰ

ｼﾞﾒﾝﾄ数832

開催後、２校舎に２事業者の進出につながった。

企業における廃校舎ニーズが把握できると共に、廃校舎を抱える自治体

間のネットワークが構築できた。

③

係長　山内佐由美作成者職・氏名

作成日 令和2年2月21日

取組み体系

９．取り組み個表［SEQ  58］

71



　　　　　　　　　　　　　　　　　

円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

② 33,200

日帰り 33,200

③ 宿泊

④

① ・

②

・

③ ・

・

・

・

丹の里活性化推進事業「味覚フェア」
④

クリエイティブな気運醸成・外部人材の活用と交

流

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 15,861,809

作成日 令和2年2月21日

作成者職・氏名 室長　福井誠

事業名 取組み体系

丹波市［シティプロモーション推進室・農業振興課］ H29-R1 1,900,000

取組みの

概要

（箇条書き）

旬の農産物の魅力を活かした飲食、物販を通じて丹波市の農産物ファンを獲得する。

生産者、加工業者と来場者が直に交流し、マッチングによる販路拡大をめざす。

農産物を育む気候風土、自然、文化、歴史の融合や収穫、加工体験通じて丹波市の魅力を伝

える。

［合計］ 235

国

内

者

集客力の弱い冬でも、天候次第で大きな集客を得ることができ（3000

人）、かつ市外からの集客も約半分を占めた。

和菓子づくり、小豆ごはん、いちご狩りなど体験プランが盛況だった。

成果 集客人数（人）

平成30年度、令和元年度で６回開催し、33,200人の来場を得た。
　　　　　区分

項目
CP効果人数

成果に導いた要因 今後の課題

秋フェアは、織田まつり同時開催により集客増。

［算出根拠］

ロハスフェスタ出

張たんばルシェで

のアンケート回答

会場を柏原市街地と春日おばあちゃんの里周辺で

の開催を検討する。KISS FMラジオCM、ラジオ出演、新聞広告などPR

が奏功し、市外からの来場者が多かった。 市民参加型イベントとして実行委員会組織の強化。

来場者の満足度は９割を超え、出店者の満足度も8点／10点と高かった。 外国人

開催時期、会場を定着させ、継続実施することで市を代表するイベントとして市外への認知度をあげる。

収穫・加工体験や生産者と来場者の交流手段の充

実。

フェアの運営体制に関係各種の市民団体が主体的に関わり、運営組織の強化と持続性を高める。

写真１ 写真２

説明：農産物の加工商品をＰＲするたんばルシェ 説明：加工体験（和菓子づくり）

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

生産者と来場者の親近感を高めるマルシェ方式に転

換したことで会場の雰囲気が良くなった。

９．取り組み個表［SEQ  59］
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円

内補助金 円

・

① 古地図散歩アプリの開発と利用につながった。 集客者

② 19

日帰り 19

宿泊

①

②

・

写真２

説明：提案のあったプロトタイプ

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

写真１

説明：古地図散歩アプリの開発に向けた現地踏査

事業趣旨に賛同いただいた地元農業者、加工者等の

協力

成果

取組みの

概要

（箇条書き）

集客人数（人）

CP効果人数
　　　　　区分

項目

丹波市が持つ可能性を伸ばし、地域として貨幣価値を生み出すことを目標に、その手段とし

ての商品開発をめざす。

事業名

丹波デザインプロジェクト

事業主体［担当部署］

丹波デザインプロジェクト（関西大学）

丹波市［企画総務部シティプロモーション推進室］

1,230,000

④

H30

事業年度

615,000

事業費

クリエイティブな気運醸成・外部人材の活用と交

流

成果に導いた要因

34

今後の課題

村上正樹氏、黒井活性化委員会、お福ちゃんガイド

の皆さんの協力

［合計］

国

内

者

外国人

［算出根拠］

参加学生19、

報告会参加者15

有機野菜を用いたオーガニックベビーフード、学生向けの市内周遊ドラ

イブマップの制作など、第１子出産者や学生をターゲットにした提案

係長　山内佐由美作成者職・氏名

作成日 令和2年2月21日

取組み体系

９．取り組み個表［SEQ  60］
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円

内補助金 円

・

・

① 集客者

590

日帰り 590

宿泊

②

③

・

・

H30-R1

事業年度

485,000

事業費

クリエイティブな気運醸成・外部人材の活用と交

流

理事　余田一幸作成者職・氏名

作成日 令和2年2月21日

取組み体系

取組みの

概要

（箇条書き）

当アプリのアクセス数は、1,180件（R2.2.21現在）

観光客がQRコード読み取り等も含め、古地図散歩をしている姿がよく見

受けられる。

コンテンツ構築にあわせ作成した紙媒体の古地図マップ4,000部も希望

者が多く、ほぼ完配。

事業名

古地図アプリコンテンツ構築事業

事業主体［担当部署］

丹波デザインプロジェクト（関西大学）

2020年NHK大河ドラマ「麒麟がくる」にあわせ、春日町黒井へのまち歩きを誘導するため

の観光ガイドアプリコンテンツの構築。

丹波市［企画総務部シティプロモーション推進室］

［合計］

国

内

者

外国人

970,000

現代地図の上に江戸時代中期の古地図をのせ、各地点でのガイド機能を付加。観光客だけで

の古地図を活用したまち歩きを可能にする。

④

今後の課題

・①

成果

成果に導いた要因

集客人数（人）

CP効果人数
　　　　　区分

項目

1,180

［算出根拠］

アプリアクセス数

②

③

大河ドラマ「麒麟がくる」の放送開始による相乗効

果

郷土史研究家の村上正樹氏、お福ちゃんガイドの

方々、関西大学松下研究室等の全面協力

春日町を起点に戦略的意味がある水分れ、八日

市、十市、宿と街道続きの市島町、また宿場町青

垣とつなげることで、古地図アプリのグレードが

さらに高まるが、古地図が入手できない状況。

継続実施の有無　有　・　無

写真１

説明：古地図マップ（紙媒体）

ガイドの育成、増員

写真２

説明：氷上高校生による古地図ツアー

今後の展望

市公式HPや関係団体による古地図マップのPR

９．取り組み個表［SEQ  61］
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円

内補助金 円

・

・

・

① 集客者

197

② 日帰り 197

③ 宿泊

① ・

②

・

成果に導いた要因

護送船団方式ではなく、手あげ方式による取り組み

意思の高い参加者の確保。

事業の構成は住宅宿泊化、商品化、ニューメディアの３プロジェクト。

１団体がグリーンツーリズム農林漁家民宿を開業。

成果

［合計］

国

内

者

外国人

232

［算出根拠］

SNS講座申込数

78、ワークショッ

プ参加者数154

講座、ワークショップ等開催16回、参加者延べ197人。（SNS講習43人

含む）

事業名

地方創生に向けてがんばる地域応援事業

事業主体［担当部署］

持続的な取り組みをねらい、適正な利益を獲得するコミュニティビジネス化を進める。

丹波市［企画総務部シティプロモーション推進室］

取組みの

概要

（箇条書き）

1,350,641

④

H30

事業年度

1,294,000

事業費

クリエイティブな気運醸成・外部人材の活用と交

流

シニア人材のシティプロモーション支援事業への参加促進が目的。

継続実施の有無　有　・　無

説明：農林漁家宿泊事業ワークショップ

写真２

説明：SNS操作習得講座

高齢者のニューメディア活用意欲が非常に高く、

情報発信者を面的に広げるためにもSNS習得講座

は継続的に必要

今後の展望

集客人数（人）

CP効果人数
　　　　　区分

項目

講師を大学生に、マンツーマンによるSNS習得講座

による高い満足感。

今後の課題

43人がSNS（Facebook、Twitter、Instagram)の操作を習得。

理事　余田一幸作成者職・氏名

作成日 令和2年2月21日

取組み体系

９．取り組み個表［SEQ  62］
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円

内補助金 円

・

・

① 集客者

② 39,075

③ 日帰り 38,810

宿泊

265

・

②

・

・

・

継続実施の有無　有（32団体）：無（４団体）※無の４団体についても、普及活動は継続予定。

事業者間の連携の強化を図り、自主財源の確保など行政支援が無くても事業実施できる運営体制づくり。

事業の成熟度、満足度の向上により、更なるリピーター及び新規顧客の獲得を目指す。

［算出根拠］

サイトアクセス

12,140件、チラシ

700枚

今後の展望

③ イベントの情報発信や事業サポートなど、相互支援

を自主的に実施。

・ クラウドファンディングや企業協賛金など、補助

金以外の事業収入を得るための方策検討。

① 事業者が自走するための補助であることを明確化し

たことによる利益を考えた事業の実施。

事業者との連絡調整を担当する行政部署の検討。

事業者連携のきっかけとなるキックオフ会議の開催。

説明：丹波サイクリング協会によるツール・ド丹波開催 説明：SPLASH丹波のイベントを楽しむ参加者たち

写真１ 写真２

・ 支援が必要な事業者が存在するため、運営体制や

補助金紹介等、市民活動センター利用の斡旋。

本事業の活用により新たに５団体が設立された。 ［合計］ 12,840

相互連携した事業者が16団体あり、事業間での連携が加速している。 国

内

者

外国人

成果に導いた要因 今後の課題

成果 集客人数（人）

全事業者による集客累計39,075名(R２年２月21日時点）。
　　　　　区分

項目
CP効果人数

取組みの

概要

（箇条書き）

・ 市民活動団体等による本市の認知度及び好感度の向上に繋がる取組みを支援し、交流人口の

拡大と本市に対する愛着と誇りの醸成

事業者間の横連携による関係性、発展性の構築

市民活動団体等の自立的な活動の支援

丹波市［企画総務部シティプロモーション推進室］ H29-R1 6,883,000

シティプロモーション支援事業
④

クリエイティブな気運醸成・外部人材の活用と交

流

事業主体［担当部署］ 事業年度 事業費 13,766,000

事業名 取組み体系

作成日 令和２年２月21日

作成者職・氏名 主事　荒木裕介
９．取り組み個表［SEQ  42］９．取り組み個表［SEQ  63］
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継続

事業者名 意向

・ 丹波市の観光地と特産品をPR。

計 新規 リピーター ・ 大会事業としては継続しないが、囲碁文化の普及活動は継続する。

110 110 0

・ 囲碁文化を普及させるためにも、市内各地で様々な囲碁行事を開催したい。

計 新規 リピーター ・ 市に認定してもらっているという信用から、積極的なPR活動ができた。

500 250 250 ・ 一つのイベントとして定着させる必要がある。時間はかかるが知名度を上げていきたい。

・ 行政機関との協力体制が必要である。

・ SNS等の自己発信力を高め、効果的なPR活動を行う。

・ 撮影会では、丹波市外からも来店があり、７組中３組が新規客であった。

計 新規 リピーター

300 300 0 ・ SNSで日常的に丹波市の風景等をアップし、更なる魅力の発信を行う。

・ 会場設営に工夫を凝らしたことで、例年より「本格的な祭り」というイメージを与えた。

・ 広く地域住民が夏祭りを通して交流し、地域活性化を図ることができた。

計 新規 リピーター ・ 祭り運営において協力団体との参画と協働を図った。

500 100 400 ・ 地域へのPR、工夫を凝らした企画の実施などによる参加者の増加を図っていきたい。

・ 駅前という地の利やJR西日本との連携により、電車利用による誘客を促進したい。

計 新規 リピーター ・ 丹波市内においてバルシューレの講習依頼が来るようになった。

25 25 0

計 新規 リピーター ・ 農業体験を軸に、体験イベントを複合的に組合わせたことで、魅力ある企画となった。

250 200 50 ・ 繁忙期のマンパワー不足が顕著に現れた。農繁期には地域の人を雇用することを検討。

計 新規 リピーター ・ 口コミ効果により、都市部から大学生６名がスタッフとして参加。

83 30 53 ・ 「遊びの学校」への参加だけで帰る人がほとんどで、経済効果を生み出せていない。

・ 団体HPでは毎月の様子を掲載していたが、SNSでのイベント周知や様子の情報発信。

補助金を使用していることもあり、年度中に市から中間報告や補助金事務処理

の変更を課せられるなど対応が大変であった。

・

シティプロモーション支援事業のPR効果で、講師の依頼や他市からの視察があ

るなど、バルシューレに対する期待や理解が得られてきた。

・

指導者の講習会を継続することは考えていないが、市内でバルシューレの輪が

広がるように広報活動を行っていきたい。

・

私たちの好きな丹波市をより多くの人に知ってもらいたいと日々奮闘してい

る。農業体験により移住を促進することはハードルが高いが、丹波市ファンを

増やして魅力を感じてもらえるよう、今後も取組んでいきたい。

・

5

バルシューレC級指導者養成講習会

継続

しな

い

一般社団法人　SSKT

参加者数

計

事業費 50,000円

18名の講習受講者、芦屋市教育委員会の視察３名、高砂市スポーツ指導員１名の見学があ

り、バルシューレの輪が県内に広がりつつある。

・

丹波市内にバルシューレ指導者の資格を持つ者が少なく、依頼が来ても法人で対応しきれ

ない場合があるため、指導者の養成を行いたい。

・

6

快汗・楽農・楽食　農業体験in丹波

継続

する

たんばJUNちゃん農園

4
継続

する

事業費

・

3

ロケーション撮影会

継続

しな

い

Photo Studio あおぞら

参加者数

計

2
継続

する

50,000円

シティプロモーション支援事業を受けたことで、単体のボクシングイベントではなく、丹

波市の魅力をPRすることを目的とし、来場者を楽しませることができた。

参加者数

ALT ジム TANBA

計

参加者数

計

たんば紅葉祭　花火祭り～ALT THE TANBA格闘祭～

事業費

谷川駅前祭り

桜美会

事業費

支援事業一覧表［応援タイプ］平成30年度実施分

1

継続

しな

い

第34回緑の回廊囲碁大会

緑の回廊囲碁大会丹波実行委員会

事業名
取り組んでの感想

参加者数

計

№
成　果

課　題

事業費 50,000円

囲碁大会終了後には、土地争いを囲碁の勝負で解決したと伝えられる新井神社の観光に希

望者20名を案内。丹波の歴史に大変興味を持たれた。

子供や初心者向け体験コーナーを計画したが、プロ棋士講師、小中学校との連絡調整が図

れず、実行に移せなかった。

シティプロモーション支援事業の採択を受け、行政と連絡を密にしたことで、

事業の成功を収めることができた。

・

・

50,000円

さらに多くの自治会、市民団体、事業者の運営や発表への参加を図り、地域の

結束や盛り上がりにつなげていきたい。

・

第１段階としてイベントの形作りはできた。今後の展開として、丹波市の認知

度の向上に貢献し、注目されるイベントにしていきたい。

・

21,000円

個展では、丹波市をテーマに構成員がそれぞれ撮影した写真と現代アートを組み合わせた

ことで、印象に残る風景を感じ取ってもらえた。

・

個展で撮影した写真でポストカード、カレンダーやフォトブックを作成し、記録として残

るものを販売し、自主財源の確保に努めたい。

・

事業としては継続しないが、SNSなどで丹波市の風景写真等をアップすること

で、市外の方に認知され、丹波市に訪れたいと思ってもらえるようにしたい。

・

シティプロモーション支援事業の活用により、来場者がどのような風景に興味

を持っているのか把握することができた。

・

・

参加者数

計

事業費 50,000円

・

農業体験を通じ、現在の中山間地域が抱える問題を、都市部の人々に理解してもらえるよ

うにする（環境問題、高齢化、放棄田、空き家対策、獣害等）。

・

単発的なイベントではなく、年間を通じ季節に合った農業体験を実施したことで、来園者

と親密な関係を構築でき、再訪者が増加した。

・ 丹波市内の他地域においても、森を活用した事業が増加してきているので、そ

ういうところと連携していきたい。大路未来会議

参加者数 ・ 森林・山村多面的交付金が終了したが、自然の中で思いっきり遊ぶことは子供

たちにとって重要なので、今後も事業を継続する。計
7

あそびの学校 ・ 講師による親子で楽しめるレクリエーションが好評で、「遊びの学校」の新たな魅力とし

て丹波市内外の参加者が増加。

継続

する

事業費 50,000円
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継続

事業者名 意向

・ のぼり旗を県道、市道に設置してPRができた。

・ JAの月刊誌へ水耕栽培の良さをアピールしたことで、徐々に宣伝効果が高まっている。

計 新規 リピーター

ー ー ー

計 新規 リピーター ・ 案山子を使って鴨庄地区内の名所やグルメが発信できた。

2,000 ー ー ・ 案山子祭りを丹波市内に広げていくための取組連携が必要。

・ サタデー丹波のフリーペーパーに掲載してもらった。

・ ものづくりのプロに指導してもらえることが魅力だと市外からの参加者が増加している。

計 新規 リピーター ・ 収益を目的としていない事業なので、補助金は大変助かった。

130 110 20

・ 子供たちのために参加費を抑えているので、自主財源の確保が課題である。

計 新規 リピーター ・ 接客時にもブルーベリーの特徴をPRしたことで、ブルーベリー果実の購入にも繋がった。

762 712 50 ・ わかさ生活との連携を密にし、販売促進を行いたい。

・ SNSでの自己発信力が弱いので、販売時期には大々的にPRしていく。

・ 様々なワークショップ企画により、リピートして参加される方が増加。

　 ・ 事業の宣伝をSNS、チラシで行うことにより、興味のある市外の方が体験された。

計 新規 リピーター ・ 丹波布だけでなく、他の工芸品にも親しめるワークショップを開催する。

46 30 16 ・ 参加者が増加したため、機を増やし、効率よく体験してもらえるようにしたい。

計 新規 リピーター ・ 28名の参加者のうち、12名が市外からの参加。

28 28 0 ・ 今後自主財源（参加費等のみ）で収支が成立するように予算組みを行う必要がある。

・ 地元企業との連携を強化し、地元の名産をPRできるように企画を検討したい。

・ チラシを製作し、市内外のイベントにおいて、丹波市産大納言小豆茶のPRを行った。

・ チラシを見て興味を持ったことで、購買された方が増加。

計 新規 リピーター

700 ー ー ・ チラシの頒布場所が市内に偏り、既に認知している方の目には留まらなかった。

・ 認知度の低い都市部へチラシを頒布し、購買意欲を高める。

・ 他の加工品とともに販促の機会が増える見込みなので、積極的にPRする。

・

事業費 50,000円

補助金を活用して、ブルーベリーソフトをPRできるのぼり旗を設置できて良

かった。

・

12

丹波の工芸に親しむワークショップ

継続

する

KABURA

参加者数

計

事業費 50,000円
今年度製作したチラシは丹波市内と都市部のみに配布したが、更なる顧客獲得を目指し

て、配布範囲を拡大する。

・

・

参加者数

計

丹波市内のイベント（味覚フェア等）と連携し、収穫を通じて丹波市の魅力を

体験してもらう。

支援事業一覧表［応援タイプ］平成30年度実施分

№
事業名 成　果

取り組んでの感想
課　題

8

「丹波の水から生まれた野菜」の拡販運動

継続

する

農事組合法人　稲畑どろんこ会

事業費 50,000円

9

案山子祭り 案山子祭りプラスワンの催しが帰省者等に喜ばれ、案山子祭りと鴨庄のイメージアップ増

に繋がった。

平成30年度の異常気象により、ハウス内の水耕野菜が全滅。また豪雨災害ではハウスに水

が浸かり、大きな被害を被った。具体的な解決策はないが、自然災害についてあらかじめ

予見し、対策を講じておく必要がある。

・

鴨庄地区自治振興会

参加者数

計

事業費 50,000円

・

10

サマークラフト！さあ作ろう！

継続

する

丹波ものころネットワーク

参加者数

計

伝統文化に触れたり、作ることの喜びや楽しさを知る子供たちが増えつつあり、手作り物

に対する価値観が変わってきている。

・

事業費 50,000円

市内にはある程度イベントが認知されてきたが、市外での認知が低い。市外からの参加者

を増加させるため、情報発信を行っていきたい。

・

11

丹波市の特産品（ブルーベリー）のPR

継続

する

株式会社PAひかみ

参加者数

計

13

もっと幸恋

継続

する

幸世自治振興会　若者交流会

参加者数

計

事業費 41,000円

ただの婚活イベントではなく、地元企業や神社と連携し、地域一体となりおもてなしをし

たことで、アンケートの回答で再訪したいと答えた参加者が増加した。

・

14

丹波市産大納言小豆使用　小豆茶販売促進事業

継続

する

・ すぐに結果が出る取組みではないので、継続することによって認知度を高めて

いく必要がある。丹波ひかみ農業協同組合

参加者数

計

事業費 50,000円

稲畑地区には、明智光秀の祠があるので、NHK大河ドラマ「麒麟がくる」の放

映に併せた広報、宣伝を行っていく。

・

のぼり旗を立てたことで、来客者に丹波市産ブルーベリーソフトの存在を知らしめること

ができた。

・

平成30年度は地元との関わりを重視し、名所をプロモーションしたことによっ

て、新鮮な感動を与えることができた。来年度以降はさらに企業との連携を

図った事業を展開していきたい。

・

例年恒例の案山子のみの発信から、地区内の資源を有効活用し、プラスワンの

発信ができたことで、今後の地域づくりに活かせる土壌ができた。

・

当事業においては、２回目以上のリピート客が多い。参加者の口コミ、SNSで

の情報発信により、更なる集客増を目指したい。

・継続

する

広報が地区内へのチラシ、放送や新聞程度であった。来年度以降は、市内外への発信を強

め、集客力をあげる。

・

ワークショップを通して、経済効果やPRの手法と結果について考えることがで

きた（次の発展に繋げることができる）。

・

講師陣の金銭的、身体的労力が大きすぎる。負担を減らすため、事業を縮小し

て実施する。
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継続

事業者名 意向

・ 市内外の多くの方に新緑の高源寺の魅力を伝えることができた。

・ 地域交流によりおもてなしの機運を醸成し、観光客を迎え入れることができた。

計 新規 リピーター ・ リピーターとして毎年参加される方が多数存在する。

200 70 130

・ SNSの活用により、集客増を目指す。

計 新規 リピーター ・ 写真撮影者は、今後ますます健康のため、趣味に勤しみたいと言われていた。 ・ 市の公式FacebookやHPで更に宣伝していただけたらありがたい。

2,000 ー ー

・ 撮影対象者を増加し、市内の高齢者の魅力をより発信していく。

・ 安定したリピーターの確保のため、会員制として年間事業を実施できた。

計 新規 リピーター

450 300 150

・ 地元の農泊推進事業者との連携を図る。

・ JRの利用促進を図り、100名以上の方に電車で来場いただいた。 ・ 令和2年５月31日（日）開催予定

・ 遠方からの来場もあり、丹波市、生郷地域の良さを伝えることができた。

計 新規 リピーター ・ 水分れ公園にも案内し、観光地の魅力発信につながった。

600 600 ー ・ ポスター、チラシの製作が遅れ、周知範囲及び時間が足りなかった。

・ 他団体との強固な連携を構築し、石生駅のメインイベントとして毎年定着させていく。

・ 都市部からの新規参加者が８名増加。

・ 京阪神の方に丹波市特産品の魅力発信が行えた。

計 新規 リピーター ・ 勝坂歴史看板の製作により、勝坂林道への観光者が増加した。 ・ リピーターとして毎年参加してもらえるよう魅力ある企画を行っていきたい。

120 50 70 ・ メンバーの高齢化による脱退者の増加（新規会員の勧誘が必要）

・ 当団体は地域活性化に取組んでいるが、地域住民に浸透していない。

・ 情報と魅力発信が市やメディア任せになっていた。SNSの活用方法を学びたい。

シティプロモーション支援事業が今年で終了となるのが残念である。次の支援

策をご指導ください。

展示期間中に写真を見た方から「元気になった」「まだまだ活躍したい」など前向きな感

想を多数いただいた。

展示場所を３箇所に増加したが宣伝力が乏しく、効果が薄かったため、展示箇所について

検討する。

シティプロモーション支援事業の採択により、事業期間及び展示箇所を増加

し、より多くの方の目に触れる機会ができて良かった。

事業費 50,000円

市内への経済効果を生み出すため、近隣の蕎麦屋、ジビエ料理店やおばあちゃんの里を紹

介し、市内にお金が落ちる仕組みを構築できた。

農園の認知度向上により、来園者が増加し、マンパワー不足が顕著であるため、地元雇用

を検討する。

シティプロモーション支援事業の効果で、黒枝豆の新しい食べ方を考案した。

そのメニューが好評であるので、来年度は新企画として本格的に実施してい

来年度以降は若者にフォーカスし、「農業婚活」イベントを行うなど、様々な

計画を検討しているので、情報発信のサポートなどをお願いしたい。

初めて開催するイベントで、初動も遅く予算について悩んでいたが、シティプ

ロモーション支援事業に採択いただいたことで、実行に移すことができた。

親身にアドバイスに乗っていただき、軌道修正できたことは非常にありがたく

感じている。

・

・

・

・
17

快汗・楽農・楽食　農業体験in丹波2019

19

農村と都市との交流イベント

継続

する

18

タンバッカスフェスティバル

継続

する

タンバッカスフェスティバル実行委員会

参加者数

計

事業費 50,000円

絹山楽笑会

参加者数

計

16

健康長寿丹波写真展

15

高源寺新緑まつり

継続

する

たんばJUNちゃん農園

参加者数

継続

する

株式会社　オカバヤシ

参加者数

計

事業費 47,000円

計

事業費 50,000円

継続

する

自治会予算だけでは、イベント開催が困難であった中、シティプロモーション

支援事業により事業内容や情報発信力が大幅に増加した。桧倉自治会

参加者数

計 市内において他のイベントが幾つも開催されていたこともあり、参加人数が少なかったの

で、集客力を上げるため、他のイベントの日程等を事前に収集しておきたい。
事業費 50,000円

来年度以降は自主財源のみでの実施となるが、魅力ある事業の増進、情報発信

により、集客力を高めることで、収入を確保していく。

・

・

・

支援事業一覧表［応援タイプ］令和元年度実施分

№
事業名 成　果

取り組んでの感想
課　題

・

・

・

・

・

・

79



継続

事業者名 意向

計 市外 市内

530 160 370

215 55 160

200 50 150 ・ 他団体との連携により、他では味わえない非日常体験を楽しんでもらうことができた。

15 5 10 ・ 安定した事業継続のため、市内企業、飲食店、市民からの応援や協賛金を募る。

315 105 210 ・ 引続き丹波市の歴史・文化を題材とした新作能狂言を制作し、市民の財産を蓄積させる。

200 50 150

115 55 60

・ 団体自身のSNS等による情報発信を積極的に行うことで、認知度を高めていく。

　

計 市外 市内

380 370 10

240 230 10

160 150 10

80 80 ー ・ 阪神間のサイクルショップとの連携を密にし、丹波市への導線を確保する。

140 140 ー ・ 早朝イベントが大半を占めるため、近隣宿泊施設の斡旋（特に市内）を行いたい。

70 70 ー ・ サイクルステーションの整備によるお土産や休憩施設の充実化を図る。

70 70 ー

・ 行政や各種団体と新たな繋がりが生まれ、事業を拡大することができた。

計 市外 市内 ・ 実行委員会制により、発信力の向上及び事業内容の充実を図ることができた。

15,000 ー ー

5,000 ー ー

3,000 ー ー

2,000 ー ー ・ リピート率を向上させるためにも、丹波市らしさを詰め込んだイベントにしていきたい。

10,000 ー ー ・ 来年度以降の事業継続には、官民一体の連携が必要であると感じた。

5,000 ー ー

5,000 ー ー ・ 顧客満足度や意向を諮るため、アンケート調査を実施したい。

駐車場不足になりつつあるため、駅からのシャトルバスでの来訪を促したい。

計 市外 市内 ・ 初の試みである藩邸でのライトアップ能は、非現実的な体験とあって高評価を得た。

3,500 ー ー ・

2,000 ー ー

ー ー ー ・ 名所のライトアップにより、撮影スポットとして脚光を浴び、観光客の印象に残った。 ・ 来年度から自主財源のみでの開催となるため、規模を縮小して継続する。

ー ー ー ・ 飲食物を求める観光客が多いため、露店やナイトハピネスとのコラボを検討したい。 ・ 民間だけでは事業の継続に限界を感じる。行政からの積極的な支援を求める。

1,500 ー ー

ー ー ー

ー ー ー ・

複数年の補助制度であったため、事業拡充を図ることができた。ただし、対象

となる経費の制約が非常に煩雑であり、事業者のやる気を損なうのではないか

と懸念する。

・

ライトアップ箇所の追加等、シティプロモーション支援事業補助金を受け、拡

充部分を生み出すことができて良かった。

(H30)　計

(H30)　新規

(H30)　新規

(H30)リピーター

事業費 1,000,000円

・

・

・

・

ただのイベントで終わらせるのは勿体ない。行政や商工会と連携し、市内への

経済効果を生み出したい。

他団体の取組みを学ぶことで、当団体活動の参考になることが非常に多く、ま

た団体間の横連携を図ることができた。

シティプロモーション支援事業の活用により、常に新規展開を検討でき、来場

者をマンネリ化させないための仕組みを構築できた。

・ ゼロから始めた事業であるにも関わらず、ここまで団体が自立できたのはシ

ティプロモーション支援事業を活用できたことが大きな要因である。

環境整備やコトの提供が行えた。また、昨年度の反省を踏まえて、人員３名の

増員を図り、メインイベント「ツール・ド・丹波2019」を成功させた。

シティプロモーション支援事業補助金が終了しても事業を継続し、丹波市にサ

イクリスト達を呼び込む。

丹波市が、サイクリスト達にとって走りやすい環境であるということを２ヵ年

事業を通じてアピールできた。(R1)　計

(R1)　新規

・

・

(H30)　新規

(H30)リピーター

・

３年目となる令和元年度は子育て世代をメインターゲットとしたことで、小さい子供をお

連れの親御さんの参加率が高まり、夏の風物詩となりつつある。

・

・

・

・

来年度は以降は、市内高齢者の方にも親しまれるよう「観光と健康」を柱とした自転車教

室を開催するなど、認知度向上に努めたい。

・

支援事業一覧表［提案タイプ］２ヵ年まとめ

№
事業名 成　果

取り組んでの感想
課　題

・ 当企画が丹波市の文化向上・経済発展・人口増加に微増ながらお役にたてるこ

とを念頭に活動を継続していく。丹波能楽振興会

継続

する

・

・ この２年間でシティプロモーション推進室には大変お世話になった。イラスト

レーターの中川英明氏を紹介いただいたことで、想定を超える取組みにつな

がった。全体を通して想定以上の成果を上げることができたのは、行政や関係

団体のサポートのお陰であり、感謝します。

・

能狂言を学ぶ生徒が15名、プレ公演(H31.3.27)に200名、本公演(R1.11.29)に300名を

超える参加者があったことは、丹波猿楽への期待・興味の表れである。

第一の成果は、丹波猿楽の復活を成し遂げることができたことである。丹波市の財産とな

る新作能「直正」及び新作狂言「ちーたんと丹波竜」の台本が完成したことで、丹波猿楽

発祥の地として、能楽の振興を図ることができた。

来年度以降も継続開催を前提に、シティプロモーション支援事業を通じて構築

できた人間関係や経験を維持し、更なる発展により、丹波市内で丹波猿楽文化

を根付かせていきたい。

・

2

丹波サイクリングプロジェクト

1

新丹波猿楽プロジェクト

継続

する

丹波サイクリング協会

(R1)リピーター

事業費 1,000,000円

(R1)リピーター

(R1)　計

(R1)　新規 子供能楽師の新規募集による丹波猿楽の推進と、他団体との連携による経済波及効果を生

み出すことで、市内で能楽文化が根付いていくようにしたい。

(H30)リピーター

２ヵ年総計

２ヵ年総計

(H30)　計

ゼロから始めた事業であるにも関わらず、ハード、ソフト両面において、十二分に成果が

発揮でき、リピーターの中にはふるさと納税を行っていただいた方も複数あった。

・

他団体との連携、協力により市内外のイベント等で当団体をＰＲできた。また自転車ポー

タルサイト「TABIRIN」への掲載により、メディア露出が高まった。

・

サイクリングマップの整備、アテンドライドの実施により市外からのサイクリストが大幅

に増加し、季節ごとのサイクルイベントでは毎回募集定員を超える申込みがあった。

参加者数

参加者数

3

SPLASH!!丹波!! ・ シティプロモーションに繋がるよう特に市外向けにイベント情報を発信したことで、2年

連続来場者数が前年比倍増した。

継続

する

一般社団法人　丹波青年会議所

事業費 1,000,000円

補助金が無くても自主運営できるように、クラウドファンディングへの挑戦、駐車場代や

寄付金を募るブースを設ける等、自主財源の確保に努める。

・

参加者数

(R1)　計

(R1)　新規

(R1)リピーター

２ヵ年総計

(H30)　計

4

丹波かいばらライトアップ

継続

する

観光まちづくりの会

参加者数

(R1)　計

(R1)　新規

(R1)リピーター

事業費 800,000円

(H30)　計

(H30)　新規

(H30)リピーター

市外の観光客向けに、SNSやメディア等での露出を増加させたことで、年々賑わいのある

恒例事業として定着しつつある。

２ヵ年総計 令和元年度は、自己資金確保のため柏原藩邸への入場を有料化したが、予想を上回る来場

者があり、自主運営資金獲得の一つの形となった。

翌日に開催される織田まつりにそのまま参加してもらえるように、宿泊施設の案内等によ

り、市内での経済波及や横連携を図っていく。

・

２ヵ年連続天気に悩まされている事業であるため、予め予備日を設けるなどして、開催中

止とならないようにしたい。
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継続

事業者名 意向

計 市外 市内

3,800

2,000 ー ー ・ 令和元年度も市内外様々なイベントに出店し、知名度向上に努めている。

ー ー ー

ー ー ー ・ 更なる市内飲食店との連携により、新商品の販売と集客を促進する。

1,800 ー ー ・ 当団体の存続のためにも、収益を生み出すような仕組みを構築していく。

ー ー ー

ー ー ー

・ 当事業に提供いただいた笛路村の農産物や農家の取引が前年比1.5倍増。(H30、R1実績)

・ 定員を少人数にすることにより、お客様に深く関わり、参加者の満足度が上がった。

計 市外 市内

310 220 90

80 70 10

50 40 10 ・ 来年度以降は自主財源のみで運営が可能となる見通しである。

30 30 ー

230 150 80

205 125 80 ・ 笛路村地区内で普段から連携を行い、イベント時の協力者を確保する。

25 25 ー

計 市外 市内

500 100 400

200 ー 200 ・ マップ化・冊子化することで、次世代に神楽の歴史を残すことができた。

200 ー 200

ー ー ー

300 100 200

300 100 200 ・ 積極的に神楽の情報発信ができる人材の確保。

ー ー ー ・ マップ・冊子の完成後、都市部からの来訪者に活用してもらうための周知方法を検討する。

・ 団体活動に理解を示し、主体的にボランティアを行う住民が増加。

・ 500を超えるイベントアイデアが浮上し、新たなイベント企画が誕生した。

計 市外 市内

920 648 272

270 148 122

70 48 22 ・ 「麒麟がくる」の放映が終了した後も、連携イベントは開催する。

200 100 100

650 500 150

300 200 100 ・ SNS（Facebook）の活用が不十分。

350 300 50 ・ お土産商品の販売により、自主財源を確保し、事業を継続する。

・ より強固な団体間の連携により、相互サポートを行っていきたい。

2ヵ年総計

マップや冊子を田舎暮らし推進や定住促進にいかにして繋げていくか、長期的

な視点を持ち、事業に取組んでいきたい。

・

マップや冊子の完成が目的ではないため、事業の延長線として成果物を活用

し、新たなイベント等に活用する。

継続

する

(R1)　新規

(R1)リピーター

(H30)　計

(H30)　新規

里山企画は3回目の開催で、満足度も高いことからリピーターが多く、徐々に知名度が向

上しており、大々的に集客を行わなくても口コミ等だけで満員となっている。

・

事業参加者は県外の方が多く、事業終了後は市内の宿泊施設や飲食店を斡旋するなど、市

内への波及効果をもたらせることができた。

初年度は備品や食材、施設の改修などハード面の整備、２年目は参加者の満足

度向上や新しいイベントの企画、市内飲食店、宿泊施設との連携などソフト面

の充実をメインとして実施した。課題はあるが、認知度が高まりつつある。

・

新たなに取組んだ「里山珈琲」では、交通手段や駐車場の問題が顕著になったため、シャ

トルバスの運行、行政との連携などにより事業規模を拡大させていきたい。

・

地域資源冊子製作のため地域探索活動や冊子完成に向け写真選定、文書校正作業を通じ

て、地域住民の地域に対する興味関心、来客者のおもてなしの機運が高まった。

・

写真コンテストでは、市外の方から場所を尋ねられたり、神楽住民でさえも知らない場所

を撮影したものもあり、市内外から注目が集まった。

・参加者数

(H30)リピーター

2ヵ年総計

事業費 (見込み)643,000円

一般財団法人　神楽自治振興会

事業費 1,000,000円

特定非営利活動法人　丹のたね

参加者数

(R1)　計

今後も丹波市特産品を使用した名物商品の開発や、市内外のイベントで丹波市

産品の販売を促進し、地域商社として活動する。

・ ・

SNSでの自己発信を主とするが、新聞社や雑誌等へのプレスリリースを行い、記事にして

もらえるよう広報活動を実施する。

・

支援事業一覧表［提案タイプ］２ヵ年まとめ

№
事業名 成　果

取り組んでの感想
課　題

2ヵ年総計

(R1)リピーター

とっとりバーガーフェスタの開催が想定外の中止となったため、大々的にPRす

る機会を失ったことは残念であるが、精力的に丹波三宝の推進に貢献できた。

・

シティプロモーション支援事業の対象となる経費が限られており、活動幅の制

約が厳しいという声が団体内で多々あった。

・

とっとりバーガーフェスタにおいて全国６位。ベストローカリズム賞（最も地域性、団結

力のある団体賞）を受賞し、丹波三宝をアピールできた。（H30年度）

市内飲食店８店舗で「丹波プルドポークバーガー」を販売。ブルーベリービール、シシシ

カブーなど特産品を使用した新商品の開発・販売を実施。

・

7

地域資源探索活動と集落マップの作成・情報発信

継続

する

・

(H30)　計

(H30)　新規

(H30)リピーター

6

里山企画（里山フレンチ・里山牡丹・里山懐石）　

継続

する

丹波うまいもん研究会

参加者数

(R1)　計

(R1)　新規

5

特産品を使用した名物の開発及びPR事業

(H30)　計

(H30)　新規

(H30)リピーター マップ・冊子は田舎暮らし体験イベント、各種観賞会イベント時に配布。また、体験施

設、学校などに配布しふるさと教育への利用を推進する。(R1)　計

(R1)　新規

(R1)リピーター

事業費

8

ようこそ御茶の国丹波へ

継続

する

・ NHK大河ドラマ「麒麟がくる」に決定したことを受け、立ち上げた任意団体が

ここまで大きい組織となり、イベントが成功したことは、行政の協力及びボラ

ンティアスタッフの尽力によるところが大きい。

黒井城跡地域活性化委員会

(R1)リピーター

事業費

(H30)リピーター

(R1)　計

(R1)　新規

参加者数

2ヵ年総計

登山客は多いが、お金が落ちる仕組みがない。ただし、古地図アプリとの連携、お土産商

品の販売や街中カフェのオープンにより経済効果を徐々に生み出しつつある。

（見込み）463,000円

(H30)　計

(H30)　新規

大河ドラマ「麒麟がくる」に合わせたことで、黒井地区のハード面の整備、ボランティア

ガイドの充実や本イベントの成功など、放映に向けおもてなしの機運を醸成できた。

・

団体活動が実を結び、令和２年度からは大丹波（丹波市、丹波篠山市、福知山市、亀岡

市）連携イベントを実施することが決定。

・

新しい挑戦として、オンラインブレストでのアイデア(チャンバラ合戦や街なか

カフェ)や古地図アプリ、黒井城祭り等との連携を図り、事業を継続していく。

・

（見込み）800,000円

・

・

シティプロモーション支援事業の活用、行政のご支援やご協力により、里山企

画を軌道に乗せることができた。

・

・

里山企画開催時だけでなく、年間通じて笛路村から情報発信することで、丹波市への訪問

者を増やしていきたい。

・

シティプロモーション支援事業の取組みがきっかけとなり、丹波市内外から神

楽に目を向け、神楽を訪れてくださる方が増加することを期待する。

・
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継続

事業者名 意向

・ 起業家の関心を引きつけ、行動を促すことができる効果的な動画を制作できた。

・ 起業家誘致動画については、具体的な成果は出ていないが、300件のアクセスがあった。

計 市外 市内 ・ 起業家誘致動画閲覧による企業相談問合せが１件あった。 ・ 大変有用なツールを作成させていただいた。今後有効活用を図りたい。

300 ー ー ・ 訪日観光客誘致動画についても同様に露出度を高めていく所存である。

300 ー ー ・

ー ー ー

・ 露出が少ない。閲覧数を向上させることで、問合せを増加させていきたい。

・ 阪神球団をホームチームとしたことで、広範囲から集客できる仕組みが構築できた。

計 市外 市内

2,100 ー ー ・ 新聞社へのプレスリリース、FM805への番組出演等の広報活動と連携による集客増。

2,100 ー ー ・ 観戦者は日帰り客が多いため、宿泊させるための仕組みを構築する。

ー ー ー

・ 霧のSATOYAMA丹波のHPやFacebookのアクセス数11,840件（R２.2.14日現在） ・ 市内の関係者と幅広く連携を図ることができ、非常に意義深いと感じた。

計 市外 市内

265 265 ー

19 19 ー

19 19 ー

ー ー ー

246 246 ー

246 246 ー ・ 市内事業者が経済効果を実感できるように販促活動を強化する。

ー ー ー

計 市外 市内 ・ 世界へ向けて丹波市の魅力を発信することは、観光客の誘致に繋がると確信している。

ー ー ー

ー ー ー

ー ー ー

・ 25ヵ所の店舗や個人宅にミニガーデンを設置。

・ かいばら100円笑店街との連携により、街なかへの回遊性を高め、集客に貢献。

計 市外 市内

1,000 ー ー

500 ー ー

ー ー ー

ー ー ー

500 ー ー

ー ー ー

ー ー ー

・ かいばら100円笑店街との更なる連携強化を図る。

東京五輪までのうちにインバウンド観光客誘致のプロセスを作っておかなけれ

ば、丹波市への誘致は皆無であると考えているため、令和元年度までが勝負で

あると感じている。

・

当事業は今後が正念場である。行政とのより強固な協力関係を築いて、更なる

誘客を図っていきたい。

・

13

街なかミニガーデンによる魅力アップ事業

継続

する

・

(H30)　新規 ・

12

すぐに成果の出る事業ではないが、５年、10年先を見据え、徐々に成果を出し、観光客を

誘致していきたい。

・

施工した店舗等には大変喜んでいただいているが、商店街の風景が一変したわ

けではない。これまでから取組んでいるバラの植栽による街づくりと並行し

て、地道な努力や事業の継続が必要。

柏原まちづくり協議会

参加者数 ・ 柏原への訪問者から雰囲気が明るくなった等の前向きな評価が目立ち、中心市街地の魅力

アップに貢献できた。２ヵ年総計 ・ 四季を通じて、その季節に合った花を植えることで、花が好きな層をメイン

ターゲットとして誘客していく。(H30)　計

集客を目的とした事業ではないが、中心市街地での「ミニガーデンの設置、管

理」は、観光客へのおもてなしの観点から非常に有意義であった。

事業費 （見込み）1,000,000円

設置したら終わりではなく、今後の活用が重要である。商工会と連携しつつ、

ミニガーデンの増設、管理等を継続していく。(R1)　新規 ・ 商工会や建設業部会の協力のもと、柏原街なかでミニガーデンを設置しない各店舗にもミ

ニガーデンの設置を促し、中心市街地を花で彩る。(R1)リピーター

(H30)リピーター ・ ガーデン設置が完成したので、商工会や市公式HPで紹介しつつ、柏原街なか以外でもミ

ニガーデンの機運が高まるようにしていきたい。(R1)　計 ・

継続

しな

い

市の支援（HP、Facebookや広報誌への掲載）を受けて事業を展開したため、あ

る程度の集客力が見込めた。

今回から新たに実行委員会制での取組みとなる。事業を継続することで、丹波

市をPRできる手法について検討し、他団体との連携により、実りのあるイベン

トにしていく。

・

・

会場施設の改修（選手ロッカールームや練習用設備）が必要となるため、継続実施は困難

である。

・

新規

シティプロモーション支援事業者、丹波市観光協会や観光振興部会との間で「丹波の特産

品」による出店販売の連携を図ったことで、来場者に好評を得た。

・

「無」から「有」を生み出す事業に取組むことができ、微力ではあるが地域に

新たな経済効果をもたらし始めたことは、将来に繋がると感じている。

・

四季を通じた動画を撮影することで、今まで知らなかった丹波市の魅力を再発

見することができた。

・

・

株式会社　西山酒造場

閲覧数 完成後の動画の活用が重要で、この機会に都市部や海外の方々に丹波市の魅力

を届けることで、誘致に繋がると考えている。

行政や観光協会、関連団体にも制作した動画の使用をお願いし、丹波市一丸と

なってプロモーション活動を推進したい。

丹波の伝統文化・産業を世界に発信 ・ 映像制作中のため成果は出ていないが、弊社を訪れるインバウンド観光客は確実に増加傾

向にある（ビーンズ株式会社との連携も含めて前年比1.5倍となった）。

継続

する
計 令和元年度中に映像が完成予定であるが、異常気象等により撮影のスケジュールの乱れが

発生している。最高の状態を撮影するために、複数回撮影を実施している。

・

新規

リピーター 映像完成後は、弊社が開催又は出展する国内外のイベントにて映像を流したり、貿易を

行っている28ヵ国に対して映像DVDを配布し、誘客を促進する。事業費 （見込み）346,000円

・

・

11

"霧のSATOYAMA丹波”インバウンド観光客誘致事業

継続

する

ビーンズ株式会社　丹波支店

参加者数

(R1)　新規

(R1)リピーター

(R1)　計

事業費 （見込み）743,000円

２ヵ年総計

(H30)　計

(H30)　新規

(H30)リピーター

インバウンド観光客の誘致という、今まで市内で全く取組まれていない分野への挑戦で、

海外マーケットに丹波市の存在を知らしめた。

・

HPに掲載する企画商品を増やし、情報更新を充実させることで、インバウンド観光客に

商品の購入に繋げていく。

・

丹波市の観光について、何が魅力的で誘客に有効な素材かを知ることができ、海外マー

ケットに向けた告知媒体の製作に取組むことができた。

・

支援事業一覧表［提案タイプ］２ヵ年まとめ

№
事業名 成　果

取り組んでの感想
課　題

株式会社　まちづくり柏原

継続

する
計

起業家誘致を推進することと並行して、丹波市全体の魅力を広く発信し、来丹や特産品の

購入等の経済効果を波及させるための取組みに結び付けていく。

・

起業家誘致を進めることと並行して、柏原及び丹波市全体の魅力を広く発信

し、当エリアへの来客や、関連商品の購入等の行動へと結び付けていく。

・

事業費 （見込み）762,000円

行政のTURNWAVE、全国移住NAVI、JOINへの動画掲載、移住関連イベントで

の上映を促進し、露出を高めることで、より高い成果を出す。

10

初夏の丹波はプロ野球+αで魅力満載！

9

柏原起業家および訪日観光客誘致プロモーション事業

閲覧数

新規

プロ野球ウエスタンリーグ誘致実行委員会

参加者数

計

リピーター

事業費 80,000円

リピーター
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継続

事業者名 意向

丹波三宝を掲載したチラシ、リーフレットの製作により、九州地方から注文が増加。

（チラシ、リーフレット1,700枚配布）（丹波市産商品購入1,060件）

計 市外 市内

1,060 1,060 ー ・ 市内への波及効果が生まれるような取組みに繋げていく。

380 380 ー

280 280 ー

100 100 ー ・ 丹波味覚フェアを令和２年３月末までに開催する。

680 680 ー

560 560 ー

120 120 ー

・ 地域資源の積極活用や地域活性化に対する地域住民の意識向上を図ることができた。 ・ シティプロモーション事業を通じ、様々な事業者と交流、連携できた。

計 市外 市内

204 194 10 ・ 閑散期である冬の来丹者が増加した。

167 157 10 ・ 団体観光客に特化したため、SNSの活用がほとんどできず、地域の魅力発信不足。

37 37 ー

・ 丹波市産品を使用した試作カレーが、専門家監修のもと完成した。

・ 隔年開催としたことで、企画内容を一新でき、スケジュール調整にも余裕ができた。

計 市外 市内 ・ イベントスタッフを募集し、市内外から50名の協力者が得られた。

572 480 92

50 30 20

50 30 20

ー ー ー ・ 他の同事業者との連携が不足していた。互いに協力できるよう関係性を構築したい。

522 450 72 ・

122 100 22

400 350 50 認知度向上や内容の充実により、収入は上がってきているが、まだ補助金頼みになってい

る。アーティスト謝金の抑制や消耗品の再利用など支出を減らしていきたい。

次回以降の課題として、イベントに参加して終わりではなく、他団体との連携により、丹

波市を満喫してもらい、再訪してもらえる仕組みを構築したい。

・

シティプロモーション事業の活用により、使用道具類の整備が終了し、味噌作

りのノウハウ等も学び、徐々にリピーターが増加している。来年度からは補助

金が無くとも事業の継続が可能である。

・

継続

する

(隔年)

・ 事業の最終目的は赤字を出さないことであった。その上で隔年開催できるよう

実行体制を整えることができた。

継続

する

・

モノ作りコト作りへの活用を広げることで、参加者との交流が深まり、リピー

ターの増加及び口コミによる新規顧客が増加している。

・

シティプロモーション支援事業が２ヶ年計画で事業を実施できるため、１年目

に準備期間を設けることができて良かった。

・

・

イベント開催に際しての課題や改善点をシティプロモーション推進室と相談し

ながら進めることができたため、周辺からの苦情や緊急対応時の問題は起こら

なかった。

支援事業一覧表［提案タイプ］２ヵ年まとめ

№
事業名 成　果

取り組んでの感想
課　題

九州地方で丹波市産品を購入される方を、生産地である丹波市に向かせるため

に、まずは丹波市ファンを増やすための仕組みを検討したい。

福岡アンテナショップにて丹波市特産品の試食会を行い、丹波市産品の美味しさを多くの

方に知っていただくことができた。

・

制作したPVをアンテナショップ内で流し、丹波市の景観の美しさを感じてもらい、訪問し

たいと思わせる仕組みを構築できた。

・ ・

福岡市は現在、食のインバウンドに力を入れており、丹波ブランドの食の魅力

を大きく知らしめるイベントを開催し、食事や商品を販売する方法を企画して

いきたい。

・

14

丹波三宝スイーツ及び丹波市特産品販売促進（福岡新規開拓）事業 ・

継続

する

事業費 690,000円

(R1)　計

(R1)　新規

(R1)リピーター

２ヵ年総計

たんば商業協同組合、丹波三宝推進協議会との連携により、販売商品の拡充と丹波市の情

報発信に努め、丹波市への誘客を促進していく。

(H30)　計

(H30)　新規

株式会社　まさゆめさかゆめ

参加者数

２ヵ年総計

株式会社　ゆめの樹野上野 ・ モノ作りからコト作りへの活用を広げることで、参加者との交流が深まり、リピーターの

増加及び口コミによる新規顧客が増加している。参加者数

リピーター

計

冬季に丹波市への誘客は非常に難しいため、但馬、丹後方面の団体との連携も積極的に行

い、メインでなくとも、道中に立ち寄ってもらうための手段を講じたい。

・

一番の成果は、一昨年時よりソフト・ハード両面において工夫を施したことで、集客目標

を上回る522名の参加者を得ることができたことである。

(H30)リピーター

アンテナショップ建設工事の遅れにより、企画していた丹波味覚フェアの開催が遅れている状態で、早急

に開催したい（R1.11.16オープン）。

・

・

Sense of wonder

15

丹波の味噌寒仕込み体験と交流事業

事業費 （見込み）970,000円

16

野外音楽フェスティバル

(R1)　新規

(R1)リピーター

(H30)　計

事業費 （見込み）1,000,000円

新規

(H30)　新規

(H30)リピーター

参加者数

(R1)　計
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継続

事業者名 意向

・ 今までにはないコースや説明を受け、大満足との声をいただいた。

計 市外 市内

70 24 46 ・ 次回以降の開催は観光協会とのコラボにより集客を行いたい。

35 14 21

35 10 25

・ 参加者のほとんどが食事目当てであったが、待ち時間には農場の見学をしておられた。 ・ 地域住民が継続して推進している事業にスポットを当てていただきたい。

計 市外 市内

760 560 200

300 200 100

460 360 100 オープンファームに取組もうとする農家の広がりが乏しいので、全市的に広げていきた

い。

シティプロモーション支援事業で採択された画期的な取組みを点で終わらさ

ず、線や面として発展させる支援を継続してもらいたい。

・

丹波市民が市外からの来丹者をおもてなしできるように、地元の歴史を学んで

おくことが必要なのではないかと感じた。もっと「土曜は丹波市に」を光らせ

る必要がある。

・

オープンファーム企画においては、農場を知ってもらう機会となり、その後の購買やリ

ピートに繋がった。

自動車での来客が大多数のため、看板やのぼり等の設置により、春日ICからの導線を確保

したい。

・株式会社　丹波婦木農園

参加者数

計 ・

新規

事業費 （見込み）500,000円

18

オープンファームデー

継続

する

リピーター ・

事業費 （見込み）60,000円

17

丹波の歴史発見事業

継続

する

リピーター

特定非営利活動法人たんばコミュニティネットワーク

参加者数

計

新規

コース設定に当たって、昼食や買い物で市内飲食店を周遊することで、経済波及効果をも

たらすことができた。

・

シティプロモーション支援事業補助金を活用したことにより、参加費を抑えることができ

た。来年度からは補助金がなくなるため、自主財源獲得方法を早急に検討したい。

・

支援事業一覧表［提案タイプ］

№
事業名 成　果

取り組んでの感想
課　題
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円

内補助金 円

・

・

・

・

① 集客者

② 102

③ 日帰り 102

宿泊

④

① ・

・

②

③

・

・

体験型ワークショップの実施主体者の育成、確保

成果に導いた要因

150,997

今後の課題

サイトの記事のコンセプト維持イベント情報ではなく、取材者がブログ形式で実体

験を記事にし、第三者に共感を与える内容にした。

大阪市・神戸市・京都市のユーザーからのアクセス数が全体の４割を占

めた。

サイトアクセス数

30,997、フリー

ペーパー（春夏

号）120,000

係長　山内佐由美作成者職・氏名

作成日 令和2年2月21日

取組み体系事業名

丹波市キャンペーン2019プロモーション業務

事業主体［担当部署］

プロモーションロゴを作成し、SATURDAY　TAMBAのブランド化を図る。

丹波市［企画総務部シティプロモーション推進室］

19,408,680

⑤

H30-R1

事業年度

9,704,340

事業費

情報発信力の強化

体験型ワークショップを通じて、資源・人の魅力を発信しファンを獲得

サイト訪問者の５割がターゲットとする25歳から44歳までであった。

フリーペーパーを見て丹波市を訪れた人が102人あった。

成果

サイトアクセス数　30,997件（R2.2.21現在）

取組みの

概要

（箇条書き）

プロモーションサイト「SATURDAY　TAMBA」により情報発信し、共感形成を図る。

初訪、来訪をめざしての近郊都市部にフリーペーパーを配布

集客人数（人）

CP効果人数
　　　　　区分

項目

［合計］
国

内

者

外国人

プロモーションサイトは、コンセプトを維持して随時更新を継続する。

説明：プロモーションサイト「SATURDAY TAMBA」

今後の展望

継続実施の有無　有　・　無

写真１

説明：フリーペーパー春夏・秋冬号

ターゲット設定を行い、ターゲットのニーズに応じ

たサイト構成、フリーペーパーの掲載内容にした。

プロモーションワード、ロゴがターゲットに共感を

与えた。

９．取り組み個表［SEQ  71］
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年間 200 万人を誘客するといわれる観光特Ａ級資源は 55 件、Ａ級資源は 396

件。これら特Ａ級・Ａ級を持つ自治体の最大の強みは、社会見学、修学旅行な

どにより若年層が訪れてくれることである。特Ａ級資源・Ａ級資源は、「全て

の人が素晴らしいと感じ、その資源と対峙した時に大きな感動を覚えるもの」

と定義されており、若年期にその土地の感動がインプットされるのは、非常に

大きい。人は興味のないところへは行かないし、関心のないものなど買わな

い。その土地の価値がインプットされていないと、来訪やＵＩターンにはつな

がらないからである。 

 

ここ３年間で人口を増加させた自治体は 330、全体としては大都市近郊の都市

が上位に並ぶ。ここでは高度行政サービスや良好な生活基盤、生活条件、交通イ

ンフラ等が共感として吸引する。 

 

丹波篠山市の黒枝豆は、漫画「美味しんぼ」で紹介され、一気に全国に知ら

れるところとなった。鮮やかな緑色の枝豆という先入観をもったお客さんが、

お店で出された黒ずんだ枝豆に「腐っている」と腹を立てるが、主人公の働き

で、実は、それが丹波黒枝豆で、店主のお客への思いやりであったことがわか

るという共感ストーリーである。 

 

年間に 700 本を超える自治体の PR 動画が制作されているといわれる。「シ

ティプロモーション」という旗を揚げようが掲げまいが、推進組織があろうが

なかろうが、実は、どの市町村もシティプロモーションに取り組んでいるの

は、現在が「関心経済」であるからである。「関心経済」とは、大量の情報の

中からいかに人々の関心・注目を集めるかが問われること。「いいものがあ

る」のは当たり前で、あっても「知られない」と意味がなくなった。さらに、

情報発信媒体が増えたことで情報過多の状態が起こり、情報の相対的価値が下

がったといわれる中では、「知られる」とは「共感を得る」レベルにさえ高ま

っている。 

 

平成 29 年度ソフトバンクインターンシップで来丹した学生とメンター40 人

で、丹波市が知られていたのは、断トツで「県立柏原病院の小児科を守る会」

の取り組みだった。「そんな意識の高いまちで学びたい」というのが丹波市

Project に参加を決めた学生たちの声だった。これも共感である。 

３年間のシティプロモーションの取り組みを通じ、丹波市への共感が多方面

で広がったことは大きい。 

10．最初に読んでいただきたいあとがき 
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